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市では広報あさかのほか、ホームページ、ツイッター、
フェイスブックページなどで情報をお知らせしています。 

ホームページ http://www.city.asaka.lg.jp/

携帯サイト
http://www.city.asaka.
lg.jp/mobile/ 

ツイッター　
https://twitter.com/
asaka_city 

フェイスブックページ　
https://www.facebook.
com/asakacity.koho
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春を知らせる桜の開花～黒目川花まつり～

４月４日㈯・５日㈰、第９回黒目川花まつりが開催され、多くの方でに
ぎわいました。
３月末に開花した桜の花もまだまだ綺麗に咲き誇り、訪れた皆さんを迎

えてくれました。川沿いや中洲では、ヒラヒラと舞い落ちる花びらを見な
がら、多くの方がお花見を満喫していました。また、今年から黒目川でカ
ヌーの体験が実施され、川遊びを楽しむ方もいました。ほかにも模擬店や
黒目川にすむ魚の展示など、各種イベントで盛り上がり、訪れた皆さんに
笑顔の花を咲かせてくれました。
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市からのお知らせやイベント情報をご覧いただけ
るほか、災害等が発生したときは市内の災害情報な
どを発信します。
視聴方法／
①チャンネルを「３チャンネル：テレビ埼玉」にします。
②テレビのリモコンにある「ｄ」（データ）ボタン
を押します。

③朝霞市からのお知らせの内容を押してください。
問／市政情報課 �４６３―３０５９

テレビ埼玉「データ放送サービス」
で、市からの情報をお知らせします



マイナンバーキャラクター
「マイナちゃん」
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マイナンバー（個人番号）とは
マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが持つ１２桁の固有の番号で、複数の機関に存在する個人の情報が、

同じ人の情報であるということの確認を行うための基盤です。
マイナンバーを活用することで、行政が効率化し、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現するための社会

基盤を構築します。

マイナンバー制度導入のメリット
●利便性の向上
社会保障・税関係の申請時に、課税証明書などの添付書類が省略される場合があるなど、行政手続きが簡素化され、

申請者の負担が軽減されます。
●行政の効率化
マイナンバー制度の導入後は、国や地方公共団体等での手続きの際、マイナンバーの提示や申請書への記載などを

お願いすることになります。
国や地方公共団体の間で情報連携が始まると、これまで時間がかかっていた情報の照合、転記、入力などに要する

時間や労力が削減され、手続きが正確でスムーズになります。
●公平・公正な社会の実現
所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやすくなるため、負担を不当に免れることや給付を不正に受けること

を防止するとともに、本当に困っている方にきめ細かな支援を行うことができます。

マイナンバーの利用範囲
社会保障、税、災害対策分野において、法

律や条例で定められた行政手続きでのみマイ
ナンバーを利用します（右表参照）。
また、他人のマイナンバーを不正に入手し

たり、他人のマイナンバーを取り扱っている
人が、特定個人情報（マイナンバーをその内
容に含む個人情報）を他人に不当に提供した
りすると、処罰の対象となります。

今後のスケジュール

●年金の資格取得、確認、給付など
●雇用保険の資格取得や確認、給付
●ハローワークの事務 など

●医療保険の保険料徴収
●福祉分野の給付
●生活保護 など

●税務当局における確定申告などの事務
●税務当局の内部事務 など

●被災者生活再建支援金の支給
●被災者台帳の作成事務 など

年金分野

労働分野

福祉・医療・
その他分野

税分野

災害対策分野

社会保障
分野

マイナンバーの最新情報は、内閣官房ホームページで確認できます。
内閣官房ホームページ「社会保障・税番号制度」

http : //www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

社会保障、税、災害対策分野の行政手続きで、順次、
マイナンバーが必要になります。

平成２８年１月
●「個人番号カード」の交付開始
●順次、行政手続き（上表参照）での利用開始

平成２５年５月３１日に公布された「行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律（マイナンバー法）」により、社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）が始まります。

問／政策企画課 �４６３―３０８９

住民票を有する全ての方に、マイ
ナンバーを記載した「通知カード」
が送付されます。

平成２７年１０月
●「通知カード」の送付
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毎年６月の児童手当の現況
届の際にマイナンバーを
記入します

厚生年金の裁定請求の際に
年金事務所にマイナンバー
を提示します

証券会社や保険会社等に
マイナンバーを提示し、
法定調書等に記載します

勤務先にマイナンバーを
提示し、源泉徴収票等に
記載します

顧客の個人番号を
法定調書等に記載
して税務署などに
提出します

従業員やその扶養家族
の個人番号を源泉徴収
票等に記載して税務署や
市区町村に提出します

情報提供等記録開示システム

マイナンバーを含む自
分の個人情報をいつ、
誰が、なぜ提供したの
か確認できます

行政機関などから一人
ひとりに合った行政
サービスなどのお知ら
せがきます

行政機関などがもって
いる自分の個人情報の
内容を確認できます

行政機関などへの手続
きを一度で済ませるこ
とができます

個人番号（カード）の使用場面個人番号カードとは
本人確認のための身分証明書として使えるほか、さま

ざまなサービスに利用できます。
•e-Tax 等の電子申請等が行える電子証明書が標準搭
載されます。
•平成２７年１２月以前に発行された住基カードは有効期限
まで利用できます。ただし、個人番号カードとの重複
所持はできません。
•カードには、「氏名」、
「住所」、「生年月
日」、「性別」、「個
人番号」等が記載さ
れ、「本人の写真」
が表示されます。こ
れらの内容がカード
の ICチップにも記
録されます。

マイナポータル（情報提供等記
録開示システム）とは
マイナンバーを含む自分の個人情報がやり取りされた

記録を自宅のパソコン等から確認することができるもの
で、平成２９年１月から稼動する予定です。

特定個人情報保護評価とは
特定個人情報保護評価は、個人番号をその内容に含む

個人情報（特定個人情報）を保有しようとするまたは保
有する地方公共団体等が、個人のプライバシー等の権利
利益に与える影響を予測したうえで特定個人情報の漏え
いその他の事態を発生させるリスクを分析し、そのよう
なリスクを軽減するための適切な措置を講ずることを宣
言するものです。
朝霞市における特定個人情報保護評価書については、

特定個人情報保護評価委員会ホームページおよび市ホー
ムページで公表しています。

民間事業者の皆さんへ
民間事業者も、税や社会保障の手続きで従業員などの

マイナンバーを取り扱います。税務や社会保障関係の申
告書など（源泉徴収票や健康保険、厚生年金、雇用保険
などの書類）に、マイナンバーを記載することになりま
す。
マイナンバーを従業員から取得するときは、利用目的

の明示と厳格な本人確認が必要です。
●法人にも法人番号が指定されます
企業などの法人にも、国税庁長官から１３桁の法人番号

が指定されます。１法人に対し１番号のみ指定され、法
人の支店や事業所には指定されません。
●マイナンバー制度の施行に向け準備を進めてください
対象業務を洗い出したうえで、組織体制やマイナンバ

ー利用開始までのスケジュールなどを検討し、対処方法
を決定してください。
※詳細は、内閣官房ホームページ「社会保障・税番号制
度」のほか、特定個人情報保護委員会のホームページ
（http : //www.ppc.go.jp/）に掲載されている「特定
個人情報の適正な取扱いに関するガイドライン（事業者
編）」などをご確認ください。

問…問い合わせ

マイナンバーコールセンター
（全国共通ナビダイヤル）

〈日本語対応〉 �０５７０―２０―０１７８
外国語対応〈 〉�０５７０―２０―０２９１foreign language

英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語�
�

�
�English Chinese Korean Spanish Portuguese

平日 午前９時３０分～午後５時３０分
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

※通話料がかかります。
※IP 電話等で上記ダイヤルにつながらない場合は、
�０５０―３８１６―９４０５におかけください。

マイナンバー制度のお問い合わせ

※出典：内閣官房（マイナちゃんの
マイナンバー解説）

（裏面）

（表面）
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✿支給要件
■支給対象者
次のいずれかの要件を満たす方
①平成２７年６月分の児童手当を受給している方（※１）
②基準日（平成２７年５月３１日）において児童手当の支給要件
に該当している方（※２）

※１ 特例給付の受給者は対象外となります（特例給付とは、
児童手当の所得制限限度額以上の世帯に対して、児童手
当に替わり児童１人当たり月額５，０００円が支給される手
当です）。

※２ 児童手当の認定請求を失念する等により平成２７年６月
分の児童手当を受給していないが、平成２７年６月分の児
童手当の支給要件に該当している方のことをいいます。

■支給対象児童
次のいずれかの要件を満たす児童
①平成２７年６月分の児童手当の対象となっている児童
②基準日（平成２７年５月３１日）において児童手当の支給要件
に該当する児童

※ただし、日本国籍を有しない児童について、給付金の支給
が決定される日において、住民登録がされていない児童を除
く。

✿支給額
対象児童１人につき３，０００円（１回限りの支給となります）

✿申請方法
■申請先：朝霞市役所 こども未来課 こども給付係
「平成２７年度 児童手当・特例給付現況届」提出対象者の方
／児童手当・特例給付を翌年度以降も引き続き受ける場合、
毎年６月に現況届の提出が必要となりますが、現況届提出
対象者の方には、子育て世帯臨時特例給付金の申請欄を設
けた現況届の用紙を送付します。必要事項を記入のうえ、
提出してください（現況届は、提出対象となる方に対して
６月上旬に送付します）。
平成２７年６月分から児童手当受給開始の方／出生・転入等に
より、平成２７年６月分から児童手当の受給対象となる方は、
出生・転入等の際に児童手当の申請をしていただきますが、
児童手当の申請用紙に子育て世帯臨時特例給付金の申請欄
を設けますので、併せて必要事項を記入のうえ、提出して

ください。
公務員の方／平成２７年６月分の児童手当を勤務先から受給し
ている方は、勤務先から子育て世帯臨時特例給付金の申請
書が配布されます。必要事項をご記入いただき、申請書に
勤務先からの証明を受けたうえ、基準日（平成２７年５月３１
日）に住民票のある市区町村へ提出してください。
■申請期間：６月１日㈪～９月１日㈫（消印有効）
■提出書類：申請書、本人確認書類（※）、指定した口座が
確認できる書類（※）
※公務員の方や児童手当の振込口座と異なる口座を指定する
方等、一部の方のみ必要となります。詳細は、申請書に同封
する申請案内等でご確認ください。

✿給付金の受取方法
原則として、給付金は児童手当の振込口座に入金されます。振込口座を変更する場合には、別途、届け出が必要となります
（受給者名義の口座に限る）。
平成２７年１０月以降に順次振り込む予定です。

✿平成２６年度の子育て世帯臨時特例給付金との相違点
▶支給額は、対象児童１人につき３，０００円となります。
▶臨時福祉給付金の対象となる方も、子育て世帯臨時特例給付金の支給対象となります。両方の給付金の支給要件に該当する
方は、両方の給付金をもらうことができます。両方の給付金をもらう場合には、それぞれ申請が必要です。

収入額の目安
８３３．３万円
８７５．６万円
９１７．８万円
９６０．０万円
１００２．１万円

所得制限限度額
６２２万円
６６０万円
６９８万円
７３６万円
７７４万円

扶養親族等（※３）の数
０人
１人
２人
３人
４人

※３ 扶養親族等とは、税法上の控除対象配偶者
および扶養親族（年少扶養を含む）をいいます。
「収入額の目安」は、給与収入のみで計算してい
ますので、ご注意ください。なお、医療費控除等
を受けた場合は、所得から控除できます。

消費税の引き上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対し、臨時特例的な給付措置として、平成２６年度に子育て世帯臨時特例
給付金を支給しましたが、平成２７年度も支給することとなりました。

■厚生労働省の相談窓口
●専用ダイヤル �０５７０―０３７―１９２
●受付時間 平日午前９時～午後６時

■朝霞市役所
●臨時福祉給付金等支給業務プロジェクト・チーム（こども未来課）
●�４６３―２５０８

【児童手当 所得制限限度額】
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●「子どもの権利条約」が定めている権利
　この条約は大きくわけて上の４つの子どもの権利を守るように定めています。そして、子どもにとっていちばん良
いことを実現しようとうたっています。
※詳しくは･･･日本ユニセフ協会　http://www.unicef.or.jp/　　外務省　http://www.mofa.go.jp/mofaj/

　また日本にも、昭和26年５月５日に児童の成長と幸福の実現を願って作成された宣言的文章「児童憲章」があります。
基本綱領に、「児童は、人として尊ばれる」「児童は、社会の一員として重んぜられる」「児童は、よい環境のなかで育
てられる」とうたわれ、全12条の本文において「すべての児童は、心身ともに健やかにうまれ、育てられ、その生活を
保障される。」など児童が不当に扱われることなく、愛情をもって育てられることがうたわれています。
※詳しくは･･･文部科学省　http://www.mext.go.jp/

問／こども未来課  ☎463-0364未来ある子どもたちのために未来ある子どもたちのために

防げる病気などで命をうば
われないこと。病気やけが
をしたら治療を受けられる
ことなど。

１ 生きる権利
教育を受け、休んだり遊ん
だりできること。考えや信
じることの自由が守られ、
自分らしく育つことができ
ることなど。

２ 育つ権利
あらゆる種類の虐待や詐取
などから守られること。障
害のある子どもや少数民族
の子どもなどはとくに守ら
れることなど。

３ 守られる権利 ４ 参加する権利

　朝霞市では「子どもの視点」、「保護者の視点」、それらを支える「地域の視点」を、市の子育てに対する考え方の根底に据え、
子どもが「朝霞で育ってよかった」と思い、保護者が「朝霞で育ててよかった」と実感し、地域の人たちが「子育てのよろこび
をわかちあえる」まちを目指すものとして、「このまちで　育ってよかった　育ててよかった　子育てのよろこびをわかち
あえるまち　朝霞」を基本理念とする「朝霞市子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。
　すべての子どもたちが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもち、たくましく育っていけるよう、
子どもや家庭のあり方、子どもたちの健やかな成長について、みんなで考えていきましょう。
※「朝霞市子ども・子育て支援事業計画」は、市公式ホームページや保育課、市内図書館などでご覧いただけます。

自由に意見をあらわした
り、集まってグループをつ
くったり、自由な活動をお
こなったりできることな
ど。

　みなさんは「児童福祉週間」をご存じですか？児童福祉の理念の普及・啓発を図るとともに、
子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、毎年５月５日
の「子どもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定めています。
　今年も５月５日（火・祝）～11日㈪まで、平成27年度の児童福祉週間標語「世界には 君の輝く 場
所がある」をテーマに、全国で各種行事が行われます。そこで、みなさんに児童福祉について
考えるきっかけになればと思い、子どもの権利についてご案内いたします。

　「子どもの権利条約」を聞いたことがありますか？世界中すべての子どもが持っている“権利”
について定めた条約です。「子どもの権利条約」は、世界中の子どもたちが幸福に生きることを
願い1989年に国連で採択されました。現在195の国と地域で締結されています。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

✿配偶者からの暴力を理由に避難している方への対応
基準日（平成２７年５月３１日）においては、配偶者が平成２７年６月分の児童手当を受給しており、基準日の翌日以後に発生し

た配偶者からの暴力を理由として対象児童とともに避難した場合、一定の要件を満たす方については、平成２７年６月分の児童
手当を受給していなくても、実際にお住まいの市区町村で子育て世帯臨時特例給付金の申請をすることができます。なお、子
育て世帯臨時特例給付金を申請するに当たり、配偶者からの暴力を理由に避難している旨の申出を事前に行っていただく場合
があります。詳しくは、こども未来課までお問い合わせください。

✿平成２７年度も臨時福祉給付金を支給します
平成２７年度の臨時福祉給付金の申請方法等に関するお知らせは、広報あさか７月号に掲載する予定です。

市や厚生労働省などの職員がＡＴＭ（銀行、コンビニなどの現金自動預け払い機）の操作をお願いすることは絶対にあ
りません。
臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金に関して、これらの疑いのある電話がかかってきたり、
郵便が届いたら、迷わず、市役所や朝霞警察署（または警察相談専用電話）にご連絡ください。

朝霞警察署 �４６５―０１１０ 警察相談専用電話 ♯９１１０

問…問い合わせ

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください

広報あさか ２０１５．５5



歳入の状況
（　）内は構成比
〈　〉内は前年度当初予算額

市税
210億1,234万2千円（56.9%）
〈205億7,828万8千円〉
市民税
103億6,418万1千円〈100億4,424万5千円〉
固定資産税
85億1,525万4千円〈84億3,997万円〉
軽自動車税
9,080万6千円〈8,615万円〉
市たばこ税
8億700万円〈7億9,600万円〉
都市計画税
12億3,510万1千円〈12億1,192万3千円〉

歳入合計
369億5,000万円

〈358億1,000万円〉

国庫支出金
61億5,234万5千円
（16.7%）
〈57億9,133万4千円〉

県支出金
21億9,659万5千円
（5.9%）
〈23億5,659万7千円〉

地方消費税交付金
14億3,500万円
（3.9%）
〈12億7,000万円〉

諸収入
10億1,585万7千円
（2.8%）
〈10億649万9千円〉

使用料及び手数料
7億3,396万円（2.0%）
〈7億2,463万2千円〉

繰越金
4億5,000万円（1.2%）
〈4億円〉

分担金及び負担金
9億2,897万2千円
（2.5%）
〈7億1,078万9千円〉

地方交付税
4億1,500万円（1.1%）
〈5億7,800万円〉

地方譲与税
1億8,700万円（0.5%）
〈2億200万円〉

その他
5億8,212万9千円（1.5%）
〈5億1,796万1千円〉

市債
18億4,080万円
（5.0%）
〈16億7,390万円〉

一般会計予算の構成一般会計予算の構成

増減率
（％）

２．１

△７．４

△９．８

１５０．８

１３８．５

１３．０

７．７

△７．５

０．０

△５．１

△２８．２

構成比
（％）

５６．９

０．５

０．１

０．４

０．１

３．９

０．０

０．１

０．３

０．３

１．１

予 算 額

２１０億１，２３４万２千円

１億８，７００万円

３，７００万円

１億４，８００万円

３，１００万円

１４億３，５００万円

１，４００万円

３，７００万円

１億１，１００万円

１億１，１００万円

４億１，５００万円

区分款

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

増減率
（％）

△０．１

３０．７

１．３

６．２

△６．８

△１１．０

０．０

△１００．０

１２．５

０．９

１０．０

３．２

構成比
（％）

０．０

２．５

２．０

１６．７

５．９

０．２

０．０

０．０

１．２

２．８

５．０

１００．０

予 算 額

１，４０２万１千円

９億２，８９７万２千円

７億３，３９６万円

６１億５，２３４万５千円

２１億９，６５９万５千円

７，９１０万３千円

１千円

４千円

４億５，０００万円

１０億１，５８５万７千円

１８億４，０８０万円

３６９億５，０００万円

区分款

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

問／財政課 �４６３―３１７９

一般会計予算の総額は、３６９億５，０００万円で、前年度当初予算額３５８億１，０００万円に対して、３．２％（１１億４，０００
万円）の増となっています。
これを歳出予算について比較してみますと、総務費が庁舎施設耐震化事業の増などにより、１７．３％（７億

１，８３２万２千円）の増、民生費が子ども・子育て支援事業の増などにより、１．４％（２億５，４１５万１千円）の増と
なる一方で、公債費が地方債元金の減などにより、５．０％（１億５，８６７万９千円）の減となっています。

※パーセント表記のものについては、小数点以下第２位を四捨五入しています。

対前年度比
３．２％増

平成２７年度の予算が、平成２７年第１回市議会定例会の最終日に可決されました。
ここでは、新年度予算の内容についてお知らせします。

歳 入
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（　）内は構成比、〈　〉内は前年度当初予算額歳出の状況

歳出合計
369億5,000万円

〈358億1,000万円〉 民生費
 180億4,040万円
（48.8%）
〈177億8,624万9千円〉

教育費
37億1,902万1千円（10.1%）
〈37億2,991万2千円〉

総務費
48億7,891万3千円
（13.2%）
〈41億6,059万1千円〉

公債費
30億902万1千円
（8.2%）
〈31億6,770万円〉

衛生費
27億7,617万3千円
（7.5%）
〈27億4,153万9千円〉

土木費
25億2,301万円
（6.8%）
〈22億8,521万4千円〉

消防費
13億1,527万3千円
（3.6%）
〈12億5,450万2千円〉

その他
6億8,818万9千円
（1.8%）
〈6億8,429万3千円〉

増減率
（％）
４．０
１７．３
１．４
１．３
△５．３
０．６
△３．３
１０．４
４．８
△０．３
△５．０
０．１
０．０
３．２

構成比
（％）
０．８
１３．２
４８．８
７．５
０．０
０．２
０．７
６．８
３．６
１０．１
８．２
０．０
０．１

１００．０

予 算 額

３億１，０２７万５千円
４８億７，８９１万３千円
１８０億４，０４０万円

２７億７，６１７万３千円
１４７万円

７，３５８万５千円
２億４，６８３万６千円
２５億２，３０１万円

１３億１，５２７万３千円
３７億１，９０２万１千円
３０億９０２万１千円

６０２万３千円
５，０００万円

３６９億５，０００万円

区分款

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
合 計

議会運営・
市民サービ
スなどに

６１，５３８円

２２．３％

商工・農業
の振興のた
めに

２，４００円

０．９％

消防
活動に

９，８０６円

３．６％

ごみ処理や市
民の健康を守
るために

２０，６９７円

７．５％

教育の
ために

２７，７２７円

１０．１％

市民福祉の
ために

１３４，４９７円

４８．８％

道路舗装や
改修のため
に

１８，８１０円

６．８％

都市
計画税

９，２０８円

５．９％

市たばこ
税

６，０１６円

３．９％

軽自動
車税

６７７円

０．４％

固定
資産税

６３，４８４円

４０．５％

市民税

７７，２６９円

４９．３％

増減率（％）

１１．４

１１．３

１４．９

１２．５

２．２

１３．５

前 年 度

２０２億３，３４２万５千円

１２２億９，０３０万４千円

１７億４，８７５万円

５１億２，５９６万１千円

１０億６，８４１万円

３４億６，３８４万６千円

本 年 度

２２５億４，２２８万１千円

１３６億７，６９５万３千円

２０億８４５万６千円

５７億６，４５０万５千円

１０億９，２３６万７千円

３９億３，００９万７千円

会 計 名

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 会 計

下 水 道 事 業 会 計

介 護 保 険 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

水 道 事 業 会 計

議会費…議会の活動に要する経費です。
総務費…徴税・戸籍・選挙・統計等の経費です。
民生費…福祉など、住民の一定水準の生活を確保し、安定した社会

生活を保障するために支出される経費です。
衛生費…公害対策やごみ処理など、住民の健康で衛生的な生活環境

を保持するための経費です。
労働費…労働者を支援するための各種事業に要する経費です。
農林水産業費…農業の改良や組合の指導育成、農業施設の管理のた

めの経費です。
商工費…中小企業への融資支援、商工業の振興等のための経費です。
土木費…道路橋りょうの整備・改良、都市計画等に要する経費です。
消防費…災害から地域住民の生命と財産を守るために必要な消防設

備等の整備を行うための経費です。
教育費…学校・博物館・公民館・図書館等の施設の設置管理、その

他教育や学術文化に関する事務を行うための経費です。
公債費…市が借り入れした市債（借金）の元金、利子の償還費です。

市民 1人当たりが負担する税金

問…問い合わせ

市民１人当たりが負担する市税は、市民税・固定資産税
など合計１５万６，６５４円で、市が皆さんのために使うお金と
の差額は、国や県からの補助金や、借入金（市債）などの
財源で賄われます。

総額15万6,654円

※平成２７年１月１日現在の人口１３４，１３２人を基に算出しています。また、円単位未満は四捨五入しています。

市民 1人当たりに使われる市のお金

今年度、朝霞市の一般会計予算は３６９億５，０００万円ですから、これを市民１
人当たりに使うお金に換算すると、２７万５，４７５円になります。その内容は、
次のようになります。

歳 出

＜特別会計・水道事業会計＞

総額27万5,475円

広報あさか ２０１５．５7



平成２７年度水道事業予算概要平成２７年度水道事業予算概要平成２７年度水道事業予算概要平成２７年度水道事業予算成２７年度水道事業平成２７年度水道事業予算概要平成２７年度水道事業予算概要
安全・安心な水をお届けするために

負担金等
647万6千円

不足額
8億4,521万4千円

企業債
9億8,000万円

資 本 的 収 支収 益 的 収 支 施設の建設・改良などに
関わる予算

事業の管理・運営に
関わる予算

収入　２２億８，０５７万５千円
支出　２０億９，８４０万７千円

収入　  ９億８，６４７万６千円
支出　１８億３，１６９万０千円

借入金の返済
3億6,587万
2千円

耐震化事業の
改良費等
14億6,581万8千円

県水受水費　　
7億2,823万5千円

施設の維持管理費
等　
7億9,729万9千円

借入金の支払利息
1億4,472万7千円

施設の減価償却費　
4億2,814万6千円

差引収支 
1億8,216万8千円

支　出支　出

その他
2億1,131万6千円

水道利用加入金 
1億7,146万円

水道料金　
18億9,779万9千円

収　入収　入

＊不足額については
内部留保資金などで
補います。

経 営 状 況
水道事業は独立採算制で、事業費は利用者の皆さん
からいただく水道料金によって賄われています。
１㎥の水を皆さんにお届けする費用（給水原価・税
抜）１３９円４０銭に対して、水道料金（供給単価・税抜）
は１２５円３１銭で１４円０９銭の赤字となり、不足額を水道
利用加入金などの収入により補っています。
このほか、平成２７年度は、老朽管やポンプ設備の更
新、管路の耐震化など、多額の費用を要する事業を実
施しなければならないため、企業債（９億８，０００万円
程度）を発行する予定です。
厳しい財政状況が続きますが、引き続き効率的な事
業運営に努めてまいります。

私道給水管布設替整備費補助金
私道内に布設された給水管を布設替する方に、整備
費用の３分の２以内を助成します（１万円未満切り捨
て）。

○補助要件
１．対象戸数が３戸以上で、私道の土地所有者および
給水管所有者全員の承諾が必要です。
２．出水不良および２本以上の給水管を１本にする整
備工事とします。

施 設 の 状 況 ・ 整 備
本年度も水道水の安定供給を確保するため、次の事
業を進めてまいります。
○水道施設耐震化事業
地震災害時における水の安定供給のため、導水管・
配水本管の耐震化事業を実施します。
○配水管布設事業
水圧不足改善や漏水防止対策のため、配水管の更
新を実施します。
○漏水の防止
貴重な水を効率よくお届けするため、水道管（水
漏れ）の調査を実施します。

問／水道施設課 ☎４６３―８６９９

水道事業では、将来にわたる水道水の安定供給を確保す
るとともに、災害時においても対応できるように水道施設
の点検・整備、管路等の耐震化に取り組んでいます。
また、各種電算システムの活用などにより、効率的な事
業運営に努めています。

問／水道経営課 ☎４６２―３３６６

業務の予定量
給水人口 １３４，０００人
給水戸数 ６１，６００戸
年間総給水量 １５，５９２，０００㎥
一日平均給水量 ４２，６０１㎥
一人一日平均給水量 ３１８ℓ
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編
集
▼
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

平
成
２７
年
第
１
回
朝
霞
市
議
会

定
例
会
は
、
２
月
２６
日
か
ら
３
月

２５
日
ま
で
の
２８
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

４０
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
４０
件
の
議
案
を
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
が
２
件

提
出
さ
れ
、
１
件
の
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
１
件
の
議
案

を
否
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
等
審
議
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

議
案
第
１
号

平
成
２７
年
度
朝
霞

市
一
般
会
計
予
算

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

定
例
会
初
日
の
２
月
２６
日
に
市
長

か
ら
施
政
方
針
、
予
算
編
成
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３６９
億
５
千
万
円
で
、
前
年
度

対
比
３.２
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
要
な
施
策

【
自
然
と
調
和
し
た
ゆ
と
り
あ
る

都
市
づ
く
り
】

・
景
観
計
画
の
策
定

・
落
橋
防
止
対
策
事
業（
宮
戸
橋
）

【
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
】

・
地
域
防
災
計
画
の
全
面
改
訂

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
計
画
の
策

定
・
防
犯
推
進
計
画
の
策
定

・
悪
質
電
話
被
害
対
策
機
器
購
入

費
補
助
事
業

【
み
ん
な
で
支
え
合
う
健
や
か
な

社
会
づ
く
り
】

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

増
員

・
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
補
助
事

業
・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

・
は
あ
と
ぴ
あ
障
害
者
多
機
能
型

施
設
の
定
員
拡
大

【
豊
か
な
心
と
人
間
性
を
育
む
人

づ
く
り
】

・
朝
霞
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
の
設
置

・
生
涯
学
習
計
画
の
策
定

・
内
間
木
公
民
館
施
設
改
修

【
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
産
業

づ
く
り
】

・
仲
町
商
工
振
興
会
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化

・
地
産
地
消
の
推
進

【
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
を
広
げ
る
地

域
づ
く
り
】

・
男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
の
策
定

・
戦
没
者
追
悼
式
の
実
施

・
市
民
ま
つ
り
（
彩
夏
祭
）
へ
の

支
援
の
拡
充

【
構
想
推
進
の
た
め
に
】

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定

・
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
２
号

平
成
２７
年
度
朝
霞

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１３６
億
７
６
９
５
万
３
千
円
で
、

前
年
度
対
比
１１.３
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
３
号

平
成
２７
年
度
朝
霞

市
朝
霞
都
市
計
画
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２０
億
８４５
万
６
千
円
で
、
前
年
度

対
比
１４.９
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
４
号

平
成
２７
年
度
朝
霞

市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５７
億
６
４
５
０
万
５
千
円
で
、

前
年
度
対
比
１２.５
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
５
号

平
成
２７
年
度
朝
霞

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１０
億
９
２
３
６
万
７
千
円
で
、

前
年
度
対
比
２.２
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
６
号

平
成
２７
年
度
朝
霞

市
水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
つ

い
て
は
、
収
入
の
水
道
事
業
収
益

が
、
２２
億
８
０
５
７
万
５
千
円
で
、

前
年
度
対
比
３.７
㌫
の
減
、
支
出
の

水
道
事
業
費
が
２０
億
９
８
４
０
万

７
千
円
で
、
前
年
度
対
比
０.９
㌫
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
つ

い
て
は
、
収
入
が
９
億
８
６
４
７

万
６
千
円
、
支
出
が
１８
億
３
１
６

９
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
７
号

平
成
２６
年
度
朝
霞

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

７
２
０
３
万
８
千
円
の
増
額
で
、

予
算
総
額
は
、
３７３
億
３
８
５
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
な
ど
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
な
ど
を

新
た
に
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
増

額
し
、
県
支
出
金
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
な
ど
の
た
め

の
交
付
金
を
新
た
に
計
上
す
る
一

方
、
全
体
で
は
減
額
し
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

は
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
映
像
製

作
委
託
料
な
ど
に
よ
り
増
額
、
民

生
費
は
生
活
保
護
費
な
ど
を
増
額

し
、
学
習
支
援
補
助
金
を
新
た
に

計
上
す
る
一
方
、
全
体
と
し
て
は

減
額
し
て
い
ま
す
。
商
工
費
は
新

た
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金
を
計
上
し
、
個
人
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
金
の
増

額
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
８
号

平
成
２６
年
度
朝
霞

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

２
億
６
８
７
２
万
４
千
円
の
減

額
で
、
予
算
総
額
は
、
１２２
億
８
５

７
７
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

問…問い合わせ

平
成
27
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
審
議

平
成
27
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
審
議

第
１
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会

議会だより
Ⓒ彩夏ちゃん
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議
案
第
９
号

平
成
２６
年
度
朝
霞

市
朝
霞
都
市
計
画
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
溝
沼
５
丁
目
ほ
そ

や
周
辺
で
の
雨
水
対
策
事
業
の
年

度
内
完
成
が
困
難
な
た
め
、
翌
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
１０
号

平
成
２６
年
度
朝
霞

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

２
４
４
８
万
９
千
円
の
増
額
で
、

予
算
総
額
は
、
５５
億
７
７
６
６
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
１１
号

平
成
２６
年
度
朝
霞

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３３８
万
４
千

円
で
、
予
算
総
額
は
、
１０
億
８
０

３
５
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
１２
号

朝
霞
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
２６
年
８
月
７
日
に
行
わ
れ

た
人
事
院
勧
告
に
お
け
る
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
の
趣
旨
等
を

踏
ま
え
、
行
政
職
の
職
員
の
給
料

表
を
改
定
し
、
給
料
水
準
を
平
均

１.８３
㌫
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
地

域
手
当
の
支
給
割
合
を
１２
㌫
に
引

き
上
げ
、
単
身
赴
任
手
当
の
基
礎

額
と
加
算
額
の
上
限
を
引
き
上
げ

る
な
ど
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
１３
号

朝
霞
市
保
育
園
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
２７
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

伴
い
、
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、

必
要
な
文
言
の
修
正
を
行
う
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
１４
号

市
長
及
び
副
市
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び
教

育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
厳
し
い
本
市
の
財
政
状
況
等
を

考
慮
し
て
、
市
長
の
給
料
月
額
を

１０
㌫
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の

給
料
月
額
を
５
㌫
減
じ
る
特
例
措

置
を
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
、

実
施
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
１５
号

朝
霞
市
体
育
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

内
間
木
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

に
お
け
る
休
場
期
間
の
う
ち
、
１２

月
に
お
け
る
期
間
を
現
行
の
３１
日

間
か
ら
４
日
間
に
改
め
る
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
１６
号

溝
沼
子
ど
も
プ
ー

ル
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

溝
沼
子
ど
も
プ
ー
ル
の
開
場
期

間
の
う
ち
、
開
場
日
を
７
月
１
日

か
ら
７
月
の
第
２
土
曜
日
に
、
閉

場
日
を
９
月
１０
日
か
ら
９
月
の
第

１
日
曜
日
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
１７
号

朝
霞
市
行
政
手
続

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２７
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
る
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
同
法

の
改
正
内
容
に
即
し
、
「
行
政
指

導
の
方
式
」、
「
行
政
指
導
の
中

止
等
の
求
め
」
お
よ
び
「
処
分
等

の
求
め
」
に
関
す
る
手
続
き
を
新

設
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
１８
号

朝
霞
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
第
１
号
被
保
険
者
保
険

料
に
係
る
平
成
２７
年
度
か
ら
平
成

２９
年
度
ま
で
の
所
得
段
階
区
分
お

よ
び
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
現
行

の
１３
段
階
区
分
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
段
階
区
分
お
よ
び
保
険
料

率
を
改
正
す
る
ほ
か
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

関
す
る
経
過
措
置
を
規
定
す
る
も

の
で
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
１９
号

朝
霞
市
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
者
庁
・
国
土
交
通
省
告
示

等
の
施
行
に
伴
い
、
住
宅
の
品
質

確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
住
宅
性
能
評
価
書
を
活
用

し
た
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

の
認
定
の
事
務
を
、
新
た
に
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
申
請
手

数
料
の
追
加
な
ど
を
す
る
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２０
号

朝
霞
市
み
ど
り
の

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
朝
霞
市
み
ど
り
の
基
金
条
例
の

名
称
を
改
め
る
と
と
も
に
、
土
地

取
得
以
外
の
使
途
を
明
確
化
す
る

た
め
、
基
金
の
設
置
目
的
に
良
好

な
景
観
の
形
成
ま
た
は
生
物
多
様

性
の
保
全
に
資
す
る
緑
化
の
支
援

を
位
置
付
け
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２１
号

朝
霞
市
防
犯
推
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

防
犯
に
関
す
る
施
策
を
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定

し
、
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
朝
霞

市
防
犯
推
進
計
画
会
議
を
附
属
機

関
と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
１３８
条
の
４

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
改
正
す

る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２２
号

朝
霞
市
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例介

護
保
険
法
等
の
改
正
に
基
づ

き
、
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象
と
な
る

事
業
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令

に
従
い
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
人
員
、

設
備
、
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２３
号

朝
霞
市
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
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る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
基
づ

き
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象
と
な
る
事

業
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
並
び
に

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２４
号

朝
霞
市
保
育
園
等

運
営
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
２７
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

伴
い
、
小
規
模
保
育
事
業
等
の
地

域
型
保
育
事
業
所
の
運
営
に
つ
い

て
、
市
が
指
導
監
督
を
行
う
こ
と

に
な
る
た
め
、
朝
霞
市
保
育
園
等

運
営
審
議
会
の
所
掌
事
務
等
の
必

要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２５
号

朝
霞
市
庁
舎
施
設

耐
震
化
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定

委
員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

庁
舎
施
設
耐
震
化
事
業
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
に
お
い
て
は
、

市
庁
舎
の
耐
震
化
事
業
に
係
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て
、
厳
正
か

つ
公
平
に
審
査
し
、
平
成
２７
年
１

月
、
本
事
業
の
契
約
候
補
者
を
選

定
し
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２６
号

朝
霞
市
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
事
故
防
止
等
検

討
委
員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成
２６
年
７
月
よ
り
、
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ー
ル

に
お
け
る
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、

必
要
な
調
査
等
を
行
い
、
平
成
２６

年
１１
月
に
市
長
に
提
言
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
２７
号

朝
霞
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議

会
条
例

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
に
お
い

て
当
該
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
基

本
的
な
計
画
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
朝
霞
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議

会
を
附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
地
方
自
治
法

第
１３８
条
の
４
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
２８
号

朝
霞
市
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
１４

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
朝
霞

市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
い
じ

め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
お
よ

び
早
期
対
応
を
図
り
、
関
係
す
る

機
関
お
よ
び
団
体
と
の
連
携
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
朝
霞
市
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
附
属

機
関
と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１３８
条
の

４
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
２９
号

朝
霞
市
い
じ
め
問

題
専
門
委
員
会
条
例

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
１４

条
第
３
項
お
よ
び
第
２８
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
朝
霞
市
立
小
・

中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止

等
の
た
め
の
対
策
を
実
効
的
に
行

う
に
あ
た
り
、
朝
霞
市
い
じ
め
問

題
専
門
委
員
会
を
教
育
委
員
会
の

附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１３８

条
の
４
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
３０
号

朝
霞
市
い
じ
め
問

題
調
査
委
員
会
条
例

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
３０

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
朝
霞

市
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
等
が
関
わ
る
重
大
事
態
の
報
告

を
受
け
た
市
長
が
、
当
該
報
告
に

係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
ま
た
は

同
種
の
事
態
の
発
生
予
防
の
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
、
調

査
を
行
う
に
あ
た
り
、
朝
霞
市
い

じ
め
問
題
調
査
委
員
会
を
附
属
機

関
と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
１３８
条
の
４

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
た
に

制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
３１
号

朝
霞
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
検
討
委
員
会
条

例
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の

計
画
の
策
定
に
関
し
、
必
要
な
事

項
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
主
な
事

務
と
す
る
朝
霞
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
検
討
委
員
会
を
附
属

機
関
と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１３８
条
の

４
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
３２
号

朝
霞
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す

る
条
例

平
成
２７
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

伴
い
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
お

よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

用
者
負
担
の
額
等
を
新
た
に
制
定

す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
３３
号

朝
霞
市
指
定
介
護

予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
の
従

業
者
数
、
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
、
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

等
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
３４
号

朝
霞
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
包
括
的

支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

本
条
例
に
つ
い
て
は
、
「
地
域

の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
に
伴
い
、
介
護
保
険

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
て

い
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
人
員
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基

準
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）
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議
案
第
３５
号

朝
霞
市
景
観
条
例

朝
霞
市
に
お
け
る
良
好
な
景
観

の
形
成
に
必
要
な
事
項
お
よ
び
景

観
法
の
規
定
に
基
づ
く
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
お
よ
び
生

活
と
調
和
し
た
良
好
な
景
観
の
形

成
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
の
誇
り

と
愛
着
を
育
み
、
住
み
た
い
、
訪

れ
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
、
新
た
に
制

定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
３６
号

市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

一
般
国
道
２５４
号
和
光
富
士
見
バ

イ
パ
ス
整
備
事
業
に
伴
う
側
道
整

備
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
認
定

す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
３７
号

市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

開
発
行
為
に
伴
う
２
路
線
で
、

都
市
計
画
法
第
４０
条
の
規
定
に
よ

り
、
帰
属
さ
れ
た
道
路
を
認
定
す

る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
３８
号

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

庁
舎
施
設
耐
震
補
強
工
事
に
つ

い
て
、
市
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
３９
号

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
相
談
お
よ
び
支

援
を
行
う
「
自
立
支
援
相
談
員
」

を
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
配
置
す

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
４０
号

固
定
資
産
評
価
員

選
任
に
関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

次
の
方
を
、
新
た
に
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

し

み
ず

ゆ
た
か

清
水

豊
（
朝
霞
市
総
務
部

次
長
兼
課
税
課
長
）

同
意
（
全
会
一
致
）

※
掲
載
内
容
は
第
１
回
定
例
会
時

点
で
の
も
の
で
す
。
（
敬
称
略
）

議
案
審
議

議
案
第
１
号

平
成
２７
年
度
朝

霞
市
一
般
会
計
予
算

民
生
費
社
会
福
祉
費
の
拡

充
事
業
に
つ
い
て

遠
藤
光
博
議
員

障
が
い
者
施
設

等
の
拡
充
と
聞
い
て
い
ま
す
が
内

容
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作
成

す
る
も
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

既
存
の
資
源
が
少
な
い
の
が
課
題

と
思
い
ま
す
が
あ
わ
せ
て
伺
い
ま

す
。

福
祉
部
長

平
成
２７
年
度
に
お
け

る
拡
充
事
業
に
つ
い
て
、
１
点
目

は
、
朝
霞
地
区
福
祉
会
に
お
い
て

新
た
に
み
つ
ば
す
み
れ
学
園
障
害

児
等
計
画
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

平
成
２７
年
４
月
に
開
設
し
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
相

談
支
援
事
業
お
よ
び
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
く
指
定
特
定
相
談

支
援
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

２
点
目
は
、
は
あ
と
ぴ
あ
障
害

者
多
機
能
型
施
設
の
定
員
拡
大
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

不
足
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
対
応
と
し
て
は
、
平

成
２８
年
４
月
に
は
、
新
た
に
あ
さ

か
福
祉
作
業
所
の
跡
地
に
就
労
移

行
支
援
、
生
活
介
護
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
の
多
機
能
型
施
設
を
開

設
す
る
ほ
か
、
民
間
施
設
と
し
て

生
活
介
護
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
多
機
能
型
施
設
も
市
内
に
開
設

す
る
予
定
で
す
。
今
後
に
つ
い
て

も
、
第
４
期
障
害
福
祉
計
画
に
沿

っ
た
整
備
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ

い
て

岡
﨑
和
広
議
員

施
政
方
針
の
中

で
、
平
成
２７
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
・
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、

事
業
の
優
先
度
を
政
策
的
に
判
断
、

既
存
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
費

の
節
減
な
ど
、
歳
出
の
抑
制
に
努

め
た
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
あ
り

ま
し
た
。

来
年
度
の
予
算
編
成
の
流
れ
と

考
慮
し
た
点
に
つ
い
て
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

副
市
長

平
成
２７
年
度
の
当
初
予

算
編
成
に
つ
い
て
は
、
政
策
企
画

課
に
よ
る
実
施
計
画
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
さ
ら
に
市
長
公
室
長
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
と
平
成
２７
年
度
の
予
算

編
成
方
針
に
基
づ
き
各
課
が
予
算

要
求
を
行
っ
た
結
果
、
歳
入
歳
出

の
差
額
は
そ
の
時
点
で
２４
億
４
５

６
３
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
予
算
査
定
に
お
い

て
歳
入
の
増
額
を
図
る
一
方
、
歳

出
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
査
定
で
は
財
政
課
と
政
策
企

画
課
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
適

正
な
予
算
要
求
内
容
を
確
認
し
ま

し
た
。

予
算
編
成
に
お
い
て
考
慮
し
た

点
と
し
て
は
、
１
点
目
と
し
て
、

消
費
税
率
変
更
の
先
送
り
が
決
定

さ
れ
た
段
階
で
、
要
求
額
の
消
費

税
率
を
全
て
１０
㌫
か
ら
８
㌫
に
戻

し
ま
し
た
。

２
点
目
と
し
て
、
予
算
要
求
時

点
で
は
各
種
証
明
書
類
の
手
数
料

を
１
通
１００
円
で
計
上
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
議
決
を
受

け
、
証
明
書
の
手
数
料
を
１
通
２００

円
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

３
点
目
と
し
て
、
厳
し
い
財
源

不
足
を
踏
ま
え
、
多
額
の
経
費
を

要
す
る
事
業
や
複
数
年
に
わ
た
る

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
実
施
計

画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
採
択
し
た
事

業
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
市

長
と
の
調
整
を
実
施
し
ま
し
た
。

議会だより
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健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
予

算
増
額
に
つ
い
て

小
山
香
議
員

健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
「
わ
く
わ
く
ド
ー
ム
」
で
、
２６

年
度
だ
け
で
死
亡
事
故
一
件
、
さ

ら
に
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
発
生
に
よ
る

営
業
停
止
が
二
度
も
あ
り
、
市
民

に
不
安
と
施
設
を
利
用
で
き
な
い

損
害
を
与
え
た
。
こ
の
件
に
つ
き
、

朝
霞
市
は
２７
年
度
予
算
で
現
状
の

改
善
策
の
費
用
を
計
上
し
た
が
、

指
定
管
理
者
側
の
明
治
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
に
は
何
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

も
課
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、

事
故
の
責
任
は
市
に
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
市
は
管
理
業
者
に
対
し
、

営
業
停
止
期
間
の
利
用
料
返
還
等

の
損
害
賠
償
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
件

に
つ
い
て
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が
検

出
さ
れ
た
原
因
な
ど
は
施
設
に
あ

っ
た
の
か
、
管
理
に
あ
っ
た
か
は
、

な
か
な
か
証
明
が
難
し
い
部
分
で

す
。
市
と
し
て
も
、
今
ま
で
修
繕

も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
に

も
責
任
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
原
因
が
わ
か
ら
な
い
中
で
、
市

と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
施
設
運
営

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
と
思
い

ま
す
。
当
然
業
者
も
手
を
引
く
な

ど
、
あ
ま
り
い
い
関
係
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
番
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

指
定
管
理
者
と
協
力
関
係
を
築
い

て
、
よ
り
よ
い
施
設
運
営
に
向
か

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
回
の
予
算
措
置
等
に

至
り
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

田
辺
淳
議
員

「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
」
と
言
い
な
が
ら
、
保
育

料
の
値
上
げ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

公
的
保
育
を
解
体
し
、
負
担
が
増

え
る
と
い
う
の
が
今
回
の
「
新
制

度
」
で
す
。
公
的
に
運
営
さ
れ
て

き
た
朝
霞
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
も
、
３
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

対
象
を
拡
大
し
た
ば
か
り
な
の
に
、

国
は
そ
れ
を
６
年
生
ま
で
拡
大
さ

せ
「
待
機
児
童
」
を
無
理
や
り
増

や
し
た
。
民
間
事
業
者
の
参
入
を

す
す
め
さ
せ
る
た
め
で
す
。
今
後

は
保
育
園
と
同
様
（
利
用
料
値
上

げ
）
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、

市
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
事
態

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
す

か
？

福
祉
部
長

平
成
２５
年
１１
月
に
保

護
者
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

ニ
ー
ズ
量
は
１
７
６
０
人
で
し
た
。

一
方
で
、
現
在
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
は
１
１
８
４
人
で
す

の
で
、
今
後
は
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
受
け

入
れ
枠
の
拡
大
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
に

当
た
り
、
こ
れ
ま
で
は
学
校
敷
地

内
で
の
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
が
、
敷
地
内
で
の
整
備
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
空
き
教
室

や
民
間
事
業
者
の
活
用
な
ど
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
２７
年
４
月
の
入
所

選
考
の
結
果
、
新
１
年
生
か
ら
新

３
年
生
ま
で
の
低
学
年
の
児
童
数

が
保
留
者
全
体
の
約
半
数
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
入
所
保
留
と
な
っ
た
低

学
年
の
児
童
を
対
象
と
し
て
、
放

課
後
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め

の
放
課
後
児
童
緊
急
保
育
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
内

容
は
、
多
く
の
保
留
者
の
発
生
し

て
い
る
本
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

幸
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
栄
町

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
、
定
員

に
余
裕
が
あ
る
膝
折
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
児
童
を
移
送
し
て
保
育

を
行
う
予
定
で
す
。

議
案
第
１４
号

市
長
及
び
副
市

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及

び
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

昨
年
よ
り
も
増
額
支
給
の

検
討
過
程
を
問
う

斉
藤
弘
道
議
員

昨
年
、
財
政
難

を
理
由
に
、
百
以
上
の
市
民
へ
の

施
策
を
廃
止
、
休
止
、
縮
減
す
る

中
で
、
市
長
の
給
与
は
三
割
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
財
政
状
況

は
厳
し
い
と
し
て
、
障
害
者
や
ひ

と
り
親
の
医
療
の
助
成
や
、
手
当

や
就
学
支
度
金
な
ど
の
切
実
な
生

活
支
援
は
、
休
止
、
縮
減
さ
れ
た

ま
ま
で
す
が
、
市
長
の
給
与
だ
け

が
縮
減
幅
を
一
割
に
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
さ
て
そ
こ
で
、
こ
の

増
額
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、

い
つ
決
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
他

の
削
減
さ
れ
た
施
策
と
一
緒
に
優

先
順
位
を
決
め
て
検
討
の
結
果
な

の
で
し
ょ
う
か
。

市
長

給
与
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

基
準
が
あ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
基
本
的
に
給
与
カ

ッ
ト
が
い
い
も
の
だ
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
し
、
私
の
給
与
カ
ッ
ト

の
基
準
は
、
職
員
の
不
祥
事
の
責

任
を
取
る
場
合
や
、
職
員
に
対
し

て
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
と
考
え

る
場
合
に
実
施
し
て
き
た
つ
も
り

で
い
ま
す
。

給
与
カ
ッ
ト
が
昨
年
の
２０
㌫
か

ら
、
３０
㌫
ま
で
に
し
て
い
る
の
で
、

１
回
リ
セ
ッ
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
何
か
あ
れ
ば
給
与
カ
ッ
ト
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

お
り
、
今
回
１０
㌫
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
予
算
編
成
過
程
に
お
い

て
は
、
一
番
最
後
に
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
事
業
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
苦
渋
の
選
択
の
中

で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

百
い
く
つ
か
の
事
業
が
縮
減
の
対

象
と
な
っ
た
の
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
を
復
活
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
、
も
う
少
し
財
源
的
な
余
裕

が
で
き
た
と
き
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議会だより
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議
案
第
２８
号

朝
霞
市
い
じ
め

問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例

「
い
じ
め
」
の
定
義
と
そ

の
範
囲
に
つ
い
て

松
下
昌
代
議
員

議
案
２８
号
に
お

け
る「
い
じ
め
」の
定
義
と
、
様
々

な
い
じ
め
が
あ
る
中
で
、
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
の
内
容
で
は
読

み
取
れ
な
い
よ
う
な
状
況
、
例
え

ば
市
外
の
児
童
・
生
徒
、
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
お
つ
も
り

か
お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長

い
じ
め
と
は
、

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
２
条

第
１
項
に
お
い
て
、
児
童
等
に
対

し
て
、
当
該
児
童
等
が
在
籍
す
る

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
な
ど
当
該

児
童
等
と
一
定
の
人
間
関
係
に
あ

る
他
の
児
童
等
が
行
う
心
理
的
ま

た
は
物
理
的
な
影
響
を
与
え
る
行

為
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
も
の
も
含
め
た
も
の
で

あ
っ
て
、
当
該
行
為
の
対
象
と
な

っ
た
児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を
感

じ
て
い
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
場
合
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
他
市
の

児
童
・
生
徒
か
ら
い
じ
め
が
あ
っ

た
場
合
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
側

は
市
内
に
住
ん
で
い
る
児
童
・
生

徒
で
す
の
で
、
そ
の
事
案
に
対
し

て
該
当
市
と
連
絡
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
関
係
す
る
機
関
お
よ
び

団
体
と
連
携
し
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
３０
号

朝
霞
市
い
じ
め

問
題
調
査
委
員
会
条
例

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

の
機
能
性

黒
川
滋
議
員

過
去
の
市
議
会
で
、

調
査
委
員
会
を
子
ど
も
の
総
合
的

な
権
利
擁
護
と
あ
わ
せ
て
検
討
し

た
い
、
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
が
、
断
念
し
た
経
緯
を
ご
説
明

く
だ
さ
い
。

い
じ
め
以
外
の
体
罰
等
子
ど
も

の
人
権
問
題
の
解
決
・
勧
告
シ
ス

テ
ム
を
必
要
性
と
今
後
の
認
識
を

お
聞
き
し
ま
す
。

福
祉
部
長

国
の
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
の
施
行
に
伴
い
、
同
法

第
２８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

市
内
の
小
・
中
学
校
で
発
生
し
た

い
じ
め
に
か
か
わ
る
重
大
事
態
に

係
る
事
実
関
係
を
明
確
に
調
査
お

よ
び
報
告
す
る
た
め
、
教
育
委
員

会
の
附
属
機
関
と
し
て
、
い
じ
め

問
題
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
は
、
同

法
第
３０
条
第
２
項
を
根
拠
と
し
て
、

い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
が
調
査

し
た
結
果
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る

再
調
査
を
行
う
こ
と
を
所
掌
事
務

と
し
、
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
じ
め

の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

次
に
、
本
市
で
は
、
子
ど
も
を

虐
待
や
人
権
侵
害
か
ら
守
る
た
め
、

子
ど
も
の
人
権
尊
重
を
推
進
し
て

い
く
と
い
う
認
識
か
ら
、
毎
年
５

月
の
児
童
福
祉
週
間
に
合
わ
せ
、

「
広
報
あ
さ
か
」
を
通
し
て
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
あ
さ
か
子
ど
も
プ
ラ
ン

や
、
朝
霞
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
で
は
、
保
育
園
な
ど

子
ど
も
が
利
用
す
る
施
設
で
子
供

の
人
権
や
権
利
が
尊
重
さ
れ
、
守

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す

る
こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
人

権
や
権
利
を
尊
重
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
施
設
な
ど
を
利
用
す
る

方
々
の
人
権
も
含
め
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
３２
号

朝
霞
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に

関
す
る
条
例

保
護
者
に
事
前
説
明
も
し

な
い
保
育
料
金
値
上
げ
は

許
さ
れ
な
い

山
口
公
悦
議
員

子
育
て
世
代
に

大
き
な
経
済
負
担
を
強
い
る
保
育

料
金
の
値
上
げ
案
に
反
対
し
ま
す
。

値
上
げ
に
至
る
経
過
を
保
護
者
に

対
し
て
事
前
の
協
議
や
説
明
会
な

ど
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

第
３
子
へ
の
補
助
制
度
へ
の
対
応

や
保
育
料
以
上
の
上
乗
せ
徴
収
は
、

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
安
心
し

て
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
産
み
育

て
て
ゆ
く
保
育
園
の
役
割
が
危
惧

さ
れ
ま
す
が
所
見
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

福
祉
部
長

保
護
者
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
１０
月
に
保
育
料
の
見

直
し
の
チ
ラ
シ
を
保
育
園
に
掲
示

し
、
１１
月
の
継
続
申
請
時
に
、
５

歳
児
を
除
く
全
保
護
者
に
保
育
料

の
見
直
し
案
の
通
知
を
ご
案
内
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
制
度
全
般
に

つ
い
て
の
周
知
を
図
る
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
概
要
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
保
育
料
の
改
正

案
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

第
３
子
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
、
県
と
市
町
村
の
双
方
が
事
業

を
実
施
し
て
初
め
て
無
料
化
で
き

る
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
こ
の
事
業
を
５
年
間
は
実
施

す
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
は
明
言
し
て
お
ら
ず
、
先
行

き
が
不
透
明
な
状
況
で
す
。
さ
ら

に
、
本
市
に
は
、
今
回
の
県
の
事

業
の
対
象
と
な
ら
な
い
家
庭
保
育

室
な
ど
の
新
制
度
外
の
施
設
も
あ

り
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
対
す

る
保
育
料
の
軽
減
策
に
つ
い
て
は

予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

近
隣
市
の
状
況
も
把
握
し
な
が
ら
、

事
業
を
実
施
す
べ
き
か
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
乗
せ
徴
収
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
予
定
し
て
い
る
施
設
は
あ

り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
、

働
き
続
け
て
い
け
る
た
め
の
保
育

園
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
保
育
施

設
の
整
備
を
図
る
こ
と
な
ど
、
教

育
・
保
育
事
業
の
拡
充
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
通
告

順
で
す
。
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総
務
関
係

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の

推
進
を

岡
﨑
和
広
議
員

地
震
の
際
発
生

す
る
火
災
の
多
く
が
通
電
火
災
で

す
。
通
電
火
災
と
は
、
例
え
ば
、

停
電
で
消
え
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
が

停
電
の
復
旧
に
よ
り
作
動
、
ス
ト

ー
ブ
が
火
元
と
な
り
留
守
宅
が
燃

え
出
す
火
災
の
事
で
す
。
通
電
火

災
対
策
の
切
り
札
が
「
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
」
で
す
。
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
と
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知
す
る

と
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
電
力

の
供
給
を
止
め
る
も
の
で
す
。
政

府
も
今
後
設
置
を
促
す
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
、
朝
霞
市
と
し
て
、
補
助

金
を
出
し
、
設
置
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

危
機
管
理
監

本
市
に
お
い
て
も

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
在
横
浜
市
の
み
が
対

象
地
域
を
限
定
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成
２６
年
１

月
１
日
現
在
、
市
内
全
域
で
木

造
・
非
木
造
合
わ
せ
て
２
万
４
５

９
９
棟
で
、
こ
の
う
ち
木
造
建
物

は
１
万
９
３
１
２
棟
で
す
。
こ
の

よ
う
に
対
象
物
も
多
い
状
況
で
す

の
で
、
本
市
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
対
象
建
物
や
対
象
地
域
、

さ
ら
に
は
そ
の
財
源
も
含
め
、
新

た
に
創
設
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
な
ど
、
近
隣
市
や
先
進
自
治

体
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

防
災
・
減

災
対
策
に
つ
い
て
／
マ
ン
シ
ョ
ン

支
援
の
充
実
を
／
制
服
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ン
ク
の
設
置
／
防
犯
対
策

大
学
生
の
消
防
団
活
動
に

つ
い
て

須
田
義
博
議
員

市
内
の
大
学
な

ど
と
連
携
し
て
、
学
生
の
消
防
団

へ
の
参
加
や
大
学
内
に
団
を
設
け

る
な
ど
の
新
た
な
活
動
へ
の
し
く

み
を
つ
く
る
事
は
、
若
年
層
の
防

災
意
識
の
向
上
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
意
識
の
啓
発
に
お
い
て

も
、
大
変
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
近
年
の
消
防
団
活
動
は
、
広

報
や
防
災
啓
発
、
消
火
活
動
と
い

っ
た
機
能
別
の
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
大
学

生
が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
す
る

場
面
も
多
く
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

市
の
大
学
生
の
消
防
団
活
動
へ
の

参
加
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

危
機
管
理
監

大
学
生
の
消
防
団

活
動
に
つ
い
て
は
、
朝
霞
市
消
防

団
条
例
第
４
条
の
任
命
要
件
が
満

１８
歳
以
上
４５
歳
未
満
で
す
の
で
、

入
団
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
充
足
率
が
高
い
こ
と
か

ら
、
現
状
で
は
積
極
的
に
入
団
を

促
進
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
し

か
し
、
４０
歳
以
上
の
団
員
が
約
６

割
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
も
将
来
的
に
消
防
団
員
の
確
保

が
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、大
学
生
の

入
団
促
進
は
、
団
員
確
保
の
一
つ

の
効
果
的
な
手
段
と
考
え
ま
す
が
、

短
期
間
で
の
退
団
と
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
に
つ

い
て
は
、
任
命
権
者
の
消
防
団
長

と
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

自
警
団
の

今
後
／
積
水
跡
地
の
ス
マ
ー
ト
タ

ウ
ン
／
市
内
に
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

推
進
地
区
へ
の
考
え

地
方
創
生
戦
略
と
朝
霞
市

の
現
状

黒
川
滋
議
員

地
方
創
生
戦
略
の

策
定
は
、
総
合
計
画
策
定
と
重
複

業
務
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

国
が
求
め
る
数
値
目
標
が
、
出

生
率
の
改
善
度
合
い
な
ど
、
元
々

の
状
況
が
良
い
朝
霞
市
に
と
っ
て

は
不
利
な
指
標
が
多
く
、
そ
れ
で

も
取
り
組
む
意
味
は
あ
り
ま
す
か
。

戦
略
を
作
る
な
ら
、
向
こ
う
１０

年
の
総
合
計
画
に
対
し
、
人
口
維

持
や
地
域
循
環
型
経
済
の
確
立
な

ど
２０
年
以
上
か
か
る
課
題
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
若
手
職

員
に
未
来
構
想
を
考
え
さ
せ
育
成

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
す
る
機
会

と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長

総
合
戦
略
と
総
合
計
画

と
の
重
複
す
る
部
分
で
す
が
、
現

在
朝
霞
市
の
総
合
計
画
と
い
う
最

上
位
計
画
を
つ
く
っ
て
お
り
、
総

合
戦
略
に
当
た
っ
て
も
、現
状
、第

５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
の
中

で
ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ン

セ
プ
ト
は
大
事
に
し
、
そ
の
視
点

を
継
承
し
な
が
ら
、
総
合
戦
略
と

し
て
の
視
点
か
ら
見
直
し
を
す
る

作
業
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
総
合

戦
略
と
い
う
形
で
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
と
い
う
観
点
か
ら
、

も
う
一
度
朝
霞
市
を
見
つ
め
直
す

必
要
性
が
あ
る
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

朝
霞
市
の
状
況
、
現
状
を
見
る

に
、
い
わ
ゆ
る
人
口
減
少
に
向
か

っ
て
い
る
都
市
構
造
で
は
な
く
、

当
面
今
後
の
第
５
次
総
合
計
画
の

人
口
推
計
も
、
１０
年
間
は
微
増
傾

向
と
推
測
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

の
実
情
に
立
脚
し
て
総
合
戦
略
を

立
て
る
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
朝
霞
市
の
現
状

を
踏
ま
え
た
総
合
戦
略
と
い
う
も

の
を
考
え
た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
す
。

２０
年
、
３０
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

現
在
の
職
員
の
中
で
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
、
将
来
展
望
と
し
て
は

中
期
的
に
は
総
合
計
画
の
中
で
５

年
、
１０
年
と
い
う
サ
イ
ド
で
考
え

ま
す
が
、
我
々
行
政
職
と
し
て
は

２０
年
後
、
３０
年
後
の
朝
霞
市
の
展

望
と
い
う
の
は
、
何
ら
か
の
形
で

見
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
そ
う
し

た
も
の
を
引
き
出
し
て
い
き
た
い

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
３
月
１７
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た

り
１６
人
の
議
員
か
ら
７２
項
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
一

部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

質
問
議
員
（
発
言
通
告
順
）

駒
牧

容
子

岡
﨑

和
広

遠
藤

光
博

船
本

祐
志

本
山

好
子

獅
子
倉
千
代
子

松
下

昌
代

大
橋

正
好

星
野

文
男

須
田

義
博

福
川

鷹
子

小
山

香

黒
川

滋

田
辺

淳

山
口

公
悦

斉
藤

弘
道 一

般

質

問
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と
思
い
ま
す
し
、
審
議
会
だ
け
に

お
任
せ
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ

れ
を
ベ
ー
ス
で
支
え
る
た
め
の
庁

内
組
織
な
ど
職
員
が
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
く
体
制
を
し
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

保
育
園
や

学
童
保
育
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
／
東

上
線
改
善
対
策
協
議
会
の
対
応
、

未
解
決
事
件
の
通
学
の
安
全
確
保

一
般
職
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て

斉
藤
弘
道
議
員

正
規
職
員
と
ほ

ぼ
同
数
の
一
般
職
非
常
勤
職
員
が
、

朝
霞
市
の
公
務
を
支
え
て
い
ま
す
。

制
度
改
善
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
一

年
。
そ
の
総
括
を
伺
い
ま
す
。
新

年
度
の
待
遇
改
善
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
雇
用
は
継
続
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
仕
事

自
体
が
一
時
的
で
は
な
く
、
常
勤

的
で
専
門
的
な
仕
事
、
例
え
ば
保

育
士
な
ど
の
場
合
、
本
人
が
希
望

す
れ
ば
、
正
規
職
員
へ
の
登
用
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
れ
ま
で
の
間
、
せ
め
て
近
隣
市

と
同
じ
よ
う
に
経
験
加
算
を
実
施

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
次
長

一
般
職
非
常
勤
職

員
の
う
ち
、
常
勤
的
に
勤
務
す
る

保
育
士
の
正
職
員
化
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
保
育
士
の
定
員
を

増
や
し
て
お
り
、
一
般
職
非
常
勤

職
員
の
方
が
採
用
試
験
を
受
け
、

受
か
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
の
で
、

保
育
士
の
正
職
員
化
は
あ
る
程
度

か
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
経
験
加
算
に
つ
い
て
は
、

事
務
補
助
と
勤
務
時
間
に
か
な
り

差
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
正
職

員
と
一
週
間
で
１
時
間
１５
分
し
か

違
わ
な
い
こ
と
、
仕
事
内
容
的
に

は
正
職
員
と
か
な
り
近
い
内
容
を

や
っ
て
い
る
現
状
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
経
験
加
算
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、
ど
う
す

べ
き
か
と
い
う
の
は
考
え
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

公
契
約
条

例
に
つ
い
て
／
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て教

育
環
境
関
係

教
育
現
場
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
つ
い
て

松
下
昌
代
議
員

政
府
は
２
０
１

５
年
度
か
ら
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾

野
拡
大
を
目
指
し
て
自
治
体
と
連

携
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
す
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

体
験（
ス
ポ
育
）は
、
障
が
い
者
理

解
促
進
だ
け
で
な
く
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
の
醸
成
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
の
学
び
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
へ

の
心
の
壁
を
取
り
除
き
、
自
分
と

は
違
う
何
か
を
受
け
入
れ
る
多
様

性
を
育
み
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
を
学
校
に
、
生
涯
学
習

に
取
り
入
れ
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
部
長

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ

ッ
カ
ー
を
初
め
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
特
別
活
動
等
の
授
業

の
中
で
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、

児
童
・
生
徒
の
問
題
意
識
を
広
げ

た
り
、
ま
た
深
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

朝
霞
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

今
後
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
を
校
長
会
議
等
で
呼
び
か

け
る
な
ど
、
教
育
現
場
に
お
け
る

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
部
長

本
市
で
は
、
平

成
２３
年
度
に
、「
誰
も
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と

す
る
朝
霞
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
生
涯
学
習
部
の
分
野
で

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る
ユ

ニ
カ
ー
ル
教
室
や
、
車
椅
子
の
方

で
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
四
半
的

弓
道
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

ス
ム
ー
ス

な
窓
口
手
続
の
構
築
に
つ
い
て
／

学
校
給
食
に
つ
い
て
／
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

地

域
の
中
学
校
・
高
校
へ
の

進
学
に
つ
い
て

大
橋
正
好
議
員

本
市
は
、
中
学

校
自
由
選
択
制
が
あ
り
、
学
区
外

の
学
校
に
進
学
で
き
ま
す
が
、
市

外
の
私
立
中
学
校
等
に
進
学
す
る

生
徒
も
い
ま
す
。
多
感
な
時
期
に

市
外
に
通
学
し
、
思
わ
ぬ
道
に
そ

れ
た
り
、
地
域
の
友
達
と
の
人
間

関
係
が
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
大
人
の
目
が
届
く
地
域

の
学
校
に
進
学
し
た
ら
と
思
い
ま

す
。
市
内
の
小
中
学
校
が
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
、
な
ぜ

市
外
に
進
学
す
る
の
か
疑
問
で
す
。

高
校
も
地
域
の
高
校
へ
進
学
し
、

一
人
一
人
が
地
域
で
成
長
し
、
地

域
で
子
供
た
ち
を
成
長
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
部
長

本
年
度
の
中
学

校
第
３
学
年
を
対
象
と
し
た
進
路

希
望
調
査
に
お
い
て
は
、
約
８
割

の
生
徒
が
県
内
公
立
高
等
学
校
へ

の
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
朝
霞
市
内
の
高
等
学
校
を

希
望
し
て
い
る
生
徒
は
約
４
分
の

１
と
、
比
率
と
し
て
は
高
い
状
況

で
す
。
朝
霞
市
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
で
成

長
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
朝
霞
市
内
の
中
・
高
等
学
校

を
進
路
選
択
の
一
つ
と
思
え
る
よ

う
、各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、学

校
、
家
庭
そ
し
て
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

埼
玉
県
の

地
方
分
権
／
県
道
駅
前
通
り
ひ
ざ

お
り
通
り
に
つ
い
て
／
黒
目
川
の

遊
歩
道
照
明
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

福
川
鷹
子
議
員

昨
年
１２
月
議
会

に
お
い
て
今
回
と
同
様
の
質
問
、

情
緒
障
が
い
特
別
支
援
学
級
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
今
年
度
４

月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
情
緒

障
が
い
の
お
子
様
が
い
ま
す
。
朝

霞
市
で
は
、
現
在
、
第
六
小
学
校

で
情
緒
障
が
い
者
の
児
童
が
元
気

議会だより
Ⓒ彩夏ちゃん
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に
学
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
児
童

は
第
二
小
学
校
の
学
区
に
な
っ
て

い
ま
す
。
前
回
も
お
尋
ね
し
ま
し

た
が
、
第
二
小
学
校
に
情
緒
障
が

い
特
別
支
援
学
級
設
置
の
そ
の
後

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長

現
在
、
朝
霞
市

で
は
、
知
的
障
害
の
特
別
支
援
学

級
を
１０
校
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
閉
症
、
情
緒
障
害
の
特

別
支
援
学
級
を
小
学
校
、
中
学
校

７
校
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度
の
就
学
相
談
で
、

自
閉
症
・
情
緒
障
害
の
特
別
支
援

学
級
の
未
設
置
学
区
に
居
住
し
、

朝
霞
市
就
学
支
援
委
員
会
で
特
別

支
援
学
級
へ
の
就
学
が
適
切
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
新
就
学
児
が
複

数
い
る
学
区
が
あ
り
、
設
置
を
検

討
し
た
結
果
、
平
成
２７
年
度
に
お

い
て
第
二
小
学
校
に
自
閉
症
・
情

緒
障
害
の
特
別
支
援
学
級
を
設
置

す
る
こ
と
で
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
理
念
の
実
現
、
そ
し

て
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
も
可
能

な
限
り
地
元
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と

を
追
求
す
る
動
き
が
あ
る
中
で
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援

教
育
推
進
の
拠
点
と
な
る
特
別
支

援
学
級
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
特
別

支
援
学
級
の
新
設
や
増
設
に
つ
い

て
も
、
可
能
な
限
り
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
／
２
月
１０
日
の
事

件
の
安
全
確
保
／
信
号
機
の
設
置

に
つ
い
て

ご
み
焼
却
炉
の
建
替
え
に

つ
い
て

田
辺
淳
議
員

内
間
木
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
で
の
焼
却
炉
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
、
予
算
で
は
ご
み

処
理
施
設
建
設
計
画
策
定
委
託
料

を
３
年
間
の
継
続
事
業
で
総
額
１

億
８
１
４
０
万
円
計
上
し
て
い
ま

す
。
内
訳
を
伺
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
設
計

な
ど
全
部
を
一
つ
の
事
業
者
に
発

注
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

せ
め
て
分
割
発
注
で
、
も
っ
と
費

用
を
抑
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
市
の
側
に
全
く
専
門
的
な

知
見
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
全

部
丸
投
げ
の
委
託
の
事
業
と
い
う

の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
？

政
策
主
導
で
金
額
を
精
査
す
る
べ

き
で
す
。

市
民
環
境
部
長

ご
み
処
理
施
設

建
設
事
業
の
概
要
で
す
が
、
平
成

２７
年
度
か
ら
２９
年
度
ま
で
の
３
年

間
が
計
画
期
間
で
す
。
そ
の
後
、

平
成
３０
年
度
か
ら
３３
年
度
ま
で
の

４
年
間
が
工
事
期
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
計
上
し
た
委
託
料
の
予
算

で
す
が
、
現
有
地
の
適
合
性
評
価

が
３１６
万
４
４
０
０
円
、
測
量
調
査

が
４３８
万
４
８
０
０
円
、
地
質
調
査

が
１
６
１
５
万
２
４
８
０
円
で
す
。

土
壌
汚
染
対
策
法
調
査
が
３
７
６

０
万
６
６
８
０
円
、
生
活
環
境
影

響
調
査
が
５
３
０
１
万
７
２
０
０

円
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
導
入
可
能
性
調
査

が
６４８
万
円
、
施
設
整
備
基
本
計
画

策
定
が
２
１
９
４
万
５
６
０
０
円

で
す
。
事
業
者
選
定
が
３
７
８
０

万
円
、
費
用
対
効
果
の
整
理
で
８５

万
３
２
０
０
円
で
す
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
計
画
策
定

事
業
で
す
が
、
計
画
支
援
業
務
に

つ
い
て
は
各
業
務
の
関
連
性
が
極

め
て
高
く
、
平
成
３３
年
度
中
に
は

確
実
に
新
施
設
を
建
設
し
、
平
成

３４
年
度
か
ら
供
用
開
始
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
業
務
を
個
別

に
発
注
し
た
場
合
は
、
関
連
す
る

業
務
の
完
成
を
待
っ
て
次
の
業
務

を
発
注
す
る
こ
と
と
な
り
、
発
注

手
続
に
あ
る
程
度
の
期
間
を
要
す

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
計
画

支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、
個
別
発

注
で
は
な
く
一
体
業
務
と
し
て
発

注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

「
子
育
て

支
援
」
の
実
態
／
医
師
会
館
と
休

日
夜
間
診
療
所
／
市
民
参
加
の
条

例
／
衰
退
す
る
地
域
産
業
の
課
題
他

３５
人
学
級
の
対
象
学
年
を

拡
大
し
行
き
届
い
た
教
育

環
境
を

山
口
公
悦
議
員

４０
人
か
ら
３５
人

学
級
に
な
っ
て
、
「
不
登
校
が
減

少
し
た
」「
高
い
教
育
効
果
が
あ

る
」
な
ど
、
全
国
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は

効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
現
在
の
対
象
を
小

学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
の

教
員
数
と
経
費
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
国
の
予
算
編
成
で
財
務
省

か
ら
「
小
学
校
１
年
も
４０
人
学
級

に
戻
せ
」
な
ど
の
議
論
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
が
制
度
を
後
退
さ

せ
て
も
現
行
制
度
を
維
持
す
る
よ

う
に
求
め
ま
す
。
市
長
の
所
見
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
長

少
人
数
学
級
編
制
に
つ
い

て
は
、
市
の
財
政
状
況
や
今
後
の

児
童
・
生
徒
数
の
動
向
、
学
級
数

増
加
に
伴
う
教
室
な
ど
、
学
校
設

備
の
問
題
を
総
合
的
に
判
断
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
複
数
担
任
制
等
で
１
、

２
年
生
へ
の
加
配
等
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
今
の
１
、

２
年
生
ま
で
の
３５
人
学
級
に
つ
い

て
は
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

私
道
等
寄

付
採
納
の
要
件
緩
和
／
道
路
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
／
新
た
な
「
安
全

神
話
」
の
原
発
教
育

建
設
関
係

道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て

獅
子
倉
千
代
子
議
員

市
道
２９９
号

線
溝
沼
７
丁
目
・
１
２
１
６
番
地

付
近
の
道
路
で
あ
り
ま
す
が
調
整

区
域
内
に
あ
る
た
め
簡
易
舗
装
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
側
溝
も
な
く
大

雨
が
降
る
た
び
冠
水
し
て
し
ま
い

ま
す
。
何
度
も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、

対
応
し
て
参
り
ま
し
た
が
昨
年
そ

の
先
に
１０８
世
帯
と
い
う
大
型
マ
ン

シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
工
事
が
完
了
し
た
ら

本
格
的
な
道
路
と
し
て
改
良
し
て

い
た
だ
け
る
と
の
お
話
を
伺
っ
て

お
り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
工

事
も
終
了
し
入
居
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
い
つ
頃
か
ら
工
事
に
入

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長

市
道
２９９
号
線
は
、

市
道
１
号
線
脇
の
溝
沼
７
丁
目
１

２
０
５
番
地
先
か
ら
東
上
線
に
沿

っ
た
１
４
１
８
番
地
先
ま
で
の
延

長
７０１.

９９
㍍
、
幅
員
５.０
㍍
か
ら
６.０

㍍
の
道
路
で
す
。

議
員
ご
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て

議会だより
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現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
側
溝

お
よ
び
Ｌ
型
が
未
整
備
で
、
集
水

桝
に
よ
り
雨
水
排
水
を
行
っ
て
い

る
区
間
で
す
。
路
面
の
損
傷
も
あ

り
、
道
路
中
央
部
が
一
部
く
ぼ
ん

で
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
早
急

に
で
き
る
対
策
と
し
て
傷
ん
だ
舗

装
の
修
繕
等
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

天
神
坂
、

東
洋
大
学
跡
地
付
近
の
道
路
安
全

対
策
／
市
道
２
号
線
市
民
会
館
入

口
の
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
の
設
置
を

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
専

用
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て

星
野
文
男
議
員

高
齢
者
・
障
が

い
者
等
専
用
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

は
、
お
隣
の
志
木
市
が
今
年
の
７

月
か
ら
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

市
内
一
律
３００
円
で
す
。
こ
れ
は
私

が
以
前
か
ら
提
唱
し
て
い
る
も
の

と
全
く
一
緒
で
す
。

朝
霞
市
は
、
市
内
循
環
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

上
手
に
節
約
す
れ
ば
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
内
間
木
に
お
住
ま
い

の
方
、
市
の
財
政
も
非
常
に
助
か

り
、
一
石
四
鳥
で
す
。
志
木
市
に

で
き
る
の
で
す
か
ら
朝
霞
市
に
も

で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
実
現
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

市
で
は
、
去
る

２
月
２５
日
、
第
７
回
朝
霞
市
内
循

環
バ
ス
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
会
と
し
て
の
運
行
見
直
し
方

針
の
取
り
ま
と
め
を
終
了
し
ま
し

た
。議

員
ご
提
案
の
高
齢
者
・
障
害

者
等
専
用
タ
ク
シ
ー
案
に
つ
い
て

は
、
前
回
の
１２
月
議
会
で
の
ご
質

問
を
受
け
、
第
６
回
委
員
会
で
委

員
の
皆
様
に
資
料
を
配
布
し
、
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
ご
提
案
の
対

象
者
の
う
ち
７０
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
で
も
、
市
内
に
は
約
１
万
７

千
人
い
ま
す
。
仮
に
５
台
の
タ
ク

シ
ー
で
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て

低
運
賃
で
自
由
に
移
動
で
き
る
運

行
と
し
た
場
合
、
最
寄
り
駅
の
公

共
交
通
が
内
間
木
線
の
み
の
方
が
、

通
勤
・
通
学
時
な
ど
必
要
な
と
き

に
配
車
で
き
な
い
な
ど
、
移
動
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
著
し
く
低
下
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
委
員

会
と
し
て
は
バ
ス
利
用
者
の
理
解

を
得
る
こ
と
は
困
難
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
委
員
会
の
見
直

し
方
針
を
踏
ま
え
、
内
間
木
地
域

の
公
共
交
通
空
白
地
区
の
解
消
や

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
利
用
促
進
に
よ
る
財
政

負
担
の
軽
減
を
目
指
し
て
、
幹
線

系
路
線
と
循
環
系
路
線
の
運
行
に

よ
る
社
会
実
験
に
向
け
て
今
後
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
生
関
係

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ
ー
ド
の
導
入
・
活
用

に
つ
い
て

駒
牧
容
子
議
員

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」
は
、
話

し
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
バ
リ
ア
の
あ
る
知
的
障
が

い
や
自
閉
症
の
人
た
ち
が
使
い
や

す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

の
ツ
ー
ル
の
開
発
と
、
そ
れ
が
使

え
る
地
域
の
環
境
作
り
を
目
指
し

た
も
の
で
、
地
域
で
の
活
用
と
地

域
の
人
々
の
理
解
を
深
め
て
い
く

と
い
う
発
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
・
高
齢
者
・
幼
児
等
も
幅

広
く
利
用
で
き
る
事
か
ら
、
庁
舎

内
・
出
先
機
関
で
の
日
頃
か
ら
の

活
用
。
ま
た
、
災
害
時
の
た
め
に

避
難
所
や
自
主
防
災
組
織
に
設
置

し
て
は
い
か
が
で
す
か
？

福
祉
部
長

市
役
所
な
ど
で
の
各

種
手
続
や
相
談
な
ど
の
対
応
に
お

い
て
は
、
内
容
が
複
雑
と
な
る
場

合
が
多
い
た
め
、
手
話
や
筆
談
な

ど
に
よ
る
方
法
で
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
ボ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
話
し
言
葉
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
困
難
な
障
害
の
あ
る
方
、

外
国
人
の
方
、
高
齢
者
の
方
な
ど

が
災
害
時
に
ご
自
身
の
意
思
表
示

を
行
う
方
法
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
は
有
効

な
手
段
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

避
難
所
な
ど
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
で
協
議
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

子
ど
も
達

が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
／

積
水
化
学
前
市
道
６
号
線
・
岡
２

丁
目
市
道
３
号
線
の
安
全
対
策

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
策

新
一
年
生
の
入
室
待
機
に

つ
い
て

遠
藤
光
博
議
員

入
室
保
留
通
知

が
届
い
た
保
護
者
か
ら
声
を
い
た

だ
き
す
ぐ
に
お
会
い
し
た
と
こ
ろ

大
変
悩
み
不
安
な
日
を
過
ご
し
た

と
。
幼
い
子
ど
も
を
家
に
一
人
で

過
ご
さ
せ
る
こ
と
は
想
像
で
き
ま

せ
ん
。
緊
急
に
懇
談
会
を
持
ち
切

実
な
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

公
明
党
市
議
団
で
市
に
緊
急
要
望

書
、
低
学
年
の
受
け
入
れ
他
を
保

護
者
代
表
と
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
際
短
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
代
表

の
方
が
献
身
的
に
動
い
て
く
だ
さ

り
百
名
弱
の
貴
重
な
声
も
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の

経
緯
と
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長

平
成
２７
年
度
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
申
し
込
み
状
況

は
、
新
規
と
継
続
を
合
わ
せ
て
１

３
２
０
人
で
、
平
成
２６
年
度
の
申

込
者
数
１
１
９
４
人
か
ら
１２６
人
、

１０.６
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
岡
、
浜
崎
を
初
め
六
つ
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
入
所
保
留
者

が
生
じ
て
い
ま
す
。
入
所
保
留
者

の
内
訳
は
、
新
１
年
生
が
６０
人
、

新
２
年
生
が
６
人
、
新
３
年
生
が

３
人
、
新
４
年
生
が
６３
人
、
新
５

年
生
が
２１
人
で
、
新
６
年
生
の
保

留
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
１
年
生
の
保
留
者
が
多
数
生

じ
、
児
童
が
放
課
後
１
人
で
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
保
護
者
の

方
々
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
と

と
も
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仕
事

を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

そ
の
影
響
は
大
変
大
き
な
こ
と
と

受
け
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

議会だより
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市議会を傍聴して
みませんか

Ⓒ彩夏ちゃん

市
で
は
入
室
待
機
と
な
っ
た
新
１

年
生
か
ら
新
３
年
生
の
児
童
を
対

象
に
、
放
課
後
の
居
場
所
を
確
保

す
べ
く
、
放
課
後
児
童
緊
急
保
育

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。具
体
的
な
内
容
は
、多
く
の
保

留
者
が
発
生
し
て
い
る
本
町
、
幸

町
、
栄
町
の
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
か
ら
、
定
員
に
余
裕
の
あ
る
膝

折
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
児
童
を

移
送
し
て
保
育
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

災
害
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
／
障
が
い
者
の

ス
ポ
ー
ツ
の
場
つ
く
り
／
児
童
虐

待
の
学
校
と
福
祉
の
連
携

他

敬
老
会
の
休
止
に
つ
い
て

船
本
祐
志
議
員

敬
老
会
は
昭
和

５１
年
か
ら
市
民
会
館
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
年
で
４０
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
の
参
加
者
は
３
千

人
程
度
、
全
対
象
者
の
２３
㌫
で
４

人
に
１
人
し
か
参
加
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
対
象
者
は
毎
年
七
百
人
程

度
伸
び
て
お
り
、
今
後
は
市
民
会

館
の
席
数
な
ど
か
ら
、
い
ず
れ
は

廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
と
一
昨
年

は
事
情
に
よ
り
休
止
に
な
り
、
平

成
２７
年
度
も
休
止
に
な
る
予
定
で

す
。
休
止
に
至
っ
た
経
緯
と
、
敬

老
会
に
代
わ
る
事
業
を
何
か
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
部
長

敬
老
会
の
休

止
に
つ
い
て
、
平
成
２５
年
度
は
台

風
の
影
響
に
よ
り
、
平
成
２６
年
度

に
つ
い
て
は
不
審
な
電
話
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
来
場
さ
れ
る
方
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
、
敬
老
会
へ
の
招

待
者
を
７０
歳
以
上
の
方
と
し
て
い

ま
す
が
、
対
象
者
が
年
々
増
加
し
、

収
容
人
員
の
面
か
ら
も
市
民
会
館

１
カ
所
で
の
実
施
が
困
難
で
今
ま

で
の
実
施
方
法
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
平
成
２７
年

度
に
つ
い
て
は
一
旦
休
止
し
、
今

後
の
敬
老
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
期
間
と
し
ま
し
た
。

敬
老
会
の
あ
り
方
の
検
討
に
当
た

り
、
７０
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ
か
、
高

齢
者
の
各
種
団
体
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と

な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
敬
老
会
の
休
止
に
代
わ

る
施
策
は
、
今
年
度
は
敬
老
会
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
の
期
間
と
考
え
、
現
時
点
で

は
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

小
中
学
校

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
施
設
に
つ
い
て

手
話
言
語
条
例
の
制
定
と

障
が
い
者
施
策
の
充
実
に

つ
い
て

本
山
好
子
議
員

手
話
を
使
う
ろ

う
者
の
大
切
な
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
誰
に
で
も
平
等
、
対

等
で
す
。
音
声
言
語
を
市
民
に
広

め
、
身
に
付
け
学
べ
自
由
に
使
え

る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
手
話

言
語
条
例
の
制
定
と
障
が
い
者
施

策
の
充
実
に
つ
い
て
朝
霞
市
は
ど

の
よ
う
な
見
解
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

福
祉
部
長

人
が
人
と
し
て
生
き

て
い
く
上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
社
会
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
一
つ
と
し
て
手
話
言
語
法
の
制

定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

手
話
言
語
法
制
定
に
向
け
た
国
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
県

や
関
係
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
研

修
会
や
勉
強
会
な
ど
に
職
員
が
参

加
し
、
情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
自
治
体
に
お
け
る
手
話

言
語
条
例
の
制
定
状
況
に
つ
い
て

も
、
継
続
的
に
把
握
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
当
事
者
や
関
係
機
関

と
も
連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く

な
ど
、
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に

向
け
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

子
ど
も
１１０

番
の
推
進
／
彩
夏
ち
ゃ
ん
の
活
用

／
管
理
不
全
の
空
き
家
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
総
合
相
談

小
山
香
議
員

朝
霞
市
に
は
消
費

者
相
談
室
が
あ
り
、
市
民
生
活
に

お
け
る
法
律
問
題
は
大
方
そ
こ
で

解
決
で
き
て
お
り
、
市
民
に
も
好

評
を
得
て
い
る
。
こ
こ
ろ
の
問
題

に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
最

近
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
だ
け
で

な
く
、
加
害
者
側
の
家
族
が
自
殺

す
る
例
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
コ

ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

の
依
存
症
も
増
え
て
お
り
、
こ
こ

ろ
の
相
談
が
必
要
で
あ
る
。
朝
霞

市
保
健
セ
ン
タ
ー
が
こ
こ
ろ
の
問

題
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
窓
口
が
あ
る

こ
と
を
広
報
す
る
べ
き
で
あ
る
。

健
康
づ
く
り
部
長

保
健
セ
ン
タ

ー
で
は
、
保
健
師
が
随
時
電
話
や

来
所
面
接
の
ほ
か
、
家
庭
訪
問
に

よ
り
個
別
の
相
談
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
心
の
悩
み
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
方

も
ま
だ
ま
だ
お
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
市
民
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
広
報
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用
に

よ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を

受
け
て
い
る
こ
と
の
周
知
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や

薬
物
依
存
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

な
ど
の
方
の
相
談
は
保
健
所
で
も

行
っ
て
い
る
の
で
、
保
健
所
と
連

携
を
し
て
相
談
窓
口
の
周
知
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

議
会
答
弁

信
用
性
／
墓
地
条
例
／
墓
地
計
画

問
題
点
／
農
地
保
全
／
情
報
公
開

条
例
／
家
族
法
普
及
／
空
家
対
策

次回定例会の開会日は
６月８日㈪の予定です。

※請願の提出は、６月１日㈪

午後５時までにお願いします。

議会だより
Ⓒ彩夏ちゃん
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議
員
提
出
議
案

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

現
行
法
（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対

す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
）
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書

７０
年
前
に
広
島
・
長
崎
に
投
下

さ
れ
た
原
子
爆
弾
は
二
つ
の
都
市

を
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
、
多
く
の

人
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
今
日
ま
で
被
爆
者
は
、
い
の
ち
、

か
ら
だ
、
こ
こ
ろ
、
く
ら
し
の
被

害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

被
爆
者
は
「
ふ
た
た
び
被
爆
者

を
つ
く
る
な
」
と
い
う
悲
願
実
現

の
た
め
に
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
と

「
原
爆
被
害
に
た
い
す
る
国
の
償

い
」
を
求
め
て
、
国
内
外
で
運
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
願
い

は
被
爆
者
の
命
を
か
け
た
願
い
で

あ
り
、
日
本
国
民
と
世
界
の
人
々

の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

国
は
、
「
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
、
現
行
法
と
表
現
す
る
）

に
よ
っ
て
被
爆
者
施
策
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
原
爆
被

害
に
対
す
る
償
い
は
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
現
行
法
が
原

爆
被
害
を
初
期
放
射
線
被
害
に
限

定
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
化
し
た

被
爆
者
に
対
す
る
施
策
と
し
て
い

る
こ
と
、
核
兵
器
廃
絶
を
「
究
極

的
廃
絶
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
戦

争
被
害
受
忍
論
の
立
場
に
立
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な

い
た
め
に
、
国
民
の
命
を
守
り
、

日
本
国
民
が
安
心
し
て
、
安
全
に

暮
ら
す
た
め
に
も
、
現
行
法
は
原

爆
被
害
に
対
す
る
国
の
償
い
を
内

容
と
す
る
法
律
に
改
正
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

原
爆
被
害
に
対
す
る
国
の
償
い

は
、
国
が
原
爆
被
害
を
償
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び
被
爆
者
を

つ
く
ら
な
い
誓
い
を
宣
言
す
る
も

の
で
す
。

被
爆
７０
年
に
当
た
り
、
一
日
も

早
い
国
の
償
い
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
方
自
治
法
第
９９
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
下
記
の
事
項
を
中

心
と
す
る
「
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
よ
う
意

見
を
提
出
し
ま
す
。

記

１

ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら

な
い
と
の
決
意
を
こ
め
、
原
爆
被

害
に
対
す
る
国
の
償
い
と
核
兵
器

の
廃
絶
を
趣
旨
と
す
る
法
の
目
的

を
明
記
す
る
こ
と
。

２

原
爆
死
没
者
に
償
い
を
す
る

こ
と
。

⑴

原
爆
死
没
者
に
対
し
て
謝
罪

し
、
弔
意
を
表
す
こ
と
。

⑵

原
爆
死
没
者
の
遺
族
に
対
し

て
弔
慰
金
あ
る
い
は
特
別
給
付
金

を
支
給
す
る
こ
と
。

⑶

原
爆
死
没
者
が
生
き
て
い
た

証
と
し
て
原
爆
死
没
者
名
を
碑
に

刻
む
こ
と
。

⑷

８
月
６
日
、
９
日
を
原
爆
死

没
者
追
悼
の
日
と
し
、
慰
霊
・
追

悼
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

３

す
べ
て
の
被
爆
者
に
償
い
を

す
る
こ
と
。

⑴

戦
争
に
よ
っ
て
原
爆
被
害
を

も
た
ら
し
た
こ
と
、
原
爆
被
害
を

放
置
し
、
過
小
に
評
価
し
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
謝
罪
す
る
こ
と
。

⑵

す
べ
て
の
被
爆
者
に
被
爆
者

手
当
を
支
給
し
、
障
害
を
も
つ
も

の
に
は
加
算
す
る
こ
と
。

⑶

被
爆
者
の
健
康
管
理
と
治

療
・
療
養
及
び
介
護
の
全
て
を
国

の
責
任
で
お
こ
な
う
こ
と
。

否
決
（
賛
成
少
数
）

※
否
決
の
た
め
提
出
さ
れ
ず

家
賃
改
定
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
や

め
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

家
賃
制
度
を
求
め
る
意
見
書

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）
は
、

２
０
１
５
年
度
中
に
、
継
続
家
賃

の
引
き
上
げ
幅
拡
大
、
改
定
周
期

の
短
縮（
現
３
年
ご
と
を
２
年
に
）、

低
所
得
高
齢
者
世
帯
へ
の
家
賃
特

別
措
置
を
機
構
負
担
か
ら
公
費
負

担
へ
な
ど
、
家
賃
改
定
ル
ー
ル
の

見
直
し
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
機
構
」
が
成
立
し
た
際
の
国

会
に
お
け
る
附
帯
決
議
で
は
、
家

賃
の
設
定
及
び
変
更
に
当
た
っ
て

は
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
図
る

こ
と
や
居
住
者
に
と
っ
て
家
賃
が

過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

政
府
に
よ
る
十
分
な
配
慮
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
機
構
」
が
運
営
す
る
膝
折
団

地
自
治
会
が
昨
年
十
月
に
お
こ
な

っ
た
全
世
帯
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
れ
ば
、
世
帯
主
の
５８
％

が
６５
歳
以
上（
３０.５
％
が
８０
歳
以
上
）

を
占
め
て
お
り
、家
族
数
は
３１.５
％

が
１
人
世
帯
、
３９
％
が
２
人
世
帯
、

さ
ら
に
５８.２
％
が
年
金
世
帯
で
、
年

収
２００
万
円
以
下
が
４５.８
％
と
ほ
ぼ
半

数
、
家
賃
負
担
を
「
重
い
」
と
感

じ
て
い
る
人
が
８１
％
と
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、こ
の
ま

ま
住
み
続
け
た
い
人
が
８０.５
％
と
、

住
み
替
え
た
い
人
６.８
％
を
大
幅
に

上
回
り
ま
し
た
。
団
地
居
住
者
の

居
住
の
安
定
を
求
め
る
願
い
は
切

実
で
す
。
膝
折
団
地
で
は
家
賃
が

高
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
退
去
者

が
後
を
絶
た
ず
、
総
戸
数
５０８
戸
の

う
ち
約
１５３
戸
が
空
き
家
と
な
っ
た

ま
ま
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ

れ
た
居
住
者
の
最
大
の
望
み
は

「
家
賃
引
下
げ
」
で
あ
り
、
今
回

の
家
賃
改
定
ル
ー
ル
改
悪
に
対
す

る
不
安
の
声
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
朝
霞
市
議
会
は
、
団

地
居
住
者
の
生
活
実
態
に
十
分
配

慮
し
た
、
公
共
住
宅
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
家
賃
制
度
の
改
善
を
求
め
、

以
下
の
と
お
り
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
は
家
賃
値
上
げ
幅
拡
大
、
改
定

周
期
短
縮
等
の
家
賃
改
定
ル
ー
ル

の
見
直
し
を
や
め
、
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
を
順
守
し
て
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃
制

度
に
改
善
す
る
こ
と

２

子
育
て
世
帯
へ
の
施
策
、
低

所
得
高
齢
者
の
負
担
軽
減
な
ど
、

居
住
の
安
定
を
図
り
、
公
共
住
宅

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
家
賃
制
度
の

確
立
を
図
る
こ
と

３

家
賃
引
き
下
げ
な
ど
の
対
策

を
は
か
り
、
早
期
に
空
き
家
解
消

に
努
め
る
こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

※
こ
の
意
見
書
の
送
付
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
国
土
交

通
大
臣
・
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
理
事
長

議会だより
Ⓒ彩夏ちゃん
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市長コラム  
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皆さんこんにちは。
ゴールデンウィークが始まりスポーツやレジャー

などを楽しまれている方が多いのではないでしょう
か。５月は過ごしやすい季節ですが、この大型連休
が過ぎると、あっという間に梅雨に入り一気に夏へ
と季節が変わってしまうように感じます。ついひと
月前に、暖かくなってきた気温と咲き始めた桜に春
を感じていたことを懐かしく思います。
さて、４月４日の黒目川花まつりに合わせて、災

ひがし ね けい おう

害相互援助協定を結んでいる山形県東根市から啓翁
ざくら

桜を寄贈していただきました。この桜は、主に切花
か れん

用として出荷されている小さくて可憐な花を咲かせ
る品種で、東根市は日本一の生産量を誇っています。
今回、東根市のご厚意により、朝霞の桜の名所のひ
とつである黒目川堤防の泉橋のそばに３本の啓翁桜
を植樹させていただきました。植樹式には東根市の

ま き の

間木野副市長にご臨席をいただき、町内会の皆さん
や三中のグラウンドが近かったこともあってユニフ
ォーム姿の野球部員の皆さんなど、たくさんの方々
と盛大に行うことができました。これからの季節は
雨や風、暑さ、時には台風など、植樹して間もない
啓翁桜にとっては厳しい環境になることもあると思
いますが、朝霞市と東根市の友好のシンボルとして、
地域の皆さんと一緒に大切に育てていきたいと思っ
ています。
ところで、４月から、いわゆる振込め詐欺等の悪

質電話による被害を少しでも防止しようと、満６０歳
以上の市民の方を対象に自動応答録音装置を購入す
る際の費用の一部助成を始めました。この装置は着
信すると「会話は録音されます」などのメッセージ
を自動的に流すとともに録音を開始するもので、一
定の抑止効果が期待できます。振込め詐欺は、人の
心の優しさに付け入り、子どもや孫になりすまして
人をだます卑劣な犯罪で、朝霞市内でも多くの被害
が出ています。「私は絶対にだまされない」と思っ
ている人でも、犯人の巧みな演出と迫真の演技で信
じ込んでしまうそうです。この装置は、今お使いの
固定電話機に簡単に取り付けることができますので、
是非この制度を利用して設置していただき少しでも
被害が減ることを願っています。詳しくは地域づく
り支援課までお問い合わせください。では、また。

そだてる

育
富岡 勝則

雨雨水水貯貯留留槽槽のの設設置置にに補補助助金金をを交交付付ししてていいまますす
問／環境推進課 ☎４６３―１５１２

補助対象となる雨水貯留槽／未使用の市販品（雨どいに接続
していること）
・戸建住宅…１基
・集合住宅…住戸数以内（すでに設置していた住戸数は除く）
補助対象者／
①市税を完納し、市内に所在する住宅の所有者
②市税を完納し、市内に住所を有する借家人
③市内に所在する集合住宅の共用部分に貯留槽を設置する
管理組合

※申請は１住宅につき１回です。
※法人または団体（管理組合を除く）は申請できません。
補助金額／
・戸建住宅…購入等費用の２分の１（１，０００円未満切り捨て）

※限度額は２万円
・集合住宅…１基あたりの購入等費用の２分の１（１，０００円

未満切り捨て。限度額は２万円）に設置する貯
留槽の数（住戸数を限度）を乗じた額。限度額
は１０万円

申請期限／平成２８年３月３１日㈭まで
※予算額に達ししだい締め切り

申請方法／交付申請書に次の書類を添えて環境推進課
に持参してください（郵送等は不可）。
・貯留槽を設置および購入した際に、購入店等が発行
した領収書または内訳書の写し（レシートは不可）
・設置後の貯留槽の配置がわかる書類
・当該住宅または土地の所有者の貯留槽設置に係る承
諾を確認できる書類（補助対象者②のみ）
・管理組合の管理者等が確認できる書類の写し（補助
対象者③のみ）
・管理組合において貯留槽の設置に係る決議がされて
いることが確認でき、議
事録署名人の署名および
押印がある書類の写し
（補助対象者③のみ）
交付方法／交付申請書審査
後、金融機関口座へ振り
込み
※交付申請書は、市ホーム
ページからダウンロードで
きます。

問…問い合わせ

人 口 １３万４，７０９人（＋ ３９６人） 男 ６万８，２６２人（＋ １５８人） 女 ６万６，４４７人（＋ ２３８人）
世帯数 ６万９６５世帯（＋ ３６３世帯） 平成２７年４月１日現在（ ）内は前月比

ひとの推移
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募

集

市
民
農
園
の
利
用
者

あ
な
た
も
市
民
農
園
で
野
菜
づ

く
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

先
着
順
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
定
員
と
な
っ
た
場
合
は
、
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

募
集
農
園
一
覧
／
別
表
参
照

対
象
／
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

本
人
お
よ
び
世
帯
員
で
耕
作
や

区
画
の
管
理
、
通
路
等
の
草
刈

り
や
清
掃
が
で
き
る
方

※
ほ
か
の
市
民
農
園
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※
利
用
方
法
を
説
明
す
る
た
め
、

手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

申
・
問
／
産
業
振
興
課

�
４
６

３
―
１
９
０
４

「
青
少
年
健
全
育
成
の
集
い
」

作
文

応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒

題
材
／
「
夢
や
希
望
」「
身
の
回

り
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
感
動
し
た
出
来
事
」「
社

会
の
出
来
事
や
青
少
年
問
題
に

対
し
て
自
分
が
で
き
る
と
思
う

こ
と
」
等
（
４００
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
〜
３
枚
程
度
）

応
募
締
切
／
５
月
１５
日
㈮

※
市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
す

る
児
童
・
生
徒
は
学
校
に
提
出

※
応
募
作
文
の
中
か
ら
７
月
１１
日

㈯
に
行
う
「
青
少
年
健
全
育
成
の

集
い
」
で
発
表
し
て
い
た
だ
く
作

文
を
選
考
し
ま
す
。ま
た
、応
募
者

全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

主
催
／
朝
霞
市
・
朝
霞
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議

提
出
先
・
問
／
こ
ど
も
未
来
課

�
４
６
３
―
２
９
３
０

朝
霞
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
検
討
委
員
会
委
員

市
で
は
、
財
政
状
況
や
今
後
の

人
口
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
公
共

施
設
を
中
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定

し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
、
公
共

建
物
お
よ
び
道
路
等
、
イ
ン
フ
ラ

関
係
の
現
状
を
把
握
し
、
長
期
的

な
視
点
か
ら
更
新
・
統
廃
合
・
長

寿
命
化
等
の
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る
「
朝
霞
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。
そ

の
作
成
に
あ
た
り
、
必
要
事
項
の

検
討
を
行
う
公
募
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

１８
歳
以
上
の
方

募
集
人
数
／
１
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
抽
選
実
施

の
有
無
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

活
動
期
間
・
内
容
／
５
月
〜
平
成

２８
年
２
月
頃

５
回
程
度
開
催

さ
れ
る
委
員
会
に
出
席

謝
礼
／
会
議
１
回
に
つ
き
日
額
報

酬
８
０
０
０
円

応
募
方
法
／
財
産
管
理
課
で
配
布

す
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
ま
た

は
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

住
所
、
勤
務
地
住
所
（
市
内
在

住
者
は
記
入
不
要
）、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は

財
産
管
理
課
へ
直
接
持
参

※
メ
ー
ル
の
場
合
ワ
ー
ド
形
式
で

件
名
を
「
朝
霞
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
検
討
委
員
会
委
員
申

込
み
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
／
５
月
１
日
㈮
〜
１２
日

㈫
（
必
着
）

問
／
財
産
管
理
課

�
４
６
３
―

０
２
０
３

�
４
６
７
―
０
７

７
０

zaisan_kanri@
ci

ty.asaka.saitam
a.jp

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

会
員
資
格
／
原
則
と
し
て
６０
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

内
容
／
公
共
施
設
の
管
理
・
受
付

業
務
、
清
掃
作
業
、
屋
内
外
軽

作
業
、
植
木
の
手
入
れ
、
除
草

作
業
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

入
会
説
明
会

日
時
／
５
月
１８
日
㈪
、６
月
１５
日
㈪
、

７
月
１５
日
㈬

い
ず
れ
も
午
前

９
時
〜

会
場
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

※
窓
口
で
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仕
事
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

危
険
な
仕
事
以
外
は
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
／（
公
社
）朝
霞
地
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

�
４
６
５
―

０
３
３
９

障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑

風
園
臨
時
職
員（
支
援
員
）

職
種
／
臨
時
支
援
員

仕
事
内
容
／
知
的
障
害
者
の
日
常

生
活
介
助
お
よ
び
支
援

採
用
期
間
／
５
月
１
日
㈮
〜
５
か

月
間
（
更
新
あ
り
）

資
格
要
件
／
不
問

年
齢
／
６０
歳
程
度
ま
で

勤
務
日
／
週
４
日
以
内
で
毎
月
の

勤
務
表
に
よ
る

※
応
相
談

勤
務
時
間
／
交
替
制
勤
務

※
応

相
談

①
午
前
７
時
〜
午
後
３

時
４５
分

②
午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
４５
分
（
７
時
間
４５
分
勤
務
、

休
憩
１
時
間
）

賃
金
／
時
給
１
０
０
０
円

選
考
方
法
／
面
接
の
う
え
、
後
日

採
否
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
／
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風

園

�
４
６
１
―
３
０
２
８

利用料金
（１区画当たり）

月額５００円

１区画の
面積

約１５㎡

利用期限

平成２８年
２月２９日㈪

平成２８年
２月２９日㈪

農園名

岡第２農園

浜崎農園

※利用料は１年分前納です。

別表 募集農園一覧

22広報あさか ２０１５．５



止水板

ご
案
内

「Fun to Share」とは、CO2 など温
室効果ガス排出量の削減を実現する
ための地球温暖化防止国民運動のこ
とです。

一人一人の意識
で低炭素社会へ

朝霞市役所は、Fun to Share に
賛同しています。

朝
霞
市
商
工
会
お
よ
び
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

①
朝
霞
市
商
工
会
臨
時
職
員

仕
事
内
容
／
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
務
処
理

勤
務
日
／
週
５
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み
）

勤
務
時
間
／
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
５
時

時
給
／
８５０
円（
交
通
費
別
途
支
給
）

②
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

仕
事
内
容
／
受
託
施
設
の
管
理
業

務
（
受
付
窓
口
、
施
設
利
用
前

後
の
準
備
・
後
片
付
け
、
施
設

内
巡
回
・
整
備
）

勤
務
日
／
週
４
日
以
内
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間
／
シ
フ
ト
に
よ
る
早
番

（
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）・

遅
番
勤
務（
午
後
５
時
〜
１０
時
）

時
給
／
８２０
円
（
午
後
５
時
以
降
は

８７０
円
、
交
通
費
別
途
支
給
）

①
②
共
通
事
項

募
集
人
数
／
若
干
名

応
募
資
格
等
／
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
方

応
募
方
法
／
電
話
連
絡
の
う
え
、

履
歴
書
を
郵
送
（
〒
３５１
―
００３３

朝
霞
市
大
字
浜
崎
６６９
―
１
）
し

て
く
だ
さ
い
。
書
類
審
査
後
、

面
接
等
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。

申
・
問
／
朝
霞
市
商
工
会

�
４

７
０
―
５
９
５
９

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

止
水
板
設
置
費
補
助
金

近
年
、
短
時
間
で
局
所
的
に
降

る
大
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
が
全
国

で
発
生
し
て
お
り
、
市
で
も
昨
年

６
月
２５
日
に
時
間
当
た
り
１００
㍉
を

超
え
る
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
市
内
各
所
で
浸
水
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
市
で
は
、

自
主
的
に
大
雨
に
よ
る
浸
水
対
策

を
行
う
方
を
支
援
す
る
た
め
、
止

水
板
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

対
象
／
過
去
に
浸
水
被
害
が
発
生

し
た
区
域
お
よ
び
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
に
お
け
る
建
物

等
の
所
有
者
お
よ
び
使
用
者

対
象
の
建
物
／
住
宅
、
店
舗
、
事

業
所
等

対
象
事
業
／
止
水
板
の
設
置
お
よ

び
止
水
板
の
設
置
に
伴
い
止
水

効
果
を
高
め
る
た
め
に
行
う
工

事（
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等
）

補
助
額
／
止
水
板
設
置
費
用
の
４

分
３
以
内
で
上
限
３０
万
円
（
補

助
は
１
回
限
り
）

補
助
期
間
／
平
成
３０
年
３
月
３１
日

㈯
ま
で

申
請
方
法
／
危
機
管
理
室
で
対
象

区
域
で
あ
る
か
確
認
し
、
補
助

対
象
区
域
の
場
合
は
確
認
書
お

よ
び
申
請
書
類
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
工
事
等
の
着
手

前
に
、
確
認
書
と
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
下
水
道
課

（
〒
３５１
―
００２４

朝
霞
市
泉
水
２

―
１３
―
１

水
道
庁
舎
３
階
）

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
止
水
板
と
は
、
台
風
や
集
中
豪

雨
時
の
浸
入
水
を
防
ぐ
た
め
、
建

物
の
入
口
等
に
設
置
す
る
板
の
こ

と
で
す
。

問
／
対
象
区
域
の
確
認
、
申
請
書

類
の
受
け
取
り
…
危
機
管
理
室

�
４
６
３
―
１
７
８
８

補
助
金
の
申
請
、
請
求
…
下
水

道
課

�
４
６
３
―
０
９
１
７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

①
個
人
住
宅
向
け
補
助

補
助
対
象
／
市
税
を
完
納
し
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は

転
入
予
定
の
方
が
み
ず
か
ら
居

住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
（
電
力
会
社
と

電
灯
契
約
を
結
び
、
余
剰
電
力

を
電
力
会
社
に
売
電
で
き
る
シ

ス
テ
ム
）
を
設
置
す
る
場
合

申
請
期
限
／
平
成
２８
年
２
月
２９
日
㈪

②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
向
け
補
助

補
助
対
象
／
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
が
、
発
電
し
た
電

力
を
共
用
部
分
に
の
み
使
用
す

る
た
め
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
（
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を

結
び
、
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
売
電
す
る
シ
ス
テ
ム
）
を
設

置
す
る
場
合

申
請
期
限
／
１２
月
２８
日
㈪

①
②
共
通

補
助
金
額
／
１
㌔
㍗
あ
た
り
３
万

５
千
円
（
限
度
額
①
は
１０
万
円
、

②
は
５０
万
円
）

※
予
算
額
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り

申
請
方
法
／
設
置
工
事
着
手
前
に

次
の
書
類
を
添
付
し
た
申
請
書

を
環
境
推
進
課
に
直
接
持
参

（
郵
送
等
は
不
可
）

・
経
費
の
内
訳
お
よ
び
シ
ス
テ
ム

の
仕
様
（
出
力
等
）
が
明
記
さ

れ
て
い
る
工
事
請
負
契
約
書
ま

た
は
見
積
書
の
写
し

・
工
事
着
手
前
の
現
況
写
真

・
平
成
２７
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
地
で
の

前
年
度
分
の
納
税
証
明
書
（
①

の
み
）

・
管
理
組
合
の
管
理
者
等
が
確
認

で
き
る
書
類
の
写
し
（
②
の

み
）

・
管
理
組
合
に
お
い
て
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
の
決
議
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
、
議
事
録

署
名
人
に
よ
る
署
名
・
押
印
が

あ
る
書
類
の
写
し
（
②
の
み
）

交
付
方
法
／
交
付
申
請
書
を
審
査

し
、
設
置
後
は
実
績
報
告
書
の

審
査
お
よ
び
実
地
検
査
後
、
金

融
機
関
口
座
へ
振
り
込
み

※
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
請
書

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
・
問
／
環
境
推
進
課

�
４
６

３
―
１
５
１
２

申…申し込み 問…問い合わせ

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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dB

住
宅
用
太
陽
光
発
電
安
心
・
安

全
設
置
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
‼

太
陽
光
発
電
の
設
置
ト
ラ
ブ
ル

を
減
ら
し
、
安
心
し
て
設
置
で
き

る
よ
う
に
、
埼
玉
県
ソ
ー
ラ
ー
拡

大
協
議
会
（
事
務
局
は
埼
玉
県
温

暖
化
対
策
課
）
が
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
り
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
「
住
宅
用
太
陽
光
」
と
検

索
し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
／
埼
玉
県
・
埼
玉
県
ソ
ー
ラ
ー

拡
大
協
議
会

�
０
４
８
―
８

３
０
―
３
０
４
２

個
人
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

市
民
の
方
が
み
ず
か
ら
住
ん
で

い
る
持
ち
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
市
内
の
施
工
業
者
で
実
施
す
る

場
合
に
、
そ
の
工
事
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
今
年
度
の
個
人
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
金
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
補
助
金

と
な
り
ま
す
の
で
、
補
助
金
の
振

込
み
先
が
施
工
業
者
名
義
の
口
座

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
に

限
り
、
昨
年
度
ま
で
に
個
人
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
金
の
交
付

を
受
け
た
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
で
き
る
方
／
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
市

民
の
方

・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
建
物
の
所

有
者

・
申
請
日
現
在
で
市
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
そ
の

他
の
市
の
貸
付
金
の
滞
納
が
な

い
こ
と

対
象
と
な
る
物
件
／

・
自
己
の
居
住
に
供
す
る
個
人
住

宅
（
申
請
者
の
住
民
登
録
が
あ

る
住
宅
に
限
る
）

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
は
専
有
部

分
の
み
対
象

・
店
舗
兼
住
宅
な
ど
は
、
住
居
部

分
の
面
積
を
按
分
し
て
補
助
金

を
算
出
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

例
／

・
外
壁
や
屋
根
の
塗
装

・
門
・
車
庫
・
塀
・
柵
な
ど
の
外

構
工
事

・
台
所
や
ト
イ
レ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

・
風
呂
場
や
洗
面
所
の
リ
フ
ォ
ー
ム

・
室
内
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
壁
紙

の
張
替
え

・
二
重
窓
の
設
置
工
事

※
テ
ラ
ス
や
縁
側
の
新
設
、機
械
・

家
電
類
の
取
り
付
け
・
交
換
の
み

の
工
事
は
対
象
外
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
の
条
件
／

①
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
市
内

で
営
業
し
て
い
る
業
者
で
施
工

す
る
こ
と

②
工
事
期
間
が
５
月
１
日
㈮
か
ら

１２
月
３１
日
㈭
ま
で
で
あ
る
こ
と

③
工
事
を
始
め
る
前
に
、
開
始
予

定
日
の
１
か
月
前
か
ら
１
週
間

前
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と

④
工
事
完
了
後
１
か
月
以
内
に
完

了
報
告
書
等
を
提
出
す
る
こ
と

補
助
金
額
／
１０
万
円
以
上
（
消
費

税
を
含
む
）
の
工
事
に
対
し
て
、

対
象
工
事
費
の
１０
％
（
１０
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
）

※
施
工
業
者
名
義
の
口
座
に
補
助

金
を
振
込
み
ま
す
の
で
、
補
助
金

を
申
請
し
た
方
は
、
工
事
費
用
か

ら
補
助
金
額
を
除
い
た
額
を
施
工

業
者
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
／
産
業
振
興
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
交
付

申
請
書
に
次
の
書
類
等
を
添
え

て
、
工
事
開
始
予
定
日
の
１
か

月
前
（
閉
庁
日
の
場
合
は
そ
の

次
の
開
庁
日
）
か
ら
１
週
間
前

（
閉
庁
日
の
場
合
は
そ
の
前
の

開
庁
日
）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
家
屋
課
税
台
帳
登
録
証
明
書
ま

た
は
建
物
登
記
簿
謄
本
（
３
か

月
以
内
発
行
の
も
の
）

②
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
図
面

③
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
見
積
書
の

写
し
（
申
請
者
宛
て
に
市
内
施

工
業
者
が
発
行
し
た
も
の
）

④
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
前
の
写
真

（
工
事
箇
所
が
わ
か
る
も
の
）

※
委
任
状
に
よ
る
代
理
申
請
可

注
意
事
項
／
同
じ
工
事
に
対
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
（
７
月

発
売
予
定
）、
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
、
そ
の
他
の
補
助
金
や
助

成
金
制
度
、
介
護
保
険
給
付
と

併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
の
申
請
を
し
な
い
で
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
代
金
を
支
払
う
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
（
消
費
税
込

み
１０
万
円
未
満
の
工
事
を
除

く
）。
補
助
金
内
定
額
が
予
算

額
に
達
し
た
場
合
は
申
請
を
締

め
切
り
ま
す
。

申
・
問
／
産
業
振
興
課

�
４
６

３
―
１
９
０
３

簡
易
放
射
線
測
定
器
（
空

間
線
量
計
）
と
騒
音
計
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

貸
出
対
象
／
市
内
に
居
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方

使
用
場
所
／
朝
霞
市
内

貸
出
期
間
／

①
簡
易
放
射
線
測
定
器
…
当
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

②
騒
音
計
…
７
日
以
内

貸
出
台
数
／
１
回
に
つ
き
１
台

申
込
方
法
／
貸
出
希
望
日
の
前
日

（
休
日
明
け
に
貸
し
出
し
希
望

の
場
合
は
直
前
の
開
庁
日
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
環
境

推
進
課
へ
申
し
込
み（
先
着
順
）

貸
し
出
し
・
返
却
方
法
／

貸
し
出
し
…
貸
出
日
に
環
境
推
進

課
へ
（
放
射
線
測
定
器
の
休
日

貸
し
出
し
・
返
却
は
中
央
公
民

館
。
騒
音
計
の
貸
し
出
し
・
返

却
は
平
日
の
み
）

※
貸
し
出
し
の
際
、
運
転
免
許
証

等
、
氏
名
・
住
所
の
確
認
が
で
き

る
も
の
（
通
勤
・
通
学
を
し
て
い

る
方
は
、
こ
の
ほ
か
に
通
勤
、
通

学
先
の
住
所
が
確
認
で
き
る
も

の
）
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

返
却
…
返
却
日
の
午
後
４
時
ま
で

（
時
間
厳
守
）

※
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
参
考
値

と
し
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

申
・
問
／
環
境
推
進
課

�
４
６

３
―
１
５
１
２
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至秋ヶ瀬

至
朝
霞
駅

　

→
朝
霞
秋
ヶ
瀬
通
り

凡　　例

1

町丁目界
街 区
街区符号

悪
質
電
話
被
害
対
策
機
器
購

入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

振
込
め
詐
欺
等
の
悪
質
電
話
の

防
止
対
策
と
し
て
自
動
応
答
録
音

装
置
を
購
入
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
／
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
満
６０
歳
以
上
の
方

補
助
対
象
機
器
／
悪
質
な
電
話
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
製

造
さ
れ
た
、固
定
電
話
機
に
外
部

接
続
す
る
自
動
応
答
録
音
装
置

補
助
対
象
台
数
／
１
戸
に
つ
き
１
台

補
助
金
額
／
購
入
費
お
よ
び
取
付

工
事
費
の
額
（
消
費
税
込
み
）

の
５０
㌫

限
度
額
３
千
円

申
請
方
法
／
購
入
お
よ
び
取
付
工

事
後
、
領
収
書
の
原
本
と
購
入

し
た
機
器
が
わ
か
る
カ
タ
ロ
グ

や
説
明
書
な
ど
を
申
請
書
に
添

え
て
、
地
域
づ
く
り
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
方
法
／
交
付
申
請
書
を
審
査

し
、
申
請
書
に
記
載
の
金
融
機

関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
／
地
域
づ
く
り
支
援
課

�
４

６
３
―
２
６
４
５

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
気
を
つ
け
て

５
〜
９
月
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
目
や
の
ど
の

粘
膜
に
刺
激
を
与
え
、
健
康
被
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
ら

健
康
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
、

目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
屋
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

・
乳
幼
児
、
お
年
寄
り
、
病
弱
な

人
は
、
健
康
な
成
人
よ
り
も
被

害
を
受
け
や
す
い
の
で
、
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
動
車
の
使
用
を
控
え

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
情
報
は
、

埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
」
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

問
／
環
境
推
進
課

�
４
６
３
―

１
５
１
２

第
３２
回
朝
霞
市
民
ま
つ
り

「
彩
夏
祭
」協
賛
の
お
願
い

今
年
の
朝
霞
市
民
ま
つ
り
「
彩

夏
祭
」
は
、
７
月
３１
日
㈮
の
前
夜

祭
か
ら
８
月
２
日
㈰
ま
で
の
３
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
彩
夏

祭
は
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
、
打

上
げ
花
火
、
出
店
な
ど
様
々
な
催

し
物
が
あ
る
市
内
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協

賛
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
開
催
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の

ご
協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
６
月
１５
日
㈪
ま
で

問
／
朝
霞
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
地
域
づ
く
り
支
援

課
内
）
�
４
６
３
―
２
６
４
５

「
彩
夏
祭
」
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://saikas

ai.com

市
へ
の
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
朝
霞
市
く
ら
し
の
会
様
か
ら

１
万
６９４
円

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助

成
対
象
を
拡
大
し
ま
す

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
、
７０
デ

シ
ベ
ル
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
１８
歳
未

満
の
児
童
に
つ
い
て
、
難
聴
児
補

聴
器
購
入
費
助
成
の
補
助
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
４
月
よ
り
、
補

聴
器
と
イ
ヤ
ー
モ
ー
ル
ド
の
ほ
か
、

新
た
に
Ｆ
Ｍ
型
受
信
機
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
お
よ
び
オ
ー
デ
ィ
オ

シ
ュ
ー
（
接
続
機
器
）
が
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
補

聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習

得
等
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る

と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
員
の
市
民
税
所
得
割
が
４６
万

円
以
上
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

費
用
負
担
／
補
助
基
準
額
の
２
／

３
は
県
と
市
で
負
担
し
、
本
人

負
担
は
１
／
３
と
な
り
ま
す
。

問
／
障
害
福
祉
課

�
４
６
３
―

１
５
９
８

５
月
４
日
（
月
・
祝
）
か
ら

根
岸
台
五
丁
目
の
住
所
が

変
わ
り
ま
す

土
地
区
画
整
理
街
区
に
合
わ
せ
、

わ
か
り
や
す
い
住
所
と
す
る
た
め

１１
街
区
か
ら
２２
街
区
へ
の
変
更
を

行
い
ま
し
た
（
図
参
照
）。

そ
れ
に
伴
い
、
根
岸
台
五
丁
目

２
〜
９
番
に
お
住
ま
い
の
約
２００
世

帯
の
方
の
住
所
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
住
所
が
変
更
と
な
る
世
帯
に

は
、４
月
か
ら
市
委
託
業
者
が『
街

区
符
号
及
び
住
居
番
号
変
更
通
知

書
』
等
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
街
区
の
角
に
『
街
区

表
示
板
』
の
取
り
付
け
作
業
を
５

月
か
ら
行
い
ま
す
。

証
明
書
自
動
交
付
機
を
終
日
休
止

し
ま
す

休
止
期
間
／
５
月
４
日（
月
・
祝
）

〜
５
日（
火
・
祝
）

設
置
場
所
／
市
役
所
正
面
玄
関
脇
・

朝
霞
駅
前
出
張
所

問
／
総
合
窓
口
課

�
４
６
３
―

２
６
０
９

虐待かな？

申…申し込み 問…問い合わせ

児童虐待を発
見（疑い含む）
した場合はご連
絡ください。
問／児童相談所
全国共通ダ
イヤル
�０５７０―０６４―
０００

図 根岸台５丁目地図

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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省
エ
ネ
標
語

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
リ
ー

ド
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

犬
の
安
全
を
守
り
、
周
囲
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

リ
ー
ド
の
長
さ

に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

追
加
指
定
の
対
象
は
商
業
地

域
・
近
隣
商
業
地
域
を
除
く
市
街

化
区
域
内
の
農
地
等
で
、
以
下
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
に
な

り
ま
す
。

１
�
公
害
・
災
害
の
防
止
や
都
市

環
境
の
保
全
に
効
果
が
あ
り
、

か
つ
、
公
共
施
設
等
の
用
地
と

し
て
適
し
て
い
る

２
�
既
存
の
も
の
も
含
め
、
一
続

き
の
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
が

５００
平
方
㍍
以
上
で
あ
る

３
�
農
業
の
継
続
が
可
能
な
環
境

を
備
え
て
い
る

４
�
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
基
準

を
満
た
し
て
い
る

生
産
緑
地
地
区
に
指
定
さ
れ
る

と
、
３０
年
間
は
農
地
と
し
て
農
業

を
続
け
る
義
務
が
生
じ
ま
す
が
、

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で

す
。
詳
し
い
指
定
基
準
や
申
請
方

法
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
前
相
談
期
間
／
５
月
１
日
㈮
〜

６
月
１２
日
㈮

申
請
受
付
期
間
／
５
月
２５
日
㈪
〜

６
月
２６
日
㈮

問
／
み
ど
り
公
園
課

�
４
６
３

―
０
３
７
４

「
少
し
く
ら
い
」

そ
ん
な
考
え

エ
ゴ
ロ
ジ
ー

社
会
貢
献
活
動
を
行
う
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対
象
と
な
る
団
体
／
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
団
体

・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

を
含
む
５
人
以
上
の
構
成
員
を

有
す
る

・
活
動
の
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、

市
内
で
活
動
し
て
い
る

・
会
則
、
規
約
等
が
あ
り
、
情
報

公
開
に
努
め
て
い
る

・
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
活

動
で
な
い

・
暴
力
団
ま
た
は
そ
の
構
成
員
の

統
制
下
に
な
い

・
公
序
良
俗
に
反
す
る
活
動
を
し

な
い

補
助
の
種
類
／

事
業
補
助
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
２
条
第

１
項
別
表
に
定
め
る
活
動
内
容

２０
項
目
に
該
当
す
る
事
業
を
市

内
で
行
う
場
合
、
経
費
の
一
部

を
補
助

※
日
常
的
な
活
動
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

設
立
補
助
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
新
規

に
設
立
す
る
た
め
に
要
し
た
経

費
の
一
部
を
補
助

※
い
ず
れ
の
補
助
と
も
１
団
体

（
設
立
補
助
は
１
法
人
）
１
回
の

申
請
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
（
朝
霞
市
を

含
む
）
か
ら
、
ほ
か
の
制
度
に
よ

る
補
助
金
や
助
成
金
等
を
受
け
る

場
合
な
ど
は
、
補
助
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
期
間
・
補
助
額
／

事
業
補
助
…
補
助
金
交
付
決
定
日

か
ら
平
成
２８
年
２
月
２９
日
㈪
ま

で
に
行
う
事
業
に
対
し
て
３
万

円
を
限
度
に
補
助

※
交
付
決
定
団
体
数
が
予
算
の
範

囲
を
超
え
る
場
合
は
、
限
度
額
に

達
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

設
立
補
助
…
設
立
登
記
日
か
ら
６

か
月
以
内
の
法
人
に
対
し
て
３

万
円
を
限
度
に
補
助

※
交
付
決
定
団
体
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／

事
業
補
助
…
５
月
１
日
㈮
〜
３１
日
㈰

設
立
補
助
…
平
成
２８
年
３
月
１５
日

㈫
ま
で

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
手
引
お
よ
び
申
請
書
類

一
式
は
、
市
民
活
動
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

で
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
・
問
／
市
民
活
動
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー

�
４
６
３
―
１
４
１
７

朝
霞
市
行
政
手
続
条
例
を
改
正
し

新
た
に
規
定
を
追
加
し
ま
し
た

今
回
の
改
正
で
は
、
行
政
運
営

に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
次
の
規
定

を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

「
行
政
指
導
の
方
式
」
の
追
加

市
が
、
許
認
可
等
を
す
る
権
限

ま
た
は
許
認
可
等
に
基
づ
く
処
分

を
す
る
権
限
を
行
使
で
き
る
こ
と

を
示
し
て
行
政
指
導
を
行
う
場
合

に
は
、
そ
の
権
限
の
根
拠
と
な
る

法
令
の
条
項
や
要
件
な
ど
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。

「
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
」

の
創
設

市
か
ら
法
令
違
反
の
是
正
を
求

め
る
行
政
指
導
を
受
け
た
方
で
、

そ
の
行
政
指
導
が
法
律
ま
た
は
条

例
に
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
と
思
料
す
る
と
き
は
、
行
政

指
導
を
し
た
市
に
対
し
て
、
書
面

に
よ
り
行
政
指
導
の
中
止
等
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

「
処
分
等
の
求
め
」
の
創
設

法
令
違
反
の
事
実
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
是
正
の
た
め

に
さ
れ
る
べ
き
処
分
ま
た
は
行
政

指
導
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思
料
す

る
と
き
は
、
ど
な
た
で
も
、
当
該

処
分
ま
た
は
行
政
指
導
を
す
る
権

限
を
有
す
る
市
に
対
し
て
、
書
面

に
よ
り
処
分
ま
た
は
行
政
指
導
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

問
／
人
権
庶
務
課

�
４
６
３
―

１
７
４
２

ゆめぱれす
臨時休館の
お知らせ

５月１８日㈪は、保
守点検のため臨時休
館します。
問／ゆめぱれす
（市民会館）
☎４６６―２５２５
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金額
１５，５９０円

７８０，１００円（満額）
９７５，１００円（１級）
７８０，１００円（２級）
１，００４，６００円

（子１人の妻の場合）
４００円

年金・保険料の種類
国民年金定額保険料（月額）
老齢基礎年金（年額）
障害基礎年金（年額）

遺族基礎年金（年額）

付加保険料（月額）

年金・保険料額一覧 平
成
２７
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
・
年
金
額
が
決
ま
り
ま
し
た

※
老
齢
の
年
金
を
増
や
す
た
め
に
、

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
申
し
出
が
必
要
で
す
）。

※
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
／
保
険
年
金
課

�
４
６
３
―

０
２
８
４

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
軽

減
措
置
に
係
る
所
得
判
定
基

準
が
変
更
と
な
り
ま
す

「
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
２７
年

度
以
降
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
均
等
割
額
の
５
割
軽
減
、
２

割
軽
減
の
対
象
を
判
定
す
る
所
得

基
準
額
が
別
表
の
と
お
り
変
更
さ

れ
、
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
２６
・
平
成
２７
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
額

は
、
４
万
２
４
４
０
円
で
す
。

問
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課

�
４
６

３
―
１
９
２
８

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

自
動
車
税
は
車
を
お
持
ち
の
方

に
か
か
る
県
の
税
金
で
す
。
６
月

１
日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
埼
玉
県
の

自
動
車
税
は
金
融
機
関
・
郵
便
局

の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「Y
a
h
o
o
!

公
金

支
払
い
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
納
税
通
知
書
は
５

月
７
日
㈭
以
降
、
お
手
元
に
届
く

予
定
で
す
。

自
動
車
税
収
入
額
の
一
部
は
、

「
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
」
に
積

み
立
て
、
県
内
の
み
ど
り
の
保
全

や
創
出
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

※
自
動
車
税
全
般
に
関
す
る
こ
と
、

住
所
変
更
・
納
付
書
紛
失
な
ど
の

連
絡
、
納
税
状
況
の
確
認
な
ど
に

つ
い
て
は
、
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
／
自
動
車
税
…
自
動
車
税
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

�
０
５
０
―
３

７
８
６
―
１
２
２
２

彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
…
県
環

境
部
み
ど
り
自
然
課

�
０
４

８
―
８
３
０
―
３
１
４
０

投資用ＤＶＤのもうけ話に気をつけて
■相談内容■
大学の友人から電話があり、「いい話があるのだけど、今度会お
うよ。」と言われたので、会う約束をした。待ち合わせの喫茶店で
友人は投資の話を始め、少したって友人の先輩が現れて話に加わっ
た。その先輩は「このＤＶＤに入っている投資パターンのとおり投
資してもうかった。この時計はもうけたお金で買った。ＤＶＤの代
金６０万円もすぐ取り戻せる。」と言い、購入を勧めてきた。お金が
ないと言うと、友人が「自分は学生ローンを借りた、利益で返せる。
アルバイト収入を多く偽り、使い道は資格取得学校に通うためと言
えば、ローンを借りられる。」と言ったので、ローンを借りて業者
からＤＶＤを購入した。ＤＶＤのとおりに投資しても利益が出ず、
ローン返済も苦しい。業者から「誰か紹介すれば人数に応じた紹介
料を支払う。」と言われたので誰かを紹介したい。

友人や先輩から「ＤＶＤのとおりにやれば利益が出る、借金して
もすぐに返せる。」などと誘われ、高額な投資用ＤＶＤを購入させ
られた、ローンの返済が苦しいので解約したいといった相談が増え
ています。また、契約後に、他人を紹介したらマージンが得られる
との説明を受け、借金を返すために友人などを勧誘せざるを得なく
なって、被害が拡大していきます。

【消費者へのアドバイス】
①友人や先輩から「いい話がある」、「もうかる」などと勧誘され
ても、内容が分からなかったら、契約しないようにしましょう。
②投資はリスクがあるものであり、必ずもうかるものではありません。
③ローンを組んで契約しても返済できなくなることがあります。ロ
ーンを組む前によく考えましょう。

困ったことがありましたら、消費生活相談室にご相談ください。

平成２６年度

３３万円＋２４．５
万円×被保険
者数

３３万円＋４５万
円×被保険者
数

平成２７年度
以降

３３万円＋２６万
円×被保険者
数

３３万円＋４７万
円×被保険者
数

年度

５割
軽減

２割
軽減

別表 均等割軽減判定基準所得

申…申し込み 問…問い合わせ

平成２７年度市・県民税の普通徴収、
納税通知書の発送予定日

納税通知書発送予定日／６月８日㈪
なお、市・県民税を給与から天引き（特別徴収）
の方には、５月１３日㈬に勤務先に特別徴収税額の
決定通知書を発送します。勤務先から特別徴収税
額の決定通知書を受け取ってください。通知書が
届かない場合は、お問い合わせください。
※減免申請の提出期限は納期限の７日前までから、
納期限までに変更となりました。
問／課税課 �４６３―２８５２～３

消費生活相談室だより vol.40
問／消費生活相談 �４６３―１１１１ 月～金曜日（祝日を除く）
午前１０時～正午、午後１時～４時

５月の納付
固定資産税・都市計画税 （１期）
軽自動車税 （全期）
国民健康保険税 （随期）
介護保険料 （随期）
後期高齢者医療保険料 （随期）
※納期限は６月１日㈪です。
○納税・納付は納期限までに済ませましょう。
○便利で確実な口座振替をご利用ください。

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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このコーナーでは、男女平等を進めるために毎年度テ
ーマを決めて連載しています。今年度のテーマは「男女
共同参画を地域から考える」として、性別にかかわらず、
さまざまな世代の人たちがどのように地域と関わってい
けるのかについて、男女平等推進事業企画・運営協力員
が取り上げていきます。

日本では、男女共に平均寿命が８０歳を超えました。女
性もそうですが、特に仕事一筋に生きている男性の場合、
リタイア後（定年退職後）の２０年近い期間を生き生きと
過ごすためには、趣味などを含め、何か工夫していくこ
とを考えていかなければなりません。
長年、職場と家庭だけの生活をしていると、自分の居

場所はそこだけになってしまう可能性もあります。日頃
から積極的に家庭や家族のことなどに関わっていないと、
リタイア後の居場所として家庭が必ずしも居心地のよい
場所になるとは限りません。

また、専業主婦の方も、子育てが終わると子どもを通
しての地域との関わりがだんだん少なくなり、生活の場
が狭くなることがあるようです。
そこで、今年度のテーマは、第３の居場所として「地

域の中での居場所づくり」を取り上げてみたいと思いま
す。地域の中には、趣味を通してのサークルや子どもを
通してのＰＴＡ活動、また自治会・町内会活動やボラン
ティア活動など、性別や年代にかかわらず身近な場所で
仲間づくりと活動できる場所があるはずです。
皆さんも、地域で「第３の居場所」を探してみませんか。

（次回は広報あさか７月号に掲載します）
＊このコラムは、「朝霞市男女平等推進事業企画・運営協力員」との
協働により掲載しています。

問／それいゆぷらざ（女性センター） �４６３―２６９７

～男女共同参画を地域から考える①～

「あさか市民
ラジオの時間」
を放送中です！

すまいるエフエム（FM７６．７MHz）で市内のイベン
トや市民の声など、いろいろな情報を発信しています。
放送時間／平日 午後４時～４時３０分

土・日曜日 午前１０時～１０時３０分
午後５時～５時３０分

埼玉県都市競艇組合からのお知らせ
競艇開催日／５月１日㈮～６日（水・祝）

９日㈯～１３日㈬
会 場／戸田ボートレース場
※朝霞市は埼玉県都市競艇組合に加盟し
ており、組合からの配分金をさまざまな
事業に活用しています。
問／埼玉県都市競艇組合 �０４８―８２３―８７１１
http : //www.toda-kyotei.jp/
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問／市民活動支援ステーション・シニア活動センター �４６３―１４１７
らくのうたいそう

「生涯健康」をスローガンに、気がつけばグループ全体での活動回数が7,700回！～楽脳体操チーム～
今回は、認知症予防を目指した脳と身体の健康づくり活動を

らくのう たい そう まつ やま やす お い とう

されている楽脳体操チームの代表松山泰夫さんと、師範の伊藤
ふみ こ らく のう ひら の み え こ

文子さん、楽脳ロコモ会長平野美恵子さんの３人にお話を伺い
ました。
Ｑ．楽脳体操とはどんな体操ですか？
Ａ．団体の名称のとおり、「楽しく脳の認知力アップ」を目指
した体操です。記憶にある懐かしいメロディー等を使用し、
その歌詞に合わせた独自の振り付け踊りや軽体操といった有
酸素運動を行うので、脳が自然に無理なく振り付けを覚えて
身体を動かせるという特徴があります。現在３０曲分の体操を
考案し、新作も１年に１～２曲追加考案しています。
Ｑ．楽脳体操の考案と団体の立ち上げのきっかけは？
Ａ．私（松山さん）の母（８５歳）が認知症を患ったとき、本人
の苦悩を知り、家族介助の苦労を経験しました。このことが
「老後は健康寿命で」と考えるきっかけとなり、認知症予防
の情報収集と専門的な勉強をはじめ、楽脳体操の考案に至り
ました。その後、知友人とともに楽脳サークルを立ち上げ、
平成１９年１１月に活動を開始しました。
Ｑ．楽脳体操チームの活動内容は？
Ａ．毎月第１～４水曜日の午前中に、内間木公民館で会員対象
の活動をしています。その他に、市民サークルや老人クラブ、
介護・特養老人ホームなどの要請に応じて、有志のメンバー
で訪問し、楽脳体操で健康づくりのお手伝いをしています。
また、年２回のイベントでは世話人的な役割も担うことで、
春の「唄って踊り幸せドーパミン祭」には約３０団体、秋の「楽
脳まつり」には約４０団体も参加していただき、多くの団体と
の交流がやりがいとなっています。
Ｑ．楽脳体操のグループがたくさんある理由は？
Ａ．認知症予防は継続することが大切ですので、「自宅近辺の
活動場所」、「通える曜日の都合」の２点を考慮し、市内の
各公民館などで活動する団体を作りました。現在市内に１０団
体、和光市と新座市に各１団体あり、日曜日以外は毎日どこ
かで活動しています。各団体には楽脳体操をマスターした師

範がおり、参加者のお世話をしています。グループにはお年
が９０歳を越える会員の方もいらっしゃいますが、皆さんお元
気で長く通われています。
Ｑ．活動の実績は？
Ａ．団体設立以来、グループ全体での社会貢献ボランティア活
動は通算７，７００回を超え、延べ９５，０００人を超える参加者がい
ます。また、地域課題の解決や住みよい地域社会を目指した
独自の発想による活動が評価され、昨年１１月１４日に行われた
埼玉県民の日記念式典において、「あしたのまち・くらしづ
くり活動賞奨励賞」の埼玉県の表彰をいただきました。名誉
なことに表彰を受け、私達の活動は埼玉県の福祉対策の方針
と一致していると改めて感じ、メンバーとますます頑張って
いこうと思いました。
Ｑ．今後取り組みたいことは？
Ａ．ひとつは後継者や指導者の育成です。更には、皆さんの要
望に応え、様々な内容のサークルの設立と育成にも関わって
いきたいと考えています。そして、志を同じくする団体とは
共助、連携を深め、認知症倍増時代に対応するための自助活
動を続け、国民健康保険税や介護保険料などの節約に貢献し、
地域の方々の健康づくりと元気な街づくりに尽力していきた
いと思っています。

～会員を募集しています！～
見学だけでは楽脳体操の良さ
はわかりません。健康意識の高
い方は、まず体験されることお
勧めします。

まつやま

問／松山 �４６４―２７１７

※このコーナーでは、主に朝霞市内でNPOなどの市民活動を
行っている団体のリストとして作成した「あさか市民活動ガイ
ドブック」への掲載団体の活動を紹介します。ガイドブックへ
掲載を希望する団体は、お気軽にお問い合わせください。

vol．４２

問…問い合わせ

防災行政無線で緊急地震速報の試験放送を行います
問／危機管理室 �４６３―１７８８

緊急地震速報の試験放送が行われ、市内に設置されている防災
行政無線のスピーカーから、次の内容が全国一斉に放送されます。
また、朝霞市の防災ラジオからも同様に放送されます。
実施日時／５月２７日㈬ 午前１０時１５分頃
放送内容／①防災行政無線のチャイム音 ②「こちらは防災あさ
かです。ただいまから訓練放送を行います。」 ③緊急地震速
報チャイム音。「緊急地震速報。大地震です。大地震です。これ
は訓練放送です。」×３回 ④「こちらは防災あさかです。こ
れで訓練放送を終わります。」 ⑤防災行政無線のチャイム音

あさか市民活動ニュースレターあさか市民活動ニュースレター

第５次総合計画分野別市民懇談会を開催します！
市では、第５次総合計画の策定を進めており、今回、その一環として分
野別市民懇談会（その３）を開催します。分野別市民懇談会は、市の職員
が、総合計画の各分野を５部会に分けて現状と課題について説明し、皆さ
んと意見交換を行う場です。
開催予定時期／５月２３日㈯～３１日㈰ 期間内で５部会
※懇談会は、１時間３０分程度を予定。参加自由
※日程や会場等は、市ホームページ等でお知らせします。詳しくはお問い
合わせください。
問／政策企画課 �４６３―３０８９

防災行政無線内容、防災・災害に関する情報
等をメール配信サービスで送信しています
市ホームページ、携帯電話のページおよび右
のQRコードから登録することができますので、
ご利用ください。
http : //www.city.asaka.lg.jp
http : //www.city.asaka.lg.jp/mobile
そのほか、市内の火災に関する情報・朝霞市からのお知ら
せ・子育て支援に関する情報もご希望により配信しています。
※配信内容については、一部を除きツイッター・フェイスブ
ックでも配信しています。 問／市政情報課 �４６３―３０５９

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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日時／５月３日（日・祝） 午前７時～９時
会場／市役所正面駐車場
内容／服飾・雑貨、新鮮野菜・果物、お茶などお手ご
ろな価格で提供しています。

※商品がなくなりしだい終了。内容は変更になる場合
があります。
主催／朝霞市朝市出店者協議会

日時／５月１４日㈭・２８日㈭ 午前９時３０分～午後１時
会場／市役所
内容／朝霞産農産物のＰＲと地産地消を推進するため、
市内の生産者が作った旬の野菜を直売します。

主催／朝霞市都市農業推進協議会・朝霞市
協力／ファーマーズ朝霞

かつて、アスリートとして世界を経験した女性たち
により繰り広げられるアクロバットに、フランス・ア
メリカで研さんを積んだエアリアルパフォーマンスと
さまざまなダンスを融合させた「アクロバットダンス」。
ダイナミックな組技や華やかなパフォーマンスで空間
を三次元に彩る圧巻のアクロバットダンスサーカスを
朝霞でお楽しみいただけるチャンス！チケット購入は
お早目に。
日時／８月８日㈯
開場午後１時
開演午後１時３０分

入場料／全席指定
大人２，０００円
中学生まで１，０００円

チケット発売日／５月２日㈯ 午前１０時～（電話予約
は同日午後１時３０分～ゆめぱれすのみで販売）

チケット取扱所／ゆめぱれす、産業文化センター、志
木ふれあいプラザ

主催／（公財）朝霞市文化・スポーツ振興公社

日時／６月２０日㈯ 第１部：午前９時３０分
第２部：午前１１時 ※雨天の場合は２７日㈯

会場／細野農園（浜崎地内）
対象／市内在住で、会場まで徒歩、自転車、
バス等で参加できる方（成人は１人でも可）

定員／各部５０家族 ※応募多数の場合は抽選
費用／１口５００円（３株） ※１家族３口まで
申込方法／はがきまたは市ホームページの申込フォー
ム（「じゃがいもほり体験」で検索）に参加者全員の
氏名、年齢、住所、電話番号、申込口数、第１希望
および第２希望の時間を記入し、５月２９日㈮【必着】
までに産業振興課「じゃがいもほり体験」係へ（住
所は欄外左上に記載）

※申し込みは１家族１回のみ。申込後の変更はできま
せんのでご注意ください。
主催／朝霞市都市農業推進協議会・朝霞市

日時／５月１２日㈫・２９日㈮
午前９時３０分～１１時（雨天決行）

会場／各公設保育園（北朝霞保育園分園を除く）
※民設民営の保育園はこの園庭開放の対象となってい
ませんのでご注意ください。
内容／未就園のお子さんもお近くの保育園で遊んでい
ただけるよう、公設保育園（北朝霞保育園分園を除
く）の園庭を開放しています（晴れの日は正午まで）。

※５月１２日㈫は「いっしょにあそぼう保育園で」とし、
園内で工作やリズム遊びなども実施
※本町・泉水保育園では、５月１２日㈫に家庭児童相談
員による育児に関する相談を実施
申込方法／事前予約不要。当日直接会場へ

いままでに朝霞市総合振興計画
の概要や自治基本条例との関わり、
鹿沼市職員を招いて「鹿沼市自治
基本条例」制定までの流れ、「市
民自治」などを勉強してきました。
今月は、前回まで勉強した「市

民自治」についてまとめ、「朝霞市にとっての望まし
い自治の姿（理想）」や「朝霞の現状」、「方策・やる
べきこと」を表にまとめます。事前登録は必要ありま
せんので、当日、会場に直接お越しください。
～５月の開催～
日時／５月１６日㈯ 午後５時３０分～
会場／中央公民館・コミュニティセンター
内容／市民自治についてのまとめ
※詳しくは政策企画課へお問い合わせください。また、
過去の会議結果は市ホームページに掲載しています。毎回大好評で、大人だけでなくお子さんも楽しめる

コンサートです。親子で楽しんでください。
日時／６月１４日㈰ 午後１時開場 午後１時３０分開演

お ぐま とし あき

指揮／小熊 俊明さん 演奏／朝霞市民吹奏楽団
曲目／名曲ステージ「ホルン協奏曲」「たなばた」ア
ンサンブル曲多数 マーチの曲当てクイズ

※要整理券。５月９日㈯から配布
整理券取扱場所／産業文化センター、ゆめぱれす（市
民会館）、総合体育館

主催／朝霞市商工会

もしもの時に備えて、基本的な葬儀の流れを個別に
説明します。当日は式場の見学もできます。
日時／５月２８日㈭ 午前９時～１１時（一人３０分まで。
先着順）

対象／市内在住の方

朝霞産農産物直売 あさか新鮮野菜市
問／産業振興課 �４６３―１９０４

アクロバットダンスサーカスG-CIRQUE
会場・問／ゆめぱれす（市民会館） �４６６―２５２５

「自治基本条例を考える市民の会～みんなで
つくる朝霞のまち」を開催します‼

問／政策企画課 �４６３―３０８９

葬儀個別基本相談
会場・問／斎場 �４６０―００５５

朝市 問／産業振興課 �４６３―１９０３

朝霞市農業体験事業 じゃがいもほり体験
問／産業振興課 �４６３―１９０４

園庭開放（いっしょにあそぼう保育園で）
問／保育課 �４６３―２８３７

朝霞市民吹奏楽団
プリズムコンサート vol.１５

会場・問／産業文化センター �４８７―６２２２

記載のないものは、費用／無料、
対象／どなたでも となります
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JR 武蔵野線

荒川

北朝霞駅北朝霞駅

朝霞台駅朝霞台駅

内間木地域内間木地域

市役所
　◎

北部地域北部地域

西部地域西部地域

東部地域東部地域
越戸川

朝霞駅朝霞駅
南部地域南部地域

東武東上線

黒目川

新河岸川

Ⓒ彩夏ちゃん

入会には説明会への参加が必要です。また、サポート会員希望の方は、
両日の養成講習会への受講が必要です。
５・６月の日時・内容／
回 日 程 時 間 内 容
１ ５月１６日㈯ 午前１０時～ 入会説明会
２ ６月２日㈫ 午前９時～９時３０分 入会説明会

午前９時３０分～午後０時３０分 養成講習会
３ ６月１６日㈫ 午前９時３０分～午後０時３０分 養成講習会
会場／中央公民館・コミュニティセンター 定員／２０人（要予約）
保育／先着９人（１歳以上就学前までのお子さん）
その他／サポート会員として活動するためには両日の受講が必要です。
申込方法／５月１日㈮からファミリー・サポート・センターへ

けんこう大使たちが
大集合！健康づくりや
健診の大切さをＰＲし
ます。
日時／５月１７日㈰
午前９時～午後３時

会場／いろは親水公園
（志木市中宗岡５丁目）

内容／けんこう大使（彩夏ちゃん、カ
パル、ゾウキリン、わこうっち、コ
バトン、健康まもるくん）による特
定健診ＰＲ、健康チェックコーナー
（骨密度測定、血管年齢測定、脳年
齢測定など）

主催／朝霞地区４市国民健康保険
（志木市、朝霞市、和光市、新座市）
協力／埼玉県国民健康保険団体連合会
後援／埼玉県、朝霞地区医師会
※当日は、「志木市いろはウォーク２０１５
第一回ノルディックウォーキング・ポ
ールウォーキング全国大会」と同時開
催です。
詳しくは志木市役所健康づくり支援課
（�４７３―１６７４）へ

今回の講演会は、水の課題を抱える現場やその解決方法を調査し、さ
まざまなメディアで情報発信している水ジャーナリスト、橋本淳司さん
をお招きし、皆さんと一緒に「水」について考えます。
日時／５月１７日㈰ 午前１０時～定期総会、午前１０時４０分頃～講演会
会場／エコネットあさか（リサイクルプラザ）

はし もと じゅん じ

講師／水ジャーナリスト アクアスフィア代表 橋本 淳司さん
「あさか環境市民会議」に参加しませんか？
「あさか環境市民会議」は、身近な暮らしの環境に着目して生活環

境の改善、自然環境の保全に尽力している市民団体です。申込方法や
入会金等、詳しくはお問い合わせください。

市では、平成１７年３月に策定した朝霞市都市計画マスタープランの見
直しを行っており、市民の皆さんからご意見をいただくため、第４回地域
別懇談会を開催します。
内容／それぞれの地域の皆さんに今後の地域づくりの目標、将来像、そ
の実現に向けた施策の方針等の見直しを行うためのご意見をいただき
ます。

申込方法／事前申込不要。当日直
接会場へ

《北部地域》
日時／５月１２日㈫ 午後７時～
会場／宮戸市民センター

《南部地域》
日時／５月１５日㈮ 午後７時～
会場／市役所５階 会議室

《東部地域》
日時／５月１９日㈫ 午後７時～
会場／根岸台市民センター

《西部地域》
日時／５月２２日㈮ 午後７時～
会場／西朝霞公民館

《内間木地域》
日時／５月２６日㈫ 午後７時～
会場／内間木公民館

住み良い環境をつくるため、自治会
等のご協力により、市内全域を対象と
して行います。
実施日／５月３１日㈰
実施方法／各自治会等を中心に、道路
に散乱しているごみや空き缶などの
収集を行います（危険な場所での作
業は絶対にしないでください）。
ごみを効率よく衛生的に回収するた

め、次のことにご協力ください。
・回収車が進入可能な場所に集める
・集積場所はできるだけ分散しないよ
うにする

・ごみは「資源とゴミの分け方出し
方」を参考に分別する

※道路上の回収物の中に家庭から出さ
れたと思われる粗大ごみ等が見受けら
れます。家庭からのごみは出さないで
ください。
※雨天等により実施日を変更する場合
は、変更日時・ごみの収集場所を環境
推進課にご連絡ください。

申…申し込み 問…問い合わせ

朝霞地区４市特定健診等受診率
向上キャンペーン in 志木

問／保険年金課 �４６３―１１７８

春のきれいな
まちづくり運動

問／環境推進課 �４６３―１５０４

ファミリー・サポート・センター
入会説明会と養成講習会

申・問／ファミリー・サポート・センター �４８５―２５０３

あさか環境市民会議第１２回定期総会および講演会
「水と私たち―生活の中の水リスク―」

問／あさか環境市民会議事務局（環境推進課内） �４６３―１５０４

都市計画マスタープラン見直しのための地域別懇談会
問／まちづくり推進課 �４６３―２５１８

記載のないものは、費用／無料、
対象／どなたでも となります

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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対象／市内在住の１８歳以上の方
申込方法／５月１日㈮午前９時から電話または直接エコネッ
トあさかへ（初心者優先）

保育／あり（１歳以上就学前まで）
「さき織り公開教室」
日時／５月１２日㈫ 午前１１時～午後３時
内容／使わなくなった布を、もう一度ステキな布に織り上げます。
「布ぞうり作り」
日時／５月１８日㈪ 午前１０時～午後３時 定員／１０人
内容／不用になった古い布で、足にやさしい布ぞうりを作ります。
持ち物等／本体用布（布幅６㎝×長さ１５０㎝を１５～２０本）、
鼻緒用布（布幅６㎝×長さ１２０㎝を２本）、前つぼ用布（布
幅６㎝×長さ７０㎝を２本）、昼食

※布は少し多めに持ってきてください。
「固形石けん作り」
日時／５月２０日㈬ 午前１０時～正午 定員／１０人
内容／廃食油で手作り石けんを作ります。
持ち物等／開かず洗い乾かした５００ml 牛乳パック、マスク、
エプロン、ゴム手袋（軍手可）

※廃油の持参可。詳しくはお問い合わせください。
「残り毛糸の再利用」
日時／５月２６日㈫ 午前１０時～正午 定員／１０人
内容／残り毛糸を使って、「お手玉」を作ります。
持ち物等／かぎ針３～６号、不用になった毛糸
※初心者の場合、作品の内容が変わることがあります。
「もったいない講座」
日時／５月２９日㈮ 午前１０時～正午 定員／１０人
内容／余り布を素敵な品に変えて再利用。ネッククーラー
を作ります。

持ち物等／裁縫道具

市内の障害福祉施設の皆さんによる、自主製作
した製品やお菓子などの展示販売会を行います。
日時・団体・販売物／
５月１５日㈮ 午後０時４５分～２時３０分
あさか福祉作業所 雑貨、観賞用メダカ

５月１９日㈫ 午前１０時３０分～午後１時
地域活動支援センター なかよしかふぇ
雑貨、焼き菓子

５月２１日㈭ 午前１０時３０分～午後１時
はあとぴあ地域活動支援センター 雑貨

５月２７日㈬ 午前１０時３０分～午後１時
地域活動支援センター ぱれっと
革製品、焼き菓子、パン

５月２９日㈮ 午前１０時３０分～午後１時
はあとぴあ障害者多機能型施設 レザークラフト、菓子

会場／市役所ロビー（市民ホール）

日時／６月１８日㈭ 午後１時３０分～４時（午後１
時開場）

会場／サンアゼリア（和光市民文化センター）
申込方法／６月１０日㈬までに電話で

認知症のある方・介護する方を中心に集う憩い
の場です。コーヒー等を飲みながら情報交換、レ
クリエーション等、楽しいひとときを一緒に過ご
しませんか。
ケアマネジャー等専門スタッフもいますので、

お気軽にご相談ください（出入自由）。
日時／５月１７日㈰・６月２１日㈰

いずれも午後１時３０分～３時３０分
会場／根岸台市民センター
対象／認知症のある方、ご家族、その他、介護に
関心のある方

参加費／一人１００円
※今後も毎月開催予定です。日程等の詳細は、地
域包括支援センターひいらぎの里にお問い合わせ
ください。

日時／５月１６日㈯ 午後０時３０分～２時
会場／グループホームときわ
対象／市民または在勤者 定員／２０人（先着順）
内容／受講後、サポーターの証として、オレンジリングを差
し上げます。

講師／地域包括支援センター内間木苑職員
申込方法／５月１日㈮から電話で

日時・会場・定員／右表のとおり
対象／市内に住む６５歳以上の方
内容／管理栄養士による健康チェック、食生活の
相談など

※天候等により、中止となる場合があります。
申込方法／当日直接会場へ
費用／栄町高齢者地域交流室のみ１００円（お茶代）
※いずれか１か所のみの利用となります。

栄町高齢者地域交流室
（コトー朝霞中央公園マンション
１０１号室）

５月２０日～平成２８年３月１６日
（毎月第３水曜日）
午後１時３０分～３時３０分

各会場 ２０人
（会場の広さの都合で多数の場合はお断りする場合があります）

朝志ヶ丘高齢者地域交流室
（北朝霞公民館の隣）

５月８日～平成２８年３月１１日
（毎月第２金曜日）
午後１時３０分～３時３０分

会場

日時

定員

障害福祉施設自主製作品展示販
売会 問／障害福祉課 �４６３―１５９９

第２１回市民公開講座
最新の脳卒中治療について
申・問／独立行政法人国立病院機構埼玉病院

�４６２―３０６２

オレンジカフェ（認知症カフェ）
問／地域包括支援センターひいらぎの里 �２９１―９１１１

高齢者健康保持のための栄養改善サロン〝けんこうサロン〟を開所します
問／長寿はつらつ課 �４６３―１９５２

リサイクルプラザ企画運営協議会講座
会場・申・問／エコネットあさか（リサイクルプラザ） �４８６―０２２２

認知症サポーター養成講座
認知症を理解し、あなたも認知症の人の
「応援者」になりませんか

申・問／地域包括支援センター内間木苑 �４５８―２０２２

記載のないものは、費用／無料、
対象／どなたでも となります
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 

日時／５月２３日㈯ 午前の部 午前９時～正午、
午後の部 午後１時３０分～４時３０分

※午前または午後の部を選んでください。
会場／朝霞消防署
内容／成人に必要な応急手当と救命処置
定員／各部とも３０人（先着順） ※再講習の方も受講可
受講資格／市内に在住・在勤・在学（中学生以上）の方
申込方法／５月１１日㈪から電話で

相続・遺産分割・生前贈与に関する最新情報と“今
日からできる”具体的な対策方法を学びながら、シニ
ア世代同士の交流を深めましょう！
日時／５月２１日㈭ 午後２時～４時
会場／産業文化センター
講師／ジブラルタ生命保険株式会社 チーフインスト

こも だ てつ お

ラクター 薦田 哲男さん
対象／市内在住のおおむね５０歳以上の方
定員／４０人（先着順） 持ち物／筆記用具
申込方法／５月１日㈮～２０日㈬に電話または直接、市
民活動支援ステーション・シニア活動センター窓口へ

主催／あさかシニアクラブ・朝霞市
※このセミナーは「あさか学習おとどけ講座」を利用
しています。

日時／【第１回】５月２８日㈭・２９日㈮の２日間
【第２回】６月１０日㈬・１１日㈭の２日間

各回とも午前９時３０分～午後４時３０分
※災害等により、やむをえず中止または延期する場合
があります。
会場／埼玉県南西部消防本部
定員／２０人（朝霞消防署の受付人数。先着順）
受講資格／市内在住・在勤者（一事業所２人まで）
教材費／３，６５０円（テキスト代として講習当日に販売）
申込期間／【第１回】５月１１日㈪～１５日㈮

【第２回】５月１１日㈪～２９日㈮
※時間は午前８時３０分～午後５時１５分
※土・日曜日を除く。
申込方法／市内在住・在勤を証明できるものと写真１
枚（縦３㎝・横２．４㎝で無帽、無背景の顔写真で３
か月以内に撮影したもの）を持参のうえ、朝霞消防
署消防課へお申し込みください。

受講科目の一部免除／消防設備点検資格者講習と自衛
消防業務講習の既修者は、申込時に修了証を提示し
てください。

※浜崎分署では受け付けできません。
※受講申請書は、消防本部ホームページからダウンロ
ードできます。

日時／６月２７日㈯ 午前１０時３０分～正午
会場／東洋大学朝霞キャンパス
定員／１３０人 ※応募多数の場合は抽選
内容／介護保険制度をわかりやすく解説し、賢い使い
方、活用方法を実践的にお話しします。

講師／東洋大学ライフデザイン学部准教授
たか の たつ あき

高野 龍昭さん
申込方法／はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）
電話番号、「朝霞キャンパス学術講演会」受講希望
と記入のうえ、５月３０日㈯【必着】までに、〒３５１―８５１０
朝霞市岡４８―１ 東洋大学朝霞事務課「朝霞キャンパ
ス学術講演会」係まで郵送または FAXで。申込期
間終了後、受講証をお送りします。

８～１１月の４か月間、毎月一冊自宅に送られてくるテキストを読んだ後、巻末にある５問の効果測定にチャレン
ジできます。各テーマ、イラストなどを使ってわかりやすく解説していますので、情報誌感覚で読むことができま
す。消費者として、さまざまな情報を積極的に取り込んで社会の変化に対応できることを目指しましょう。
対象／市内在住の方
受講料／無料（効果
測定を提出すると
きの郵送料は自己
負担）

定員／４００人
申込方法／６月３０日
㈫までに電話また
は直接地域づくり
支援課へ

※テーマ等は変更に
なることがあります。

執筆者
まえ だ じゅん こ

ままごとキッチン代表 前田 純子さん

一般社団法人 全日本コーヒー協会
にし の とよ ひで

専務理事 西野 豊秀さん
た なか てる こ

NPO 法人日本消費者連盟 田中 輝子さん
いり え えい こ

ミジンコくらぶ 入江 映子さん

NPO法人日本ＦＰ協会埼玉支部長、
たか なし ふみ お

金融広報アドバイザー 髙梨 文夫さん

テーマ

かんたん薬膳ごはんと薬膳で身体作り

コーヒーブレイクを楽しもう
～美味しいコーヒー“豆”知識～

子供たちに残したい社会を作る
ために私たちが出来る１０のこと

イチから学ぶお金のハナシ
～債券ってなに？株式ってなに？～

配本月

８月

９月

１０月

１１月

申…申し込み 問…問い合わせ

普通救命講習Ⅰ
申・問／埼玉県南西部消防本部救急課救急指導係

�４７８―０８９９

第１回・第２回甲種防火管理新規講習
申・問／朝霞消防署消防課 �４６３―１１９０

消費生活共同通信講座くらしを読むゼミナールを開講します
申・問／地域づくり支援課 �４６３―２６４８

申・問／市民活動支援ステーション・シニア活動センター
�４６３―１４１７

開所時間：午前９時３０分～午後６時
休所日：月曜日、祝日、年末年始

シニア世代地域デビュー支援セミナー【習得編】
『思いを託して「相続対策」』
～大切な家族のために～

「これならわかる！介護保険制度！」
～「２０２５年問題」への備え（講演会）
申・問／東洋大学朝霞事務課 �４６８―６４２３ �４６８―６３２０

記載のないものは、費用／無料、
対象／どなたでも となります

朝霞市役所（代表） 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日、年末年始
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≪スポーツ教室 第２期 ６月開講（６～７月）のご案内≫
対象／市内に在住、在勤または在学の方（医師から運動を禁止されている方は申し込めません）
※参加者全員にスポーツ傷害保険に加入していただきます（保険料は下記の受講料金内に含まれています）。
※第３期（８～９月）の募集については、第２期受講者へ参加継続優先枠があります（お子さんが対象の教室を除く）。

No 教室名（スタジオ） 日程（休館日・祝日を除く） 人数 料金
１ キッズダンス基礎クラスA
（４～６歳の未就学児） 火曜

１５：１５～１６：１５
６／２～７／２８

２０

７，１７３円
／全９回

２ キッズバレエ
（年長～小学３年） １６：３０～１７：３０ １５

３ キッズダンス基礎クラスB
（４～６歳の未就学児）

水曜

１５：１５～１６：１５

６／３～７／２９

２０

４ キッズチアダンス
（小学１～６年生） １６：３０～１７：３０

５ キッズHip Hop リトルクラス
（小学１～２年生） １７：４５～１８：４５

６ キッズテーマパークダンスA
初級（小学１～６年生）

木曜

１６：１５～１７：１５

６／４～７／３０
７ キッズHip Hop ミドルクラス
（小学３～４年生） １７：３０～１８：３０

８ キッズテーマパークダンスB※
中級（小学１～６年生） １７：４５～１８：４５

９ ジュニアHip Hop
（小学５～中学生） １８：４５～１９：４５

１０ キンダースポーツクラブ
ジュニア（３～４歳の未就学児） 金曜

１５：１５～１６：１５
６／５～７／３１ １５ ８，３２５円

／全９回１１ キンダースポーツクラブ（４～６歳の未就学児） １６：３０～１７：３０

１２ キッズ 空手
（小学１～６年生）

土曜

１５：３０～１６：３０

６／６～７／２５ ２０ ６，３７６円
／全８回１３ 少年空手中級（小学生～高校生） １６：４０～１７：４０

１４ 少年空手上級（小学生～高校生） １７：５０～１８：５０

No 教室名（プール） 日程（休館日・祝日を除く） 人数 料金
１５ 幼児水泳教室A（水なれバタ足） 火曜

１５：１５～１６：１５
６／２～７／１４

３０ ６，４７５円
／全７回

１６ 幼児水泳教室B（水なれバタ足） １６：３０～１７：３０

１７ 幼児水泳教室C（水なれ／クロール・背泳） 水曜 １５：１５～１６：１５ ６／３～７／１５

１８ 幼児水泳教室D（水なれバタ足） 金曜 １５：１５～１６：１５ ６／５～７／１７

１９ 幼児水泳教室 E（水なれバタ足） 土曜
９：３０～１０：３０

６／６～７／１８
２０ 幼児水泳教室F（水なれ／クロール・背泳） １０：４５～１１：４５

２１ 幼児水泳教室H（水なれバタ足） 月曜 １５：３０～１６：３０ ６／８～７／１３
※７／６除く ２０ ４，６２５円

／全５回

２２ こども水泳教室A（初級） 火曜 １７：４５～１８：４５ ６／２～７／１４

３０

５，５７９円
／全７回

２３ こども水泳教室B（中級）

水曜

１６：３０～１７：３０

６／３～７／１５２４ こども水泳教室C（上級） １７：４５～１８：４５

２５ こども水泳教室（特級） １９：００～２０：００ １５

２６ こども水泳教室D（初級）

金曜

１６：３０～１７：３０

６／５～７／１７
３０

２７ こども水泳教室 E（中級） １７：４５～１８：４５

２８ こども水泳教室 F（上級） １９：００～２０：００ １０

２９ こども水泳教室G（初級） 月曜 １６：４５～１７：４５ ６／８～７／１３
※７／６除く ２０ ３，９８５円

／全５回

～館内受付クラス～ １８歳以上の方が対象のスポーツ教室・水泳教室・アクアビクス（水中運動）教室
●スタジオプログラム エアロビクス、ヨガ、ダンスなど多彩なプログラム。

楽らく教室（６５歳以上）※
ダンスエクササイズ

３５
４１

ソフトピラティス
背骨コンディショニングB

３４
４０

朝のハタヨガ
２４式太極拳
簡単ベリーダンス※

３３
３９
４５

ボディケアヨガ
背骨コンディショニングA
姿勢改善ピラティス

３２
３８
４４

パワーヨガ
揚名時 太極拳
ルーシーダットン

３１
３７
４３

ズンバ
アクティブピラティス
キックボクササイズ

３０
３６
４２

●大人水泳・アクアビクス（水中運動）教室
アクアビクスA５１シニア水泳教室B（６０歳以上）５０シニア水泳教室A（６０歳以上）４９レディース水泳教室（上級）４８レディース水泳教室（初級）４７レディース水泳教室（中級）

アクアビクスB
４６
５２

会場・問／わくわくどーむ（健康増進センター）
☎４７２―６０００

～往復はがき応募受付クラス～ お子さん対象 スポーツ教室・水泳教室

※幼児水泳、こども水泳教室の（ ）は次のとおりです。
水なれバタ足…水かけ～顔つけ～もぐる～浮く～ボビング～けのび～

バタ足
クロール・背泳ぎ…面付けクロール～クロール～背面キック～背泳ぎ

グライドキック～背泳ぎ
初級…水慣れ・バタ足・面付けクロールを習得
中級…クロール背泳ぎを習得 上級…平泳・バタフライ習得
※キッズテーマパークダンスBは、第２スタジオで行います。
※お子さん対象のスポーツ教室は保護者の見学・付き添いはできません。
※幼児水泳は、完全におむつが外れている「３歳以上の未就学児」のお
子さんが対象です。
※こども水泳は「小学生以上」のお子さんが対象です。

館内受付クラスNo．３０～５２～応募方法～】
わくわくどーむ館内掲示板等でお知らせしますのでご覧ください。申し込みは、わくわくどーむ窓口のみで受け付けます（電話申込不可）。
※５月１日㈮～１４日㈭は、前期受講継続者優先期間となります。定員に満たない教室がある場合は、５月１５日㈮から２次募集を行います。なお、２
次募集については、市外（志木市・新座市・和光市など）在住の方も申し込めます。
※申込手続きは必ず教室を受講する本人が行ってください。一人で複数教室への申し込み・参加も可能です。ただし、受講確定後の一部キャンセル
はできません。
※楽らく教室・簡単ベリーダンスは、第２スタジオで行います。

●個人情報の取り扱いについて 教室申込みに際してご提示いただいた個人情報については、ご本人の許可なく当初の目的以外には使用し
ません。
●各種教室の募集概要はホームページにも掲載しています。http : //asaka-wakuwakudome.com／
主催／株式会社明治スポーツプラザ（指定管理者）
≪わくわくどーむ５月の休館日≫ ５月７日㈭がお休みとなります（毎月第１月曜日（祝日の場合は翌平日））

わくわくどーむからのご案内わくわくどーむからのご案内わくわくどーむからのご案内

【往復はがき受付クラスNo．１～２９～応募方法～】
往復はがきに希望する教室名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番
号・在学の方は学校名を記入
〒３５１―００３３ 朝霞市大字浜崎２７番地「わくわくどーむスポーツ教室」係宛て
（返信はがき：表に住所・名前のみ記入）『５月１４日㈭【必着】』
※申込多数の場合は抽選。複数教室への申し込みも可能ですが、はがき
１枚につき１人１教室までです。
※ひとりで複数教室への申し込み、参加も可能です。ただし、受講確定
後の一部キャンセルはできません。
結果／５月２０日㈬までに返信はがきでお知らせします。申込手続きは教
室を受講する本人の保護者が行ってください。なお、定員に満たない
教室は５月１６日㈯から館内で２次募集を行います。

34広報あさか ２０１５．５
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芸術・文化

朝霞市

第32回 朝霞市芸術文化展
日程／６月６日㈯・７日㈰・１４日㈰
会場／中央公民館・コミュニティセンター

朝霞市文化協会会員による作品展示
や、将棋・囲碁大会、芸能発表など、
さまざまな大会を行います。
皆さんのご来場をお待ちしています !

ASAKA LIFELONG LEARNING INFORMATION

ああささかかの生生涯涯学学習習へようこそ！

大会の部
◆お茶会 どなたでもお茶席に入れ
ます（お茶・お菓子がなくなりしだい終了）。
日時／６月６日㈯ 午前１０時３０分～
◆将棋大会 日時／６月７日㈰ 午前１０時～
◆囲碁大会 日時／６月１４日㈰ 午前９時～
段・級に分かれて対局し、順位を決定します。
申込方法／はがきに①大会名 ②住所 ③氏名 ④年齢
⑤電話番号 ⑥棋力（段・級）を記入のうえ、
下記にお申し込みください。
対象・定員・申込先・締切／
将棋：朝霞地区四市在住の方で、先着５０人
〒３５１―００３１ 朝霞市宮戸３―９―１９

しらいし つね お

朝霞市将棋愛好会 白石 恒夫 宛て
【５月２４日㈰必着】
囲碁：埼玉県内在住の方で、先着６４人
※棋力５級以上の方
〒３５１―００２４ 朝霞市泉水３―１６―２３

やまもと かず お

朝霞市囲碁連盟 山本 一雄 宛て
【５月２９日㈮必着】

同時開催 主催／朝霞地区四市文化団体
連絡協議会

第３３回 朝霞地区四市「芸能・芸術文化祭」
朝霞地区四市（朝霞・志木・和光・新座）の文化
団体が一堂に集まり、「芸能発表」を行います。
どなたでもご鑑賞いただ
けます！
日時／６月７日㈰

午後０時３０分～３時

展示の部
◆展示種目
華道・書道・水墨画・日本画
洋画・写真・手工芸・盆栽 など
日時／６月６日㈯・７日㈰

午前１０時～午後５時
（最終日は午後４時終了）

◆スタンプラリーによる 提供：朝霞菊花会
菊苗の無料配布

各展示会場でスタンプを押し、
全部押した方から順次、菊苗を無
料で配布します（苗がなくなりし
だい終了）。
日時／６月７日㈰ 午前１０時～

◆芸術文化展「♪ミニコンサート♪」
文化協会会員や公民
館、市民センター利用
サークル等の発表を行
います。素敵な午後の
ひとときを過ごしませ
んか。
どなたでもご鑑賞いただけます！

日時／６月７日㈰ 午後１時～
出演予定／筝曲・フルート・ハーモニカ・

コーラス・ダンス など

対象／①８～１１月にアマチュア文化団体が実施する文化活動
（活動成果の発表など）
②８～１１月に国、県または市町村指定文化財の伝統・郷
土芸能団体が実施する伝統・郷土芸能用具の備品整備、
後継者育成等
③８月～平成２８年３月に文化団体やNPO等が実施する
子どもを対象とした文化芸術の体験教室や文化芸術を
担う若手人材の発掘・育成を目的としたワークショップ等

金額／①対象経費の２分の１以内（上限２５万円）
②③対象経費の２０万円以内

申込方法／５月１日㈮～２２日㈮（消印有効）に所定の事業計画書
（埼玉県ホームページまたは埼玉県文化振興課（県庁内）で
入手）を郵送で埼玉県文化振興課（〒３３０―９３０１さいたま市
浦和区高砂３―１５―１ �０４８―８３０―２８８７）へ

※詳細は、埼玉県文化振興課へお問い合わせください。ご希望の方
には、「埼玉県文化振興基金助成事業申請の手引き」を送付します。

申・問／生涯学習・スポーツ課 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１
☎４６３―２９２０ �４６７―４７１６ syogaku_sports@city.asaka.saitama.jp

申…申し込み 問…問い合わせ

埼玉県文化振興基金助成事業の受付埼玉県からのお知らせ
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平成28年成人式　記念誌編集委員を募集します

成人式開催日／平成２８年１月１１日（月・祝）
活動期間／平成２７年５月～平成２８年１月（予定）
活動内容／記念誌の編集や式典運営の手伝い等
応募資格／平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方

申込方法／５月１５日㈮までに電話、メールまた
は生涯学習・スポーツ課窓口で受付
（メールの場合、住所、氏名、生年月日、
出身中学を記入してください）

◆家庭教育学級運営相談会◆
家庭教育学級を運営するうえでの疑問等（委員会、事

業の進め方、講師の紹介、案内ポスターやチラシの作成
等）についてお答えします。

日程／①５月２２日㈮ ②５月２５日㈪ ③５月２６日㈫
それぞれ午前９時から午後５時

会場／市役所４階 ４０４会議室
対象／家庭教育学級を開催する団体
申・問／生涯学習・スポーツ課

新緑がさわやかな季節、サークルの日頃の活動の成果を発表します。ぜひ、ご来館ください。
日時／５月２３日㈯ 午前９時４５分～午後９時 （合同ダンスパーティー 午後６時３０分～８時５０分）

５月２４日㈰ 午前１０時～午後４時 主催／内間木公民館まつり実行委員会
【発表部門】 会場：２階体育室 ※は体験コーナーあり

２３
日
㈯

時 間 内 容
１０：１０～ 気功太極拳（太極拳）※
１０：５５～ 健康体操自彊術（健康体操）※
１２：００～ なかよし会（日本舞踊）
１３：４０～ HAM番長（子どもフリースタイルダンス）
１４：１５～ オカリナ風恋土（オカリナ演奏）
１５：００～ 朝霞フルートクラブ（フルート演奏）

１８：３０～
合同ダンスパーティー（社交ダンス）
エトワールダンスサークル、ダンスサークルさくら草、
ダンスサークル百合の会

２４
日
㈰

１０：００～ 朝霞市あおば民踊会（伝承民踊）
１１：０５～ 朝霞殺陣の会 ジョイ（殺陣）※
１１：４０～ 巴クラブ（なぎなた）※
１２：４５～ マヒナ・ミノアカ（ハワイアンフラ）
１３：２０～ ギターサークル・カデンツァ（ギター演奏）
１４：１５～ フラサークル ナープア オ カラニ（ハワイアンフラ）
１４：５０～ ジャングル・ジャム（ジャズ演奏）

【交流の広場】 ※無くなりしだい終了
日時 団体名（内容）

２３日㈯
２４日㈰ １０：００～

《体験コーナー》粘土教室（キーホルダー掛け：４００円）
《チャリティーバザー》燿陶会１班・２班・３班（陶器）、
アートフラワー手染の会サークル（アートフラワー）、
粘土教室（粘土作品）

２４日㈰ １０：００～ 〈お茶席〉茶道クラブ〈表千家〉（お茶席代：３００円）

【展示部門】会場：１階
団体名（内容）

絵てがみひまわりの友（絵手紙）、燿陶会１班・２班・３班
（陶芸）、トールペイントペパーミントの会（トールペイン
ト）、花宝会（華道）、アートフラワー手染の会サークル（ア
ートフラワー）、かな水仙会・かなの会・書道の会（書道）、
粘土教室（粘土作品）、和裁の会（和裁）、MOJI２工房（カリ
グラフィー）

【模擬店部門】※無くなりしだい終了
日時 団体名（内容）

２３日㈯
１１：３０～ シオノ会

（まぜご飯・とん汁・漬物：３００円）

１２：００～ ぱんぱかパン！（手づくりパン販売）

２４日㈰ １１：３０～ シオノ会（カレーライス：３００円）

※お食事は２階、パン販売は１階ロビーとなります。
《ヨーヨーつり》
対象／小学生以下（無料） ２３日㈯ ①１１：００～ ②１４：１５～

※駐車場の台数に限りがありますので、車での来館はお控
えください。※５月２２日㈮は公民館まつり準備のため館内
の利用はできません。

第３３回 内間木公民館まつり内間木公民館

子育て講座「クラシックでリラックス子育て」
子どもと一緒のリラックスタイムを、クラシック音楽とともに過ごしませんか。
日時／６月４日㈭ 午前１１時～正午 対象／未就学児と保護者 定員／３０組６０人 費用／無料

たか ぎ こずえ

講師／ピアニスト 高木 梢さん 曲目／「子犬のワルツ」（ショパン）、「さんぽ」（映画「となりのトトロ」）ほか
申込方法／５月２６日㈫午後１時まで電話または北朝霞公民館窓口で受け付けます。

北朝霞公民館

二十歳の門出を、思い出深いものにしてみませんか‼

申・問／生涯学習・スポーツ課 〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１
☎４６３―２９２０ �４６７―４７１６ syogaku_sports@city.asaka.saitama.jp

※申込多数の場合は、市内在住者優先のうえ抽選します。
※申込結果は、はがきまたは封書でお知らせします。 ※費用は原則当日徴収します。
※持ち物等事業の詳細については、各公民館にお問い合わせください。

休館日（５/１～３１）
５/４・１１・１８・２５
５/３～６・１１・１７・２５・３１
５/３～６・１１・１７・２５・３１
５/３～６・１０・１８・２４
５/３～６・１１・１７・２５・３１
５/３～６・１０・１８・２５

※番号はお間違いのないようにお願いします。

FAX
４６５―７２９７
４６３―９２１２
４６２―１４１２
４６１―０２９１
４７３―８７２５
４５６―１０５６

電話番号
４６５―７２７２
４６３―９２１１
４６２―１４１１
４６１―０１６３
４７３―０５５８
４５６―１０５５

施 設 名
中央公民館・コミュニティセンター
東 朝 霞 公 民 館
西 朝 霞 公 民 館
南 朝 霞 公 民 館
北 朝 霞 公 民 館
内 間 木 公 民 館
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楽しい・面白い『あそび』を売り物にした屋台を一緒に考えて、こども向けのおまつりを開いてみませんか？
日時／

日程 時間 内 容
７月１２日㈰ １４：００～１６：００ 開講式・『あそび』マスターになろう！

７月２６日㈰ １３：３０～１６：３０『あそび屋台』をつくってみよう！パート①

８月９日㈰ １０：００～１５：００『あそび屋台』をつくってみよう！パート②

８月１１日㈫～８月２９日㈯ 『あそび屋台』作業期間

８月３０日㈰ １０：００～１６：００『あそび屋台』でこどもたちと一緒に遊ぼう！・閉講式

対象／中学生～２０歳代の方 定員／２０人
うえ だ たかのり

講師／筑波大学准教授 上田 孝典さん
いわ た さ なえ

朝霞おやこ劇場 運営委員長 岩田 早苗さん
申込方法／６月１９日㈮午後５時まで電話、メール、ま
たは中央公民館窓口で受け付けます。メールで申し
込む際は、件名を「あそび屋台申込」とし、本文に
氏名（ふりがな）、年齢、住所、電話番号を明記の
うえ、下記のメールアドレスに送信してください。
tyuo-kom@city.asaka.saitama.jp

青少年対象講座「こどもたちのための『あそび屋台』をつくろう！」中央公民館

生活教養講座「あさか歴史発見！」
わたしたちが暮らす朝霞の歴史を歩いて発見する講座です。旧高橋家住宅では初夏の山野草観察も楽しめます。
日時／５月２９日㈮ 午前９時～正午（雨天決行） 対象／成人 定員／２０人 費用／１００円（保険料）
行程／博物館に集合⇒城山公園⇒柊塚古墳⇒旧高橋家住宅⇒湧水代官水⇒博物館で解散
案内／東朝霞公民館職員、文化財課職員 申込方法／５月２１日㈭午後４時まで電話または東朝霞公民館窓口で受け付けます。

東朝霞公民館

子どもふれあい広場「お父さん講座
～お父さんと一緒にベビーヨガ～」

お父さんも赤ちゃんと一緒にヨガを体験し、赤ちゃんとの時
間を楽しみましょう。
日時／５月２４日㈰ 午前１０時～正午
対象／お父さんと４～１１か月の赤ちゃん 定員／１０組
費用／１組１００円（保険料）

お ざわ み ち こ

講師／ベビーマッサージ協会認定講師 小澤 美智子さん
申込方法／５月１６日㈯午後３時まで電話または東朝霞公民館窓
口で受け付けます。

東朝霞
公民館

生活教養講座「ラベンダー講座
～香るポットマット～」

朝霞で咲いたラベンダーを使いポットマットを作ります。お
茶の時間にラベンダーの香りをお楽しみください。
日時／５月２７日㈬ 午後１時３０分～４時
対象／どなたでも 定員／２０人 費用／８００円（材料費）
講師／ラパンの皆さん（東朝霞公民館サークル）
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／５月２０日㈬午後３時まで電話または東朝霞公民館窓
口で受け付けます。

東朝霞
公民館

レッツ・チャレンジ
「親子でチェアマット」

不用になった布で、親子で協力してチェアマットを作ります。
学習を生かして、おうちで家族の分も作りましょう。
日時／６月１３日㈯ 午後１時～４時
定員／１０組 対象／小学生とその保護者
費用／３２４円（材料費）
講師／朝霞市地域活動支援センター

なかよしかふぇ職員
持ち物／不用になった布（３０～４０㎝四方の好みの
色の物を５枚程度、綿製が好ましい）
申込方法／６月３日㈬午後３時まで電話または西朝霞公民館窓
口で受け付けます。

西朝霞
公民館

快適せいかつ講座
とう

「籐のパンかごを作ろう！」
初めて作ってみよう！素敵な籐のかご。朝の
食卓に、おやつの時に、使い方はあなた次第。
日時／６月５日㈮ 午前９時３０分～正午
対象／どなたでも 定員／２０人 費用／６００円（材料費）

おお く ぼ ゆ か こ

講師／大久保 由香子さん（内間木公民館サークル講師）
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／５月２７日㈬午後５時１５分まで電話または内間木公民
館窓口で受け付けます。

内間木
公民館

子育て講座
「感動レシピ～ヨーグルト編～」

身近な食材ヨーグルト。でも食べ方はワンパターン。そんな
悩みを解決する、感動のレシピをご紹介。
日時／６月９日㈫ 午前１０時～正午 定員／１２人
対象／子育て中の保護者 費用／５００円（材料費・保険料）
保育／１歳以上の未就学児（定員６人）

き むら とも よ

講師／管理栄養士 木村 倫代さん
内容／ヨーグルトで作るタンドリーチキン

りんごとくるみのヨーグルトサラダ
ヨーグルトの塩味カップケーキ
ヨーグルトとバナナと小松菜のドリンク

申込方法／５月３０日㈯午後１時まで電話または北朝霞公民館窓
口で受け付けます。

北朝霞
公民館

教養講座
「はじめてのエコクラフト」

エコクラフトの基本、小物入れにチャレンジします。お気に
入りの雑貨で毎日の暮らしを楽しみましょう。
日時／５月２９日㈮ 午前１０時～正午
対象／どなたでも 定員／１２人
費用／２００円（材料費） 講師／北朝霞公民館職員
申込方法／５月２１日㈭午後１時まで電話または北朝霞公民館窓
口で受け付けます。

北朝霞
公民館

おとなの映画会
伊丹十三初監督作品。肉親の死に慌てふためきながらも、無
事お葬式を終えるまでの厳粛かつでたらめな３日間！
日時／５月２９日㈮ 午後１時３０分～４時 費用／無料
対象／どなたでも 作品／「お葬式」（１２４分）
出演／山崎努、宮本信子 申込方法／当日直接会場へ

南朝霞公民館

申…申し込み 問…問い合わせ
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博物館へ行こう！博物館へ行こう！
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ようこそ！あさかの生涯学習へ

ギャラ
リー展

示 わがまち
　　あさか
わがまち
　　あさか

開催中～６月１４日㈰

こ び な たとしいち

願い（小日向利一さん）
ひらまつ たかし

秋日（平松 孝さん）

歴史講座
ひら

武蔵野を拓く
８代将軍吉宗の時代、入会の雑木林をはじめ各地で新田開

発が行われました。市内の宮戸原や広沢原が開かれたのもこ
の時代です。このような江戸時代の武蔵野の新田開発につい
て学習します。
プログラム
回 日程 内容 講師

１ ５／２３
㈯

近世前期の
武蔵野開発

川越市立博物館
みやはら いちろう

学芸担当主査 宮原 一郎さん

２ ５／３０
㈯

武蔵野台地の新
田開発～埼玉県
域を中心に～

富士市文化振興課
すぎもと ひ ろ お

職員 杉本 寛郎さん

３ ６／６
㈯

利根川改変と
江戸の開発

葛飾区郷土と天文の博物館
はしもと なお こ

学芸員 橋本 直子さん
時間／午後２時～３時３０分 会場／博物館 講座室
対象：定員／一般：４０人
申込方法／要事前予約。電話または博物館窓口で受付。連続
受講の方を優先とし、空きがあれば単回受講も可能です（単
回受講は各回１週間前から受け付けます）。

���������������������������������������������������

清流が復活した黒目川。黒目川の流れによって生まれた
起伏に富んだ地形。都心から２０㎞圏にありながら残された
緑や湧水。寺院神社や地域の祭礼などの古い伝統文化。彩
夏祭や朝霞アートマルシェなどの新しいイベント。古さと
新しさが融合する朝霞市は魅力でいっぱいです。
こんな魅力たっぷりの朝霞市内で撮影された写真を、朝

霞市写真連盟の皆さんの協力により集めました。写真を通
したわが街朝霞の魅力をお楽しみに。

�������������������������������������������������

朝霞市博物館平成２７年度講座予定
※予定は、内容・日程も含め変更となる場合があります。
詳しくは随時このコーナーやホームページでお知らせします。
５月～ 博物館体験教室 【年間５回】
５～６月 歴史講座「武蔵野を拓く」 〔３回連続〕
７～８月 みんなあーちすと作品制作ワークショップ

【夏休み中２５日】
７～８月 夏休み体験教室 【夏休み中５回】
１０～１１月 企画展関連講座
１２月 歴史講座 〔３回連続〕
１～３月 古文書講座 〔６回連続〕

「まなびとやすらぎの空間」の朝霞市博物館は、展示や
講座・体験学習などの「まなび」の部分と、屋外水車を見
られるラウンジや遊歩道散策などの「やすらぎの空間」が

こ さつとうえん じ

あります。また、ちょっと足を延ばせば、古刹東圓寺も散
策できます。ここでは、博物館とその周辺でこれから見ら
れる草花を紹介します。

アジサイ ヤマユリ

《６月から８月ごろにかけてみられる草花》

ヒガンバナ ヤブツバキ

《９月から３月ごろにかけてみられる草花》

※このほかにもたくさんの草花を楽しむことができます。

５月１３日㈬まで、
端午の節句の展示と
して、こいのぼりと
武者人形を飾ってい
ます。旧高橋家住宅
の空で堂々と泳ぐこ
いのぼりをぜひご覧
ください。

重要文化財 旧高橋家住宅からのお知らせ

開園時間 午前９時～午後４時３０分
休 園 日 第４金曜日を除き博物館の休館日に準じます。

〒３５１―０００５ 朝霞市根岸台２―１５―１０
（根岸台市民センター隣） �４６２―７０６７

問／文化財課 �４６３―２９２７

博物館歳時記

博物館へ行こう！

〒３５１―０００７ 岡２―７―２２ �４６９―２２８５
同 上（博物館内） �４６３―２９２７

〒３５１―００３３ 大字浜崎２３１―２ �４８６―２２４４

朝 霞 市 博 物 館
文化財課文化財保護係
埋蔵文化財センター

共通�４６８―００７９

博物館・埋蔵文化財センター お休みカレンダー
開館時間 午前９時～午後５時
休 館 日 月曜日・第４金曜日（祝日に当たるときは開館）、祝日の翌

日（土・日曜日に当たるときは開館）、１２月２７日～１月４日
※第４金曜日は、文化財保護係の窓口は受け付けしています。

※埋蔵文化財センターの開所時間・休所日は博物館の開館時間・休館日に準じます（臨時の開館・休館は除く）。

１９～２６日は館内くん蒸のため博物館は臨時休館。
期間内埋蔵文化財センターは２２日㈪のみお休みです。
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みみみんんんなななののの図図図書書書館館館
☆所蔵雑誌のスポンサーを募集し
　ています！　詳しくは、図書館
　までお問い合わせください。

入場無料

こちらの
イベントにも
お越しください
図書館（本館）では、ほか
にも次のとおり催し物を予定
していますので、家族や友人
等と一緒にぜひお越しくださ
い。
なお、図書館まつりの詳細
については、広報あさか６月
号でお知らせします。

・シネマライブラリー
「オリエント急行殺人事件」
５月３日（日・祝）
午後２時～
・図書館まつり
６月２７日㈯・２８日㈰
午前１０時～

日時／５月１７日㈰ 午後１時～
場所／朝霞市立図書館（本館）

視聴覚室

内容／
①箏の音会 カトレア（大正琴）
午後１時０５分頃
＜曲目＞・花 ・さくら変奏曲 ほか

②コスモス
（フルート＆クラシックギター）

午後１時３０分頃
＜曲目＞・シシリエンヌ

・亜麻色の髪の乙女 ほか
③オカリナ かぜのね
午後１時５５分頃
＜曲目＞・故郷の人々

・埴生の宿 ほか

④筝曲 千翔会
午後２時２０分頃
＜曲目＞・花さき山

・花は咲く ほか
⑤春霞（箏）
午後２時５５分頃
＜曲目＞・藤の花 ・花筏 ほか

⑥ブリランテ・デ・ラ・ギターラ
（クラシックギター）

午後３時２０分頃
＜曲目＞・ニューシネマパラダイス

・スパニッシュセレナーデ
ほか

⑦YUKA（シンガーソングライター）
午後３時４５分頃
＜曲目＞・ハナミズキ

・強く、強く ほか

親子でご参加ください

「北朝霞分館の絵本の読み聞かせ」
日時／５月１９日㈫ 午後３時３０分～
内容／手遊びと読み聞かせ
会場／産業文化センター２階

研修室兼集会室２
問／図書館北朝霞分館

読書通帳は、自身の読書を記録するためのものです。
あなたも、記録をすることで読書の達成感を得てみませんか？

【利用方法】
①読書通帳は、図書館本館・分館の窓口において配布しています。
また、ご自身でも印刷して使用できるよう、朝霞市立図書館ホームページにも掲載されていますので、
ダウンロードをしてご利用ください。
②読書通帳に読んだ本のタイトルなどを記入し、記入した本が２０冊に達した時に、図書館窓口へご持参く
ださい。認定スタンプを押印します。

〒３５１―００３３ 大字浜崎６６９―１ �４７０―６０１１ �４７０―６０１３北朝霞分館〒３５１―００１６ 青葉台１―７―２６ �４６６―８６８６ �４６６―８４４１朝霞市立図書館（本館）

♪としょかんの催し物♪
場所

視聴
覚室

和室

視聴
覚室

＊印は自主サークルによる活動および催しです。

時 間

午後３時３０分～

⎡
｜
｜
⎣

⎤
｜
｜
⎦

読み聞かせ
のあと、映
画会です。

午前１０時～
正午

午前１１時３０分～
正午

内 容

バーバパパ世界をまわる
熱帯アフリカ・サバンナ
編 ３０分

アンデルセン名作童話集
かえるの冒険 ほか

３５分

まんが日本昔ばなし
屁ひり女房／旅人馬

２５分

ちびねこチョビ
２０分

僕は日本兵だった
J・B・ハリス／著

絵本の読み聞かせ

月日

５／７
㈭

５／１４
㈭

５／２１
㈭

５／２８
㈭

５／１５
㈮
５／２５
㈪

行 事 等

うさみみタイム
（幼児・児童

向け）

松の木読書会＊

おはなしくらぶ
（乳幼児向け）＊

５・６月の図書館のお休み

�本館の休館日（第２火曜日、第４金曜日）
５月／１２日㈫・２２日㈮ ６月／９日㈫・２６日㈮
�分館の休館日（第２水曜日、第４木曜日）
５月／１３日㈬・２８日㈭ ６月／１０日㈬・２５日㈭
�本館・分館の開館時間 午前９時３０分～午後７時
（土・日曜日、祝日は午後６時まで）

問…問い合わせ

第１３回 らいぶらりコンサート第１３回 らいぶらりコンサート第１３回 らいぶらりコンサート
今年のテーマは、♪ 花 です‼ お楽しみください。

らいぶらりコンサート実行委員会 共催／朝霞市立図書館

入場無料

読書通帳を配布しています
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ようこそ！あさかの生涯学習へ
スポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーション

子育てママのスポーツ教室
～保育付きで、心も体もリフレッシュ～

日／６月９日㈫・１６日㈫ 午前１０時～１１時３０分
会／総合体育館 種／ヨガ・エアロビクス 対／未就学児
を育児されているお母さん 参／３００円（保険料等）※お
子さんの保険料別途必要 定／３０人（申込多数の場合抽
選） 保育／初回当日１歳以上の未就学児（定員１２人）
締／５月２９日㈮ 申／件名『子育てママのスポーツ教室』
①氏名（ふりがな）②住所 ③電話番号 ④保育希望の方は
お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・性別 ⑤保育落選
の場合の受講可否を記入し、はがき、FAX、メール、電話
または直接生涯学習・スポーツ課窓口まで。参加の可否は
全員に通知します。 問／生涯学習・スポーツ課

第６０回記念市民総合体育大会 水泳大会
主管／朝霞市体育協会水泳部

日／８月３０日㈰ 午前９時３０分開会（小雨決行）
会／朝霞第二中学校プール
対／市内在住・在勤・在学者 種／個人 下表参照

区 分 種目
Ａ 小学１・２・３年生 ○自由形 １００ｍ・５０ｍ・

２５ｍ
○背泳ぎ ５０ｍ・２５ｍ
○平泳ぎ ５０ｍ・２５ｍ
○バタフライ ５０ｍ・２５ｍ
○個人メドレー １００ｍ
○碁石拾い
（当日申込。中学生以下）

参／１人２種目まで６００円
碁石拾いは無料

Ｂ 小学４・５・６年生
Ｃ 中学生
Ｄ 高校生・一般～１９歳
Ｅ ２０～２９歳
Ｆ ３０～３９歳
Ｇ ４０～４９歳
Ｈ ５０～５９歳
Ｉ ６０～６９歳
Ｊ ７０歳以上
種／リレー 下表参照

年齢区分 種 目（リレー競技）
小学生の部 ○メドレーリレー ２００ｍ・１００ｍ

○フリーリレー ２００ｍ・１００ｍ
（メドレー・フリーは４人１組）
○ファミリーリレー ５０ｍ
（２人１組・当日申込可）
参／１チーム ８００円
ファミリーリレーは無料

中学生の部
高校生・一般～１１９歳の部
１２０～１５９歳の部
１６０～１９９歳の部
２００歳以上の部
※年齢は４人の合計
締／７月３日㈮ 午後５時【必着】 申／生涯学習・スポ
ーツ課、総合体育館、わくわくドームにある申込書に記入

わたなべ

し、郵送または各窓口へ 問／渡辺 �０９０―２１７２―０３０９

第３６回朝霞市民卓球ダブルス大会
主催／朝霞市卓球協会

日／６月７日㈰ 午前９時受付、午前９時３０分開会式
会／総合体育館 対／協会会員および市内在住・在勤・在
学のペア 種／男子・女子・混合 参／１組 一般（高校
生以上）のペア １，０００円、一般と中学生以下のペア ７００
円、中学生以下のペア ４００円（保険料含む。当日納入）
締／５月２１日㈭ 申／はがきまたは総合体育館にある申込
用紙に、大会名・種目・氏名・年齢・電話番号・所属を記入

しお み

し総合体育館へ郵送または持参 問／塩味 �４６６―３９７７

あ じ さ い

第６回紫陽花カップ（シングルステニス大会）
主催／朝霞市テニス協会

日・種／男子Ｂ６月７日㈰、男子Ａ６月１４日㈰、女子６月
２１日㈰ 会／青葉台公園テニスコート 対／市内在住・在
勤・在学者、協会員 参／一般２，０００円 協会員１，５００円
締／５月２３日㈯ 申／総合体育館にある申込書に記入し窓

かぶら ぎ

口へ。参加費は郵便振込 問／蕪木 �０９０―２４０４―７１９５
http : //www.zf.em-net.ne.jp/̃tennis-asaka/

初心者ミニテニス教室 主催／朝霞市ミニテニス連盟
日／６月１０・１７・２４日、７月１日（毎週水曜日・全４回）
午前９時～１１時３０分 会／総合体育館 対／市内在住・在
勤の方 参／１人５００円（保険料含む） 持／体育館シュー
ズ・タオル・飲み物（ラケットは貸与） 締／５月２７日㈬
申／はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を記入し郵送

み い だ ゆ み こ

問／三井田由美子 〒３５１―００１２ 朝霞市栄町３―１―４４ シ
ルキーガーデン１０１ �０９０―８３１５―７９８５

ソフトテニス教室 主催／朝霞市ソフトテニス連盟
初心者ソフトテニス教室
日／５月１０日㈰・１７日㈰ 午前９時～正午（集合午前８時
４０分） 会／朝霞第三中学校テニスコート 対／市内在住・
在学の新中学１年生・一般（随時募集） 参／新中学１年生
２００円（保険料）、一般１，０００円 締／５月４日（月・祝）
申／市内在学の方 学校で配布する申込書に記入し学校
へ 市内在学以外の方・一般の方 奥山まで
ウィークデーソフトテニス教室
日／５月１２日㈫～２８日㈭の毎週火・木曜日 午前１０時３０分
～午後０時３０分 会／滝の根公園テニスコート
対／市内在住・在学の方 参／１回につき３００円

おくやま

申・問／奥山 �０８０―３７３２―０７４５ �４６１―０２５３

てんらん と う の す

天覧山から多峰主山へ歴史を訪ねる（約８．９㎞）
難易度★☆☆ 主催／朝霞市歩こう会
日・集／６月２８日㈰ 午前７時４０分北朝霞駅前広場（雨天
決行） 対／小学生以上（小学生は保護者同伴） 参／３００

おんたけはちまん

円（保険料等） 行程／北朝霞駅→飯能駅→御嶽八幡神社→
飯能駅 締／６月１９日㈮ 持／弁当・水筒・雨具等

すず き

※詳細は問い合わせ先へ 問／鈴木 �４７３―２５３７

【会員募集】ゴーマルクラブ
ソフトボールで健康増進しませんか
日／毎週日曜日 午前９時～正午 会／黒目公園、秋ヶ瀬
グラウンド 対／一般、実年、シニア（２０～７０歳位まで）
入会金／１，０００円 月会費／１，０００円 初心者歓迎

すず き

問／鈴木 �０９０―２５３８―３１４１

【団員募集】ジュニアバレーボール
バレーボールの魅力をみんなと体験しませんか。
日／毎週水・木・土・日曜日 週１回から始められます。
会／朝霞第二・五・八小学校 対／新１年生から新６年生

まるやま

までの小学生 問／丸山 �０９０―６０００―８１２９ 詳しくはＨＰ
で http : //sites.google.com/site/asakajvc1/日日時 会会場 集集合場所 種種目 対対象 参参加費

定定員 締締切 持持ち物 申申し込み 問問い合わせ



ご利用ください！ 朝霞市の各種相談窓口
※ この内容は平成27年４月現在のものです。日時等は変更される場合がありますので、ご利用の際は各問い合わせへご確認ください。
※ 特に記載のないものは祝日・年末年始はお休みです。

名　　称 相談内容 日　　時 会　　場 相談員 問い合わせ
１．くらしの中での相談

消費生活相談 商品の品質や安全性、契約、悪
質商法、多重債務など

毎週月～金曜日
午前10時～正午
午後1時～4時

消費生活相談室
(市役所別館4階) 消費生活相談員

地域づくり支援課
☎463-1111
内線2256

法 律 相 談
【 予 約 制 】

相続、離婚、多重債務など
(企業、法人などを除き個人の相
談に限る)

毎週水・金曜日
《1組30分》
午前10時～正午
午後1時～3時

法律相談室
(市役所別館4階) 弁護士

地域づくり支援課
☎463‒2648
※予約方法…
　電話または窓口

行 政 相 談 市政に対する意見や要望、苦情
など

毎月第2・4月曜日
午後1時～4時

行政相談室
(市役所別館4階) 行政相談員 地域づくり支援課

☎463‒2648

人 権 相 談
家庭内のもめごとや近隣とのト
ラブルなどで、人権に関する相
談

毎月第1月曜日
(祝日の場合は翌週の月曜日)
午後1時～4時

市民相談室
(市役所１階) 人権擁護委員 人権庶務課

☎463‒1738

女性総合相談
（ 女 性 専 用 ）

夫婦、親子、嫁姑など親族間の
もめごとなど

毎週木曜日
午前10時～午後3時
※祝日の場合も実施

それいゆぷらざ
(女性センター)
※中央公民館内

女性総合相談員
それいゆぷらざ
(女性センター)
☎463‒2697

Ｄ Ｖ 相 談
ＤＶ(夫婦や元夫婦、恋人など親
密な関係にある(あった)者同士
の間で振るわれる暴力)に関する
相談

毎週火～日曜日
午前9時～午後5時
※祝日の場合も実施

【対面相談】
それいゆぷらざ
(女性センター)
※中央公民館内

【電話相談】
(相談専用)
☎463‒0356

それいゆぷらざ
(女性センター)

職員 それいゆぷらざ
(女性センター)
☎463‒2697

【専門の相談員による相談】
毎週火・土曜日
午前10時～午後4時
※祝日の場合も実施

【専門の相談員】
配偶者暴力相談支援
センター相談員

年 金 相 談
【 予 約 制 】

年金について
•後納制度について詳しく知りたい
•年金加入記録の確認やねんきん定期便
の見方

•年金の請求に必要なものの確認
•繰上げ・繰下げ受給
•仕事をしながらの年金受給
•遺族年金をもらうようになったときの
自分の年金について

•障害者年金の請求 など

毎週木曜日
午後1時～6時

市民相談室
(市役所1階) 社会保険労務士 保険年金課

☎463‒1264

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
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✿
✿
✿
✿
✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿
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ようこそ！あさかの生涯学習へ
スポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーション

健康スポーツ倶楽部ASAKA 小学生対象スポーツ
教室（サッカー・ミニバスケットボール）

主催／東洋大学ライフデザイン学部斉藤研究室
東洋大学の学生さんが講師の教室です。
日／５月２７日～平成２８年２月３日の水曜日計１５回を予定
（８月は休み） 時／１・２年生 午後３時５０分～４時５０分
３・４年生 午後５時～６時 定／各教室１０人程度
会／東洋大学朝霞キャンパス体育館 参／保険料８００円と
支援費３，０００円 申／５月２０日㈬東洋大学朝霞キャンパス
体育館でそれぞれの活動時間の説明会にて抽選のうえ、申
し込み。１・２年生 午後３時５０分～、３・４年生 午後

さいとう

５時～ 問／東洋大学ライフデザイン学部斉藤研究室
�４６８―６３７３

みんなげんき！ちびっこ体操教室
主催／（公財）朝霞市文化・スポーツ振興公社
日／６月１・１１・１８・２５日、７月２・９・１３・１６日（全８
回） 時／午後２時４５分～３時４５分 対／４～５歳（保護
者同伴）【申込多数の場合は抽選】 参／５，０００円
申／往復はがきに①教室名 ②住所 ③お名前（ふりがな）
④電話番号 ⑤年齢 ⑥保護者のお名前を明記のうえ、総合
体育館（住所は右欄に記載）に郵送 締／５月１６日㈯

平成２７年度スポーツ安全保険
対／スポーツや文化活動などを行う５人以上の団体
掛金／中学生以下 ８００円、１，４５０円、１１，０００円

高校生以上 ８００円～１１，０００円
内容／傷害保険、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険
※加入区分により補償金額は異なります。
保険期間／４月１日㈬～平成２８年３月３１日㈭の１年間
申／加入依頼書は生涯学習・スポーツ課、総合体育館に設
置。郵便局窓口で払込後、払込受付証明書を貼付した加入
依頼書を埼玉県支部へ郵送
※《スポ安ねっと》をご利用の際はスポーツ安全協会ホー
ムページをご覧ください。
問／（公財）スポーツ安全協会埼県支部 �０４８―７７９―９５８０

生涯学習・スポーツ課
〒３５１―８５０１ 本町１―１―１ �４６３―２４０３ �４６７―４７１６
syogaku_sports@city.asaka.saitama.jp
総合体育館
〒３５１―００１６ 青葉台１―８―１ �４６５―９８１１ �４６４―２４２９

日日時 会会場 対対象 参参加費 定定員 申申し込み 問問い合わせ

体育施設臨時休館日（５月１日～６月３０日）
総合体育館 ５月２０日㈬、６月２９日㈪
武道館 ５月１１日㈪、６月８日㈪
滝の根テニスコート ５月７日㈭・１８日㈪、

６月１日㈪・１５日㈪

各
種
相
談
一
覧

広報あさか ２０１５．５41



名　　称 相談内容 日　　時 会　　場 相談員 問い合わせ

心配ごと相談 日常生活上の相談に応じ、適切
な助言・他機関への紹介など

【対面相談】
毎月第１・3・5金曜日
※祝日、休館日を除く。
午後1時30分～3時30分

溝沼老人福祉
センター

民生委員 社会福祉協議会
☎486‒2485【電話相談】

毎月第2・4金曜日
※祝日、休館日を除く。
午後1時30分～3時30分

(相談専用)
☎486-2525

生活保護相談
病気や失業などにより収入が減少
または途絶えるなどして生活に困
窮しているなど

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

福祉課
(市役所１階) 福祉課職員

福祉課
☎463‒1576
　463‒1562

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

多
た

言
げん

語
ご

(英
えい

語
ご

、ス
す

ペ
ぺ

イ
い

ン
ん

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、
ポ
ぽ

ル
る

ト
と

ガ
が

ル
る

語
ご

、韓
かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

語
ご

、タ
た

ガ
が

ロ
ろ

グ
ぐ

語
ご

、タ
た

イ
い

語
ご

、ベ
べ

ト
と

ナ
な

ム
む

語
ご

、や
さしい日

に

本
ほん

語
ご

)での電
でん

話
わ

による簡
かん

単
たん

な生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

毎
まい

週
しゅう

月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

午
ご

前
ぜん

9時
じ

～午
ご

後
ご

4時
じ

外
がい

国
こく

人
じん

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

埼
さい

玉
たま

(埼
さい

玉
たま

県
けん

浦
うら

和
わ

合
ごう

同
どう

庁
ちょう

舎
しゃ

3階
かい

)

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

員
いん

外
がい

国
こく

人
じん

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

埼
さい

玉
たま

☎048-833-3296
6048-833-3600
sodan@sia1.jp

2．高齢者に関する相談

高 齢 者
総 合 相 談

高齢者や家族、地域住民の方か
らの総合的な相談、支援につい
て

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時

地域包括支援
センター

(市内5か所、お住まい
の地域によりセンター
が異なりますのでお問
い合わせください)

社会福祉士・
主任介護支援専門
員・保健師あるいは
経験のある看護師

長寿はつらつ課
☎463‒1921

高 齢 者
健 康 相 談

健康づくりや病気療養、そのほ
か健康上の心配ごとに関する相
談

毎月各会場1回
午後1時30分～3時
※日程は各センターにお問
い合わせください。

浜崎老人福祉
センター
溝沼老人福祉
センター

保健師・看護師・
栄養士

浜崎老人福祉
センター
☎486‒2476
溝沼老人福祉
センター
☎464ｰ5488

3．子どもに関する相談

家庭児童相談
家庭における児童の養育について
•子育てで悩んでいる(保護者より)
•友達とうまく付き合えない(子
どもより) など

毎週月～金曜日
午前9時30分～午後4時

家庭児童相談室
(市役所2階) 家庭児童相談員 家庭児童相談室

☎463‒2231

児 童 に つ い
て の 相 談

•子どもの養育について
　子どもが虐待を受けているの
ではないか

　子どもの様子が気になるなど
•助産施設、母子生活支援施設
の利用について

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

こども未来課
（市役所２階） こども未来課職員 こども未来課

☎463‒0364

子育て電話相談

乳幼児の育児について
•母乳はいつやめればいいの
•他の子より成長が遅いかも
•夜泣きが大変
•引っ越してきたばかりで近所に
知り合いがいない など

毎週月～土曜日
午前9時～午後5時

さくら子育て
支援センター
(さくら保育園内) 子育て

支援センター職員

さくら子育て
支援センター
☎467‒4152

毎週月～木・土・日曜日
午前9時30分～午後5時30分

きたはら子育て
支援センター

(きたはら児童館内)

きたはら子育て
支援センター
☎476‒8686

朝霞市子ども
相 談 室

•いじめや不登校など学校生活
について

•子育てや家族関係など家庭生
活について

•適応指導教室について

毎週月～金曜日
午前9時～午後4時
※事前にお電話ください。

子ども相談室
☎471-8080
☎487-1234

教育相談員 教育指導課
☎463‒2884

4．健康・福祉に関する相談

健 康 相 談・
各 種 相 談

心身の健康・各種健(検)診後の
相談
子どもの心身の発育発達や育児
に関する相談等

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 保健センター 保健師 健康づくり課

☎465‒8611

栄 養 相 談 食生活・栄養について 毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 保健センター 管理栄養士 健康づくり課

☎465‒8611

こ こ ろ の
健 康 相 談
【 予 約 制 】

精神面の健康に心配のある方お
よびその家族
認知症を含む精神障害者および
その家族

毎月1回
※日程は広報あさか・市ホーム
ページでお知らせします（5月は
5月15日㈮午後１時15分～2時
45分。5月12日㈫までに予約）

保健センター 精神科医師・
精神保健福祉士等

健康づくり課
☎465‒8611

各
種
相
談
一
覧
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名　　称 相談内容 日　　時 会　　場 相談員 問い合わせ

精 神 保 健
福 祉 相 談

精神の病気や福祉サービスなど
について

毎週火曜日
午後1時～5時15分

障害福祉課
(市役所1階) 精神保健福祉士 障害福祉課

☎463‒1598

障害者虐待に
ついての相談

障害者の虐待について
•虐待を受けている
•障害者への虐待を見たり聞い
たりした

•障害者の介助の負担が重い
など

随時
午前8時30分～午後5時15分
※これ以外の時間および休
日は、市役所警備員室で電
話を受付し、折り返し担当
者から電話します。

障害福祉課
(市役所１階) 障害福祉課職員 障害福祉課

☎463‒1598

障害のある方の
た め の 相 談

障害福祉サービスの利用などに
ついて

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

総合福祉センター
(はあとぴあ3階) 相談支援専門員

はあとぴあ障害者
相談支援センター
☎486‒2400

福祉サービス
苦 情 相 談

自宅や施設での福祉サービスに
対する苦情・不満について

毎週月～金曜日
午前9時～午後4時

彩の国
すこやかプラザ

埼玉県運営適正化
委員会事務局職員

埼玉県運営適正化
委員会
☎048-822-1243

5．税金に関する相談

税 務 相 談
【 予 約 制 】

納税および申告手続など、税務
全般について

毎月第3月曜日
(祝日の場合は翌日)
午後1時～4時30分

市民相談室
(市役所１階)

関東信越税理士会
朝霞支部所属税理士

課税課
☎463‒2851

税 務 相 談
(税 理 士 会)
【 予 約 制 】

納税および申告手続など、税務
全般について

毎週水曜日
午後1時30分～4時

関東信越税理士会
朝霞支部事務局
（幸町1‒3‒6
石川ビル2階）

関東信越税理士会
朝霞支部所属税理士
(関東信越税理士会
朝霞支部)

関東信越税理士会
朝霞支部事務局
☎465‒0025

休日納税相談
•市税を納期限内に納税できな
い方への納付方法の相談
•市税の納付

毎月第1・3日曜日
(5～7月は第4も実施)
午前8時30分～正午
※1月の第1を除く。

収納課
(市役所2階) 収納課職員 収納課

☎463‒2023

6．仕事に関する相談

内 職 相 談
内職に興味がある方や希望する
方への相談・あっせんについて。
内職の求人をしたい事業者から
の相談も受け付けています

毎週火・金曜日
午前9時～正午
午後1時～4時

市民相談室
(市役所１階) 内職相談員 産業振興課

☎463‒1903

労 働・ 社 会
保 険 相 談

賃金・労働時間・解雇をはじめ
とした労働条件など労働全般に
ついて

毎月第3土曜日
午後1時～4時 産業文化センター 社会保険労務士 産業振興課

☎463‒1903

金融よろず相談
【 予 約 制 】

事業運営や経営の安定化に必要
な運転資金、設備資金また開業
資金など保証協会の保証付き融
資について

毎月第1木曜日
《1組1時間》
午後1時30分～4時30分

産業文化センター 埼玉県信用保証協会
職員

産業振興課
☎463‒1903

起業家育成相談
【 １ 週 間 前 ま
で に 予 約 】

開業全般、事業計画、資金繰り、
マーケティング、創業後の経営
課題などについて

随時
午前10時～午後7時
《1組2時間》
※土・日曜日、産業文化セ
ンター休館日を除く。

産業文化センター 中小企業診断士 産業振興課
☎463‒1903

就職支援相談
【 予 約 制 】

就職希望者を対象とした就職に
関する悩みについて
•面接試験に自信がない
•自分に向いている仕事がわか
らない

など

毎月第2・4水曜日
《1組１時間》
午前10時～正午
午後1時～4時

第2水曜日：
産業文化センター

第4水曜日：
市民相談室
(市役所１階)

キャリア・
コンサルタント等

産業振興課
☎463‒1903

７．不動産・住まいに関する相談

不動産無料相談
【 予 約 制 】

不動産に関わる賃貸、売買また
はトラブル等について

毎月第2木曜日
(祝日の場合は第3木曜日)
午前10時～正午

市民相談室
(市役所１階)

不動産無料
相談員

(公社)埼玉県宅地建
物取引業協会
県南支部事務局
☎468‒1717

住宅建築相談
【 予 約 制 】

住宅の耐震工事やリフォーム、
省エネ住宅等について

毎月第2水曜日
(1月は第3水曜日)
午後2時～4時

市民相談室
(市役所１階) 建築士

(社)埼玉県建築士事
務所協会
県南支部事務局
☎461‒4507

分譲マンション
管 理 相 談
【毎月第3月曜日
から相談日の2
日前までに予約】

分譲マンションの管理や管理組
合の運営について
滞納金、大規模修繕、長期修繕
計画、工事、管理委託　　など

毎月第１水曜日
(１・5月は第2水曜日)
《定員3組、１組50分》
午後１時30分～4時20分

市民相談室
(市役所１階) マンション管理士

まちづくり推進課
☎463‒2518
※予約方法…
電話または窓口

各
種
相
談
一
覧
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〈
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
は
〉

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
自
己
免
疫
疾
患
の
一

種
で
す
。
自
己
免
疫
疾
患
と
は
、
本
来
細
菌

な
ど
の
外
敵
に
対
し
て
攻
撃
的
に
働
く
免
疫

の
作
用
が
自
分
自
身
の
体
に
向
か
っ
て
し
ま

い
、
正
常
な
組
織
を
攻
撃
す
る
病
気
で
、
根

本
的
な
原
因
は
不
明
で
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
場
合
、
攻
撃
の
標
的
は
関
節
の
内
面
を
滑

か
つ
ま
く

ら
か
に
す
る
役
割
の
あ
る
「
滑
膜
」
と
い
う

組
織
に
な
り
ま
す
。
複
数
の
関
節
が
侵
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
手
や
足
の
指
な
ど
の
小
さ

い
関
節
か
ら
始
ま
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
免
疫
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
関
節
で

は
「
炎
症
」
が
起
こ
り
腫
れ
と
痛
み
が
出
現

し
ま
す
。
数
か
月
か
ら
数
年
で
関
節
の
軟
骨

や
骨
ま
で
破
壊
さ
れ
、
進
行
す
る
と
腫
れ
や

痛
み
だ
け
で
な
く
機
能
の
障
害
や
変
形
も
起

こ
り
ま
す
。
直
接
生
死
に
か
か
わ
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
痛
み
と
機
能
障
害
で
日

常
生
活
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
こ
の
病
気
の

大
き
な
問
題
で
す
。

初
期
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
白
黒
を
は
っ

き
り
分
け
る
明
確
な
線
が
引
き
に
く
く
、
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
患
者
さ
ん
も
多
く
存
在
し
、

診
断
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
〉

根
本
治
療
は
な
く
、
対
症
療
法
の
継
続
に

よ
り
症
状
を
抑
え
続
け
る
こ
と
が
治
療
の
原

則
で
す
。
症
状
が
十
分
に
抑
え
ら
れ
た
状
態

か
ん
か
い

を
「
寛
解
」
と
呼
び
ま
す
が
、
「
治
癒
」
と

い
う
言
葉
は
用
い
ま
せ
ん
。

対
症
療
法
の
主
役
は
薬
で
す
。
関
節
リ
ウ

マ
チ
に
使
う
薬
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、
い
く

つ
か
の
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
消
炎
鎮
痛
剤：

一
般
的
な
痛
み
止
め
で
す
。

代
表
的
な
副
作
用
と
し
て
胃
腸
障
害
が
あ

り
ま
す
。

②
ス
テ
ロ
イ
ド
剤：

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤

と
も
呼
ば
れ
る
薬
で
、
炎
症
や
免
疫
反
応

を
強
く
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
リ
ウ

マ
チ
の
症
状
に
対
し
て
大
変
有
効
で
は
あ

る
も
の
の
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
組
織
に
影
響

を
与
え
る
の
で
、
長
期
連
用
で
さ
ま
ざ
ま

な
副
作
用
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

③
抗
リ
ウ
マ
チ
薬：

リ
ウ
マ
チ
の
原
因
で
あ

る
免
疫
異
常
を
是
正
し
、
関
節
破
壊
の
進

行
を
防
止
す
る
薬
で
す
。
消
炎
鎮
痛
作
用

は
弱
く
効
果
発
現
に
時
間
を
要
す
る
の
で

消
炎
鎮
痛
剤
な
ど
を
併
用
し
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
副
作
用
が
知
ら
れ
て
お
り
、
量
の

調
節
や
定
期
的
な
検
査
を
行
う
な
ど
、
使

用
に
際
し
て
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

治
療
の
主
役
が
薬
で
は
あ
る
も
の
の
、
長

い
間
特
効
薬
と
呼
べ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
新
し
い
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
と
し
て
２０

年
ほ
ど
前
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「
メ
ト
ト
レ
キ
セ
ー
ト
」
と
い
う
内
服
薬
は

高
い
有
効
性
を
持
ち
、
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
転

機
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１０
年
ほ
ど
前

か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
「
生
物
学

的
製
剤
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
薬
の
効
果
は

抜
群
で
、多
く
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
を「
寛

解
」
に
導
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
こ
れ
ら
の
薬
に
も
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
免
疫
を
抑
制
す
る
こ
と
が
主
な
作

用
な
の
で
、
感
染
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
る

こ
と
が
一
番
の
問
題
で
、
そ
の
他
の
副
作
用

も
含
め
、
副
作
用
対
策
が
非
常
に
重
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
数
種
類
が
販
売
さ
れ
て
い
る

生
物
学
的
製
剤
は
ど
れ
も
注
射
剤
で
内
服
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
生
物
学
的
製
剤

は
ど
れ
も
非
常
に
高
価
で
あ
る
こ
と
も
大
き

な
問
題
で
す
。

薬
物
療
法
と
と
も
に
手
術
療
法
が
行
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る

手
術
療
法
は
、
破
壊
の
進
行
し
て
し
ま
っ
た

関
節
に
対
し
て
行
う
人
工
関
節
置
換
術
や
、

し
ゅ
ち
ょ
う

炎
症
や
腫
脹
が
収
ま
ら
な
い
関
節
の
病
的
な

滑
膜
を
切
除
す
る
滑
膜
切
除
術
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
近
年
メ
ト
ト
レ
キ
セ
ー
ト
と

生
物
学
的
製
剤
に
よ
っ
て
高
い
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
手
術
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
か
な
り
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

こ
の
病
気
で
大
切
な
こ
と
は
早
期
に
診
断

し
、
治
療
を
き
ち
ん
と
継
続
す
る
こ
と
で
す
。

原
因
不
明
の
関
節
の
腫
れ
や
痛
み
が
続
く
よ

う
な
ら
早
め
に
専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
リ
ウ
マ
チ
の
診
断
を
受
け
た
り
疑
わ

れ
た
り
し
た
時
は
、
医
師
の
指
示
を
守
っ
て

治
療
や
管
理
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

関節リウマチ
くりはら ゆうすけ

朝霞地区医師会 栗原 友介
�４６４―４６６６

日曜・休日に実施している医療機関
�（０４８）
４７２―６２０２

４８０―５５１１

４７９―１３１３
４２３―０７０２

４８０―１１８７

４６７―７１４０
４７１―２６６１

４８５―６７８８

科 目
眼

精・心内

眼
眼

耳・アレ・気

泌・腎内
心内・精・神
内・外・小・消内・
整外・肛・リハ

施 設 名
宇野眼科医院

新座すずのきクリニック

中島眼科
志木駅前眼科

三須耳鼻咽喉科

なおあきクリニック
志木北口クリニック

志木南口クリニック

場所
志木

新座

新座
新座

新座

朝霞
志木

新座

�（０４８）
４６７―１１５５

４６０―３４６６

４６５―５０７７
４８６―６２０１

４６５―８１１８

４６７―４１５４
４７７―８６２０
０４２―

４２１―９３２１

科 目
内・外
外・内・小・整外・
消内・肛・リハ
内・消内
内・呼内・循内

産・婦

整外
小・アレ

内・呼内・糖内

施 設 名
新倉診療所

和光駅前クリニック

青柳診療所
柳瀬川駅前クリニック
阿部産婦人科医院
阿部レディースクリニック
根本整形外科
たきやま小児クリニック

城西内科クリニック

場所
和光

和光

朝霞
志木

朝霞

朝霞
新座

新座

月日
③
④
⑤
⑥
１０
１７
２４

３１

５

午前１０時～午後４時



問／健康づくり課（保健センター内）
�465-8611 �466-7522

※各種相談の日程は、４１ページをご覧ください。

＜平成２６年度妊婦健康診査受診票・助成券の交付を受けた方へ＞
「平成２６年度受診票・助成券」は、平成２７年４月１日以降もそのまま使
用することができますが、４月１日以降、委託医療機関（埼玉県と契約
している医療機関）を利用し、下記の検査を受診され、健診費用が公費
負担上限額を上回った場合、自己負担が発生します。
※妊婦健康診査は保険診療ではないため、医療機関により料金が異なり
ます。
※受診する医療機関が委託医療機関以外の場合には、費用の一部を助成
しますので、健康づくり課で「補助金の交付」の申請をしてください。
問／健康づくり課（保健センター内） 朝霞市本町１―７―３ �４６５―８６１１

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談 ＃８０００
（携帯電話からも相談可能）

※大人を対象とする救急電話相談 ＃７０００
（携帯電話からも相談可能）

※５月の休日歯科応急診療所
実 施 日 ５月３日（日・祝）・４日（月・祝）・５日（火・祝）・６日（水・祝）・１０日㈰・１７日㈰・２４日㈰・３１日㈰
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１
☆今月の主な保健衛生週間行事予定 ５～１１日は「児童福祉週間」です。

そ の 他
定員／午前：１８組、午後：１８組（先着順）
申／５月７日㈭～（電話で要予約）

※左記の方へ、個別通知します。
（５月上旬発送予定）

生後１か月児（H２７年４月生まれ）に個別通知します（５月中旬発送予定）。

平成２６年９～１１月生の第１子の
お子さんとその保護者１人

対 象
６月１８日㈭ 午前１０時～正午
または午後１時３０分～３時３０分

日時・会場
離乳食ステップ
アップ教室

そ の 他

申／７月（２日コース）は電
話で５月１４日㈭から予約
受付開始
※６月（１日コース）はすで
に受付を行っています。
定員／６・７月ともに３６人

内 容
お産の進み方、パパ講座、
もくよく

沐浴・妊婦体験、DVD上映
妊娠中の栄養と調理実習、
妊娠中の歯っぴい講座
お産の進み方、パパ講座、
もくよく

沐浴・妊婦体験、DVD上映

対象（初妊婦）
H２７年９月～
１１月出産予定

H２７年１０月～
１２月出産予定

実施時間
午前１０時～
午後４時
午後１時～
４時
午前１０時～
午後４時

日 程
２０日㈯
※妊婦・パパになる方対象
１回目：２日㈭
※妊婦のみ対象
２回目：１１日㈯
※妊婦・パパになる方対象

６月
（短縮１日コース）

７月
（じっくり２日コース）

マタニティ教室
※土曜日はパパも
参加できます

６月の乳幼児健診
３歳児健診

H２４年２月生まれ
１歳６か月児健診
H２５年１１月生まれ

１０か月児健診
H２６年８月生まれ

４か月児健診
H２７年２月生まれ

乳幼児健康診査

定期予防接種

内 容

そ の 他
主催／朝霞市献血推進協議会
採血者／埼玉県赤十字血液センター

※６５歳以上７０歳未満については、６０歳から６４歳までの間に献血をしたことがある方に限られます。

１６～７０歳未満
対 象

５月２２日㈮ 午前１０時～正午、午後１時～４時
市役所１階市民ホール

日時・会場
献 血
内 容

公費負担
上 限 額

２，３００円

３，５００円

１３，７００円

２，３００円

２，０００円

健 診 内 容

受診票（HIV抗体検査） ＊桃色の受診票

受診票（子宮頸がん検診）＊桃色の受診票

受診票① ＊桃色の受診票

受診票（HTLV―１抗体検査） ＊黄色の受診票

受診票（性器クラミジア検査）＊黄色の受診票

１
回
目

県で男性不妊治療費助成事業を開始します
県では、これまで指定医療機関において特定不妊
治療（体外受精及び顕微授精）を受けたご夫婦に治
療費の一部を助成してきました。これに加え４月か
らは、特定不妊治療の一環として行われる「男性不
妊治療」を行った場合、最大１０万円を助成していま
す。詳しくは、朝霞保健所に問い合わせるか埼玉県
ホームページでご確認ください。

対象／埼玉県内（さいたま市、川越市および越谷市
を除く）に住民登録があり、夫婦の所得の合計額
が７３０万円未満である方
対象となる治療／特定不妊治療に至る過程の一環と
して実施された精子採取術（TESE、MESA等）
助成額／上記対象治療の治療費の２分の１の額（上
限１０万円）
申請方法／治療が終了した日の属する年度末までに、
特定不妊治療についての申請と同時に保健所に申
請してください。
問／朝霞保健所 �４６１―０４６８

看護デーを開催します
「看護の心」普及事業として、ナイチンゲールの誕生に由来し、
今年も５月に看護デーを開催します。多くの方のご来場をお待
ちしています。

日時／５月２３日㈯
会場／にいざほっとぷらざ（東武東上線志木駅隣接）
内容／血管年齢測定、血圧測定、体重・体脂肪率測定、キッズユニ
フォーム撮影、歯科ブラッシング相談、栄養相談、健康相談
※費用無料・予約不要
主催・問／公益社団法人埼玉県看護協会第３支部（新座志木中
央総合病院内） �４７４―７２１１

５月１日㈮～６月３０日㈫は
「不正大麻・けし撲滅運動」期間です

大麻は法律で栽培、所持などが禁止されています。「けし」
には法律で栽培が禁止されている種類があります。大麻や栽培
してはいけない「けし」を発見したら、最寄りの保健所までご
連絡ください。
問／朝霞保健所 �４６１―０４６８

申…申し込み 問…問い合わせ

各種健（検）診等の年間日程
は「朝霞市保健センターガ
イド」に掲載しています。

乳幼児と保護者の方へ ※費用：無料 ※会場：保健センター

成人の方へ

平成２７年度 妊婦健康診査 助成制度変更のお知らせ
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市民
伝言板
市民
伝言板

　市内の公共施設で定期的に
活動している団体の会員募集・
行事案内を掲載しています。

事案内行

員募集会

フォークダンス初心者講習会
日時／５月１５日～６月１２日（毎週金曜日）
全５回 午後６時３０分～８時４０分 会場
／朝霞第八小学校体育館 費用／１，５００
円（テキスト・CD付き） 対象／成人
男女 その他／上履き、水筒、タオル持

かすみ

参 主催／あさか霞フォークダンス 問
おおいし

／大石 �４７４―２７７１
せい さい かい

第１２回「西彩会」水彩画作品展
日時／５月１９日㈫～２３日㈯ 午前１０時～
午後６時（初日は午後１時～、最終日は
午後５時まで） 会場／にいざほっとぷ
らざ その他／個性的で楽しい作品がい

かわ

っぱいです。 主催／西彩会 問／川
ぐち

口 �４７４―７４５８
がく ゆう

スーパーシニア音楽団「楽悠」♯５定期演奏会
日時／５月２３日㈯ 午後２時～３時４０分
会場／産業文化センター その他／自衛
隊、警視庁、消防庁各音楽隊OBが集
い、黒馬騎兵中隊（スーザー）や威風堂々
など、思い出多い曲を中心に温かみのあ
る演奏をお楽しみください。主催／音楽

まつ だ

団「楽悠」 問／松田 �４６５―５３７１

朝霞中央公園フリーマーケット
日時／５月４日（月・祝） 午前１０時～午
後３時 会場／朝霞中央公園石畳 費用
／１，５００円（出店料） 申込方法／電話で
その他／フリーマーケットに遊びにきま
せんか？出店者も募集中 主催・申・問
／NPO法人フリーマーケット推進ネッ
トワーク �０９０―９３２６―００１６

３B体操健康増進キャンペーン
日時・会場／５月１５日㈮・２２日㈮ 午後
１時３０分～３時 膝折市民センター、１２
日㈫・１９日㈫ 午後１時１５分～２時４５分
南朝霞公民館、１９日㈫・２６日㈫ 午後１
時～２時３０分 根岸台市民センター、１１
日㈪・２５日㈪ 午前１０時～１１時３０分 東
南部町内会館、１９日㈫・２６日㈫ 午前１０
時～１１時３０分 溝沼市民センター 対象
／成人女性 申込方法／電話で その他
／３B体操の用具を使って行う健康体操
です。 主催／（公社）３B体操協会

かしわ

申・問／柏 �０８０―３６６２―５２００

すえ ひろ みん よう かい

朝霞市末広民踊会
日時／毎週金曜日 午後１時～４時 会

場／南朝霞公民館 費用／月５００円 対
象／男女、踊りの好きな方 その他／伝
承民踊を楽しく踊っている会です。

こ みや

問／小宮 �４７２―５６５６

東筆会（書道）
日時／毎週金曜日 午前１０時～正午 会
場／東朝霞公民館 入会金／１，０００円
費用／３か月６，０００円 対象／成人男女
その他／人間再発見！あなたの教養を身

ふじ た

につけませんか。 問／藤田 �４６２―
１９６８

男の料理教室 だいこんの花
日時／毎月第３土曜日 午前１０時～午後
１時 会場／中央公民館・コミュニティ
センター 費用／月１，５００円 対象／男
性 その他／「男、ちゅう房に立つ」食
の自立をしましょう！料理の基本を大切
に楽しく学びましょう。初心者大歓迎

とくなが

問／徳永 �４６６―３８１５

書道クラブ
日時／毎月第２・３・４火曜日または水
曜日 午前１０時～午後０時３０分 会場／
宮戸市民センター 費用／お問い合わせ
ください。 その他／年齢に関係なく、
毛筆、硬筆を楽しく学んでいます。無料

た べ

体験歓迎 問／田部 �４７２―３８４３

親子で楽しむ３B体操
日時／月３回木曜日 ①午前１０時１５分～
１１時１５分、②午前１１時２０分～午後０時２０
分 会場／栄町市民センター 入会金／
１，０００円 費用／月１，５００円 対象／①２
～３歳、②ねんね期の赤ちゃんとそのマ
マ その他／親子でリフレッシュできる

かしわ

体操教室です。 問／柏 �０８０―３６６２―
５２００

らく がき

絵手紙クラブ「楽描」
日時／毎月第３水曜日 午前１０時～正午
会場／西朝霞公民館 費用／月１，０００円
その他／ヘタがいい、ヘタでいいの先生
の言葉に勇気をもらって頑張っています。

た なか

問／田中 �４６７―３１２４

骨盤体操サークル「スタイル」
日時／毎週水曜日 午前１１時～１１時５０分
会場／内間木公民館 費用／月３，０００円
対象／女性 その他／お子さん連れ可、

かわかみ

体験無料 問／川上 �０８０―３４０１―０７３０

朝霞シャトルフレンド（バドミントン）
日時／毎週水曜日 午前９時３０分～正午
会場／総合体育館 費用／月１，５００円
対象／女性 その他／市内在住、経験者

あ べ

（中級～）希望、体験可 問／阿部
seiko_ayasumi_１２１１＠ezweb.ne.jp

少年野球 朝霞田島イーグルス
日時／毎週土・日曜日、祝日 午前８時
～午後５時 会場／朝霞第三小学校 費
用／月２，５００円（そのほかスポーツ保険
８００円） 対象／小学１～６年生の男女

その他／主に三小、九小の子が活動して
さる た

います。 問／猿田 �０９０―１７３６―８８５２

デッサン二流会
日時／毎月第１・３土曜日 午後１時～
４時３０分 会場／西朝霞公民館 入会金
／１，０００円 費用／月２，０００円 対象／成
人 その他／あなたの夢や想いを水彩、
油彩、アクリル等で描いてみませんか。

く ぼ

問／久保 �４６１―３６７７

朝霞岳欽会 詩吟
日時／毎週の曜日、時間は相談に応じま
す 会場／南朝霞公民館 費用／高校生
以上 月２，５００円、小・中学生 月１，０００
円 対象／小学生以上 その他／詩を吟
ずることで人格を養い人間形成、修養に

はしもと

最高です。 問／橋本 �０９０―２４５４―９６９１

歌にあわせて歌謡舞踊（新舞踊）
日時／①毎週木曜日 午後１時～４時、
午後７時～９時 ②毎週金曜日 午後１
時～４時 会場／①朝志ヶ丘市民センタ
ー ②栄町市民センター 費用／月
４，０００円 その他／体験入会歓迎

まつ ど

問／松戸 �０７０―６６４３―４０４８

タイ式ヨガ・アルン
日時／月２回土曜日 午後１時３０分～２
時４５分 会場／仲町市民センター 費用
／１回１，０００円（お茶付き） 対象／普
段体を動かさない方、何か運動したい方

みず の

問／水野
arunyoga６１６＠gmail.com

親子リトミックサークル ハローフレンズ
日時／毎月第１・３・５月曜日 午前１０
時～１１時 会場／東朝霞公民館 費用／
１回５００円 対象／１歳～未就園児とそ
の保護者 その他／音楽遊びを中心に造
形・運動遊び等親子で楽しみます。

とみおか

問／冨岡 �０８０―１１８３―１６３４

キューティーズ（ミニテニス）
日時／毎週水曜日、毎月第１月曜日 午
後６時３０分～９時 会場／朝霞第一中学
校体育館、総合体育館 費用／月５００円
対象／１６歳以上の方 その他／屋内にて
少しの練習でシニアの方まで楽しめるス

つじ

ポーツです。 問／辻 �０９０―７４２４―８２４０

ヨーガの会
日時／毎週木曜日 午前１０時～１１時３０分
会場／中央公民館・コミュニティセンタ
ー 入会金／１，０００円 費用／月３，０００円

まつもと

対象／成人女性 問／松本 �０９０―２１０３
―９２１３

游墨会（書道）
日時／毎月第２金曜日 午前９時４５分～
１１時４５分 会場／中央公民館・コミュニ
ティセンター 入会金／２，０００円 費用

の なか

／月１，０００円 対象／成人 問／野中
�４６８―７７５３

記載のないものは、費用／無料 対象／
どなたでも 申込方法／当日直接会場へ
※市外局番のない電話番号等の市外局番
は（048）です。



高齢者等の地域の見守り活動の一環として、ヤマト運輸株式会
社の日常業務の範囲において、高齢者等に何らかの異変を察知し
た場合、ヤマト運輸株式会社が市、地域包括支援センター、警察
署及び消防署等、適切な機関に通報していただけることになりま
した。
４月１３日㈪の調印式で市とヤマト運輸株式会社が協定書にサイ

ンし、高齢者や障害のある人などの世帯が安全・安心に暮らせる
地域社会づくりを進めるため、お互い協力し合うことを確認しま
した。

４月４日㈯、本市と災害相互援助協定を結ぶ山形県東根市から
寄贈いただいた啓翁桜３本を泉橋近くの黒目川遊歩道沿いに植樹
し、記念植樹式を行いました。

ま き の

間木野東根副市長からは、「生産量日本一を誇る東根市の啓翁
桜は、東根市民にとって娘のような存在です。朝霞市の皆さんな
ら大切に育ててくれると確信しています。」と、娘を送り出すよ
うな思いであると話されました。
この啓翁桜が毎年きれいな花を咲かせ、さらには新しい朝霞の人気スポットの一つとなるよう願い

が込められました。

４月８日㈬・９日㈭に市内の各小・中学校で入学式が行わ
れ、新生活のはじまりを祝いました。
今年度、市内の小学校では１０６９人、中学校では１２１６人の皆

さんが新しい学校生活をスタートしました。
各小・中学校で、校長先生をはじめ、多くの皆さんが新入

生を温かく迎える中、入学式へ出席したご家族の皆さんは、
お子さんの成長を感じ、大変喜んでいました。

新入生の皆さん、わからないことも多く、不安もあるかと思いますが、いろいろなことにチャレン
ジして充実した学校生活を送ってください。

３月１７日㈫、博物館のギャラリー展示関連事業として、塩味醤
油醸造の見学会が行われました。

こいくち

濃口醤油で知られる塩味醤油は、慶応元年（１８６５年）創業と伝
える歴史ある醤油製造・販売業者です。今年で創業１５０年を迎えて
います。
昔ながらの味と製法で、大量生産はせず、大切に伝統を守り続け

ています。今回、商家や工場の中を見学させていただき、諸味の熟成の様子も見ることが出来ました。
見学に来た皆さんが工場に入ると、お醤油の濃い香りに、「なんだかお腹がすいてきた」「お餅につ

けて食べたい」という声が上がり、多くの方がお醤油を買って帰りました。

しお み しょう ゆ

創業１５０年の歴史、塩味醤油醸造へ行ってきました

ヤマト運輸株式会社による見守り活動を始めます

けい おう ざくら

啓翁桜を黒目川遊歩道沿いに植樹しました

植樹をする間木野東根副市長（写真右）と富岡市長

市内各小・中学校で入学式が行われました

申…申し込み 問…問い合わせ

商家の説明を聞く参加者

朝霞第九小学校
入学式の前に、
クラス発表を見
ています

まつざか

協定書を掲げる松坂支店長（写真左）と
とみおか

富岡市長（写真右）

朝霞第五中学校入
学式で、新入生代
表（写真右）の誓
いの言葉
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